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神奈川県内産ナウマンゾウ化石の新資料

小泉明 裕

Akihiro KOIZUMI : Data on the Naumann’S 
Elephant in Kanagawa Prefecture, Japan 

Summary The fossil teeth of Palaeoloxodo凡 はじめに

naumanni (MAKIYAMA), described here in, had been ナウマンゾウ Pαtαeoloxodonnαumαnηi (MAK-

obtained from the last interglacial strata, Shimo IYAMA）は，日本産化石ゾウのなかで＝も最も多数のms
sueyoshi Formation. Kuji specimen are two den- 出が知られ，その時空分布は，約35～2万年前にかけ

tal lamella of DP3. These are probably derived ての，北海道～九州，沖縄におよぶ。神奈川県内では

from a single individual and are the fifth record 17カ所より産出しており，このうち12箇所がいわゆる

お DP3of P.naumαnni discovered in Japan. Higa 下末吉期 （約15～12万年前）のものである（図 1）。

shikawashima specimen is small fragment of the 本稿では， 県内産ナウマンゾウ化石で，平成2年度の

moler. Nagata specimen is M3. 神奈川県立博物館特別陳列「中津層の古生物」に展示

年代｜時代｜丹沢西部 ｜ 大碕 E 陵

x !'.l' 1持盟問 沖積層 ｜沖積層下原周

二同期立川期醐｜ 立川期醐

＂＇更新世同 盟期間l武庫野期開

駿河霞層

13 吉沢厨

15 

叩，中期｜生土層

更新世
45 

13 

164 

横須賀

有吉宮

償浜南部

天語頁扇つ夜末宵肩

立川期医層

重盗塁盟豊里
小原台砂懐層

下末吉台地 多摩丘陵

宥覆肩

立川期謹層

武草野期理周

小原古砂醍層

・28

注） 企 註旦鍾旦＇ P・（大型のステゴドンゾウ）， ・ 色目盛盟組担旦皇（アケポノゾウ）． ・ 邑旦単血旦旦叫叫.li（トウヨウゾウ）．・ 邑担旦担旦卑旦旦且旦旦ム
（ナウマンゾウ v!o. 2 1川島援本.2 2・永回復本， 23丸地標本）.0（自ヌキ）は骨絡白みの産地 ［厨序回引用文猷］丹沢西部．今永（！986）月刊地球1印8）：田1-
641. 1小山（！986）月刊地掠，（90):143-151..狩野他(1988）静大地味科学研報.14:51-83.，大碍丘陵 l岡田(1981）化石.(43):5-8.，関東軍四紀研究会（！987）関東の四紀，
(13):3 46 ..相模川流活，同他(1919）蕗沢地戚の地質。lllp.地問調査所.llo(l9e5）地質雑.91:213 232. 'J;谷川地（！991）神奈川県博調査研報（自問科学），（6）：ト98.,

横須町，盟江（！985）慣須賀の地質，lOOp.横須関市，横浜南部，Ujiie& Kagm(l963）担11.1@1.匙i出o.6:328-345.，三梨萌地（1982）償浜地践の地質， l05p.地買調
査所，小車問，下末吉古地多摩E陵，伊田但(1961）日本油田ガス図図2，明浜。地質調査所，岡地(1984）車京西南部地層白地質，l48P.地質調査所．高野（！987)1由貿
維，93:121139.，岡宇野沢(1989）関東の四紀（15):25-43.＇小且担（！ 990）神草川県惰研報，(19）：ト17.，小泉(1990）神東川県情研報，(19):45-66.，小泉国

図1 神奈川県内産ゾウ類化石とその産出層準 （長谷川， 1991を一部修正）
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図2.産出地点（＠印）． a 久地標本，b ：東川島標本， c 永田標本，国土地理院1/25000地形図
「溝口」（a）と「横浜西部」（b • c）の一部を使用した

された未記載のもののうち，筆者が発見・採集に関わっ

たものを含めた3標本（後述のようにいずれも下末吉

期のものと考えられる）の概要を報告し，今後の研究

の資料としたい。なお，ここに報告する標本は，神奈

川県立博物館に収蔵される。

ゾウ化石産出地点、の層序と共産化石

1 ）久地標本A・久地標本B，川崎市高津区下作延

字北の谷， JR 南武線久地釈の東方300m, マンショ

ン「クイ ーンハイツ久地」造成現場（図2 a）にお

いて， 1983年4月3日，筆者が地質調査中にシカ類化石

と共に発見した。そこで，周年4月9-10日を中心にし

て，造成工事担当の浅沼組，川崎市文化財調査員の正

岡栄治氏をはじめとする関係者の協力のもとに産出地

点の発掘調査を行い，ゾウ化石の追加標本は得られな

かったが，さらに十数点のシカ類の部分骨化石，およ

びその後の調査のものをあわせると，軟骨魚類，貝類，

十脚甲殻類，植物化石など多数の資料を得ることがで、

きた。これらのソウ化石以外の詳細については別途報

告する。

ゾウ化石の産出地点（図2-a）は，下末吉台地の北

西部，旧汀線の東方 （沖合側）約lk mに位置する。

産出地点付近には，下部更新統上総層群高津層の砂岩

泥岩互層が台地下部に基盤として露出し，これを波食

台型の平坦な不整合で覆って，標高約35m付近に，層

厚0.5～lmほどの相模層群下末吉層上部砂層（関東

2 

第四紀研究会，1970）が薄く広く分布する。産出地点

には， この不整合面のレベルから下位層を削りこんで，

高さ約2m・幅5～lQmほと、の規模で南東方向に下る

谷を埋める下末吉層がみられた（図3）。この部分の

下末吉層は，図4に示したように下位より①～④層に

分けられる。①層材 ・貝片混じりで一部泥炭質の泥

質砂層，②層貝化石密集泥質砂層。③層生物撹乱

の著しい泥質砂層，④層 中粒砂層。①層が，ゾウ ・

シカ化石骨包含層であり，層相からみて下末吉層下部

泥層（関東第四紀研究会，1970）に相当する。ゾウ化

石は，不整合面直上の①層から産した（図3・4のX

印）。

随伴する軟体動物化石は，その大半は石灰質の溶け

去ったモールドで産した。①層は， Tegillαreαgra-

nosα，Crαssostreαgigαs, Cyclinαchinensisな

どの湾奥部の潮間帯を示す干潟群集構成種（松島，1984)

を含む。②層では， Sαxidomuspurpurαtus, Myα 

αrenaliαoonogαi, Mαcoma tokyoensis, Rudit-

αpes philippinαrum, Pillucinαpisidium Fulv-

Lα mutica, Mitrellα bicinicαを主とし，Pecten

albicansを伴う，内湾の潮下帯砂質底に生息する種

類が優勢な混合群集になっている。③層では貝化石は

稀になり，わずかにMαcomαSp.がみられた。さら

に軟骨魚類 Odontαspistαurus （シロワニ）の顎歯

が6点産出したが，エナメル質の歯冠（主佼頭と 1対

の副校頭）のみが保存され，歯根は完全に溶け去り空



図3.久地標本の産出露頭．スケール（中央）は2m.図4と対応する.x印がゾウ化石の産出位置

図4.久地標本の産出露頭. 1～2新期ローム層，

1風化火山灰層（風送陸上堆積型ロ ム層〕，

2・埋没土層， 3下末吉ローム層〔凝灰質粘土

または風送水中堆積型ローム層）， 4軽石，

5～8下末吉層（5：④層， 6③層， 7②層，

8①層，化石骨包含層）.9～10：上総層群高津

層（9：砂質シルト岩層，10：シルト岩層）．

0 印がサメ歯化石（シロワニ）の産出位誼

洞となっていた④層の上限付近（図3のo印）にも， クリートに積われて不明）で植物片を多く含む河成砂

主吹頭のみのシロワニ顎歯がl点産出した。なおこの 磯層（土屋層上部相当層あるいは下末吉層下部層〕か

興味深い産状を示すシロワニ化石の詳細については， ら産出した。

本稿の主題から外れるのでここでは省略する。 3）永田標本；横浜市南区永田2-25-3（図2-c) 

2）東川島標本；横浜市保土ヶ谷区東川島地内の道 において， 1 9 7 0年頃，車庫を作るため平野建氏

路工事現場（横浜市都市計画道路環状2号線羽沢地区， 宅の庭を掘り下げた際発見され，神奈川県立博物館に

図2 b）において， 1988年9月8日，筆者が地質調査 収蔵されていたものである。標高約50～52mの聞から

中に発見した。 産出したと推定され，産出地点の化石包含層は直接観

産出地点は下末吉台地と多摩丘陵の境界部，鶴見川 察できないが，標本に僅かに付着している母岩は，風

流域と雌子川流域の分水界をなし南北にのびる尾根の 化の進んだ黄灰色の凝灰質砂質粘土で， l～3mm径の

西側に位置する。この尾根（標高約60m）を開削した 白色長石 ・青灰色石質岩片を多く含む。

道路予定地の縁（下り車線側，現在歩道になっている， 産出地点は，南西側の多摩丘陵（オ シ沼面にあた

標高約41m）から産出した。産出地点には，鶴見層下 るが地形面は侵食により失われている〕との境界に近

部の内湾性泥層を谷埋めの不整合で覆い，大磯丘陵の 接した下末吉面分布域にあたる。すなわち産出地点、の

土屋ロ ム層中部層準の鍵テフラTAm-5・TAm-7・ 南西側には，基盤の上総層群上屋川層を平滑な不整合

TAu 2 （町田他，1974あるいは関東第四紀研究会，1974 でおおう海成（波食台成〕の砂磯層，上倉田層が山王台

のTs-9）の3枚の介在する層厚2m＋の凝灰質泥～砂 ロ ム層に整合に覆われて標高約4555mに分布し，

磯層（土屋層中部相当層）がみられた。ソウ臼歯片は， これらを不整合に覆ってオ、ン沼砂磯層が標高57m以上

これらを侵食面で覆う層厚lm+ （上限はすでにコン に分布している。町田他(1974）や，関東第四紀研究会
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(1974）なども参考にすると， 産出地点付近には，上倉

困層を侵食してオシ沼層，舞岡層，下末吉屈が，後者

ほど北東側に高度を下げて分布するとみられるが，こ

れらの関係を直接観察できる露頭のない現状では，産

出層準は産出地点の下末吉面を構成するいわゆる下末

吉層としておく。今後，層序ボーリングなどで産出層

準と下位層との関係を確認する必要がある。

標本の概要

表1.第3手L臼歯（DP3）の計測値

33.8+ 

上右DP3 I 3 1.~ 
上左DP3 I 36.0 

民谷川ほか0980>I下左DP3 I 31.0 

臼歯の記載に関する用語は，長鼻類団体研究グル についで， 5例目となった。

フ。(1977）に， 計測方法は，古脊椎動物グル プ(1975) また，久地標本はシカ類，サメ類，貝類など多数の

にほぼしたがった。 共産化石をともなっており， 県内の下末吉期の複数種

Genus Palaeoloxodon MATSUMOTO, 1924 脊惟動物化石産出例としては，藤沢天岳院 （図 lの

Palaeoloxodon nαumαnni(MAKIYAMA),1924 No.19）に次ぐ内容のもので，下末吉期の古環境復元

1 ）久地標本A （図 5-1～4) 上左第3乳臼歯 の基礎資料としても有効なものと恩われる。

(DP3) I皮板片，久地標本B （図5-5～8) ・上右DP 2）東川島標本（図5-9～12) 大臼歯の歯冠頂

3佼板片久地標本Aは露頭から直接産し， 久地標本 部に近い佼頭片とみられる。保存長35+mm，最大幅1

Bは前者のすぐ下（0.5m以内）の法面上に付着してい 4.7十×10.3+mm，エナメル質厚は2.53.0mmある。

た大きさや保存状態が類似するため，両者は同一個 3）永田標本 （図6-1～3) 上右第3大臼歯近

体に由来すると考えられ，さらに工事前には付近に日交 心部歯冠側と遠心部および頬側面の大部分は破損して

板片を保持していた頭葉骨の一部が埋没していた可能 おり，図示したものの遠位に続くl皮板片が2枚分ある．

性もある。 側面及び遠心側の歯冠頂部を覆っていたとみられるセ

未明出の！皮板片で， l歯涯の上半部が保存されてし喝。 メント質はほとんどはげ落ちている。 l皮板は13枚確認

エナメル質表面は全体的に黒褐色を呈し，遠心領ljでは され，近・遠心側にさらに数枚の股板があったと考え

不明瞭だが近心側のセメ ント質が付着していた部分は られるので， M3ということになる．保存されている

灰褐色を呈する（図54,8）。 I皮板は遠心仰ljに凸に湾 l皮板を近位から1～13番目として記載する。 4～6番目

曲し， l皮頭は舌 ・近心似ljに傾斜する．久地標本Bでは にI投合面が保存されているので使用｜皮板数は6＋とな

歯根側の破断面で側裂構に当たる部分がくびれている る。 l歯冠長は170+mm，歯冠高は205+mm，歯冠幅

（図5-7）。 は68mm(5番目），エナメル質厚は2.5-3.0mm, ~交

Palaeoloxodon nαumαnηLの平尾台育龍窟標本 板頻度は頬側8±，舌倒的5土．校頭数は欠損を補うと

（長谷川他，1980）のDP3・DP4，東シナ海標本 （神奈 5～12番目で9～7個と後方へ漸減する。 2～4番目の岐

川県立博物館所蔵）のDP3と比較した。平尾台青龍 板中央部横断面で，菱形歯突起が発達する。

窟標本のDP3は近位半分のl皮板が保存されており， ナウマンソウの臼歯の形態変異については，瀬戸内

東シナ海標本は佼耗が進みセメント質の発達したもの 海の釈迦が鼻沖産（l-IASEGAWA,1972）や備讃瀬戸産（樽

である。久地標本は，歯冠幅が最大になるところまで 野，1988），野尻湖産（高橋他，1991)のものが標本群と

は保存されていないが，歯冠幅では前2者とほぼ同大 して扱われ，変異隔が知られている。これらと比較す

といえる。青龍窟標本に対して岐頭は約半数で，側面 ると，永田標本はM3としては小型で歯冠幅の狭いタ

からみて佼板は前後に薄い。 l皮合面側からみてl皮板は イフ。に属する。菱形歯突起の発達状態などの特徴は，

S字状に湾曲しなし、。これらの差異は久地標本が遠位 備讃瀬戸産の小型のものに類似している。

側のl皮板であるためとここでは考えておく。

久地標本は，日本産ナウマンゾウの上顎DP3の報

告としては，瀬戸内海の釈迦が鼻沖産（l-IASEGAWA,19

72）や備讃瀬戸産（樽野，1988），平尾台青龍窟産（長谷

川他， 1980）， 山口県下部伊佐層産（SHJKAMA,1965) 
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ー・・・・圃・lcm 

図5. Palaeoloxodon nαumαnni(MAKIYAMA). 1 4：左上顎第2乳臼歯l皮板片久地標本A(KPMG-9637), 
5-8：右上顎第2乳臼歯吹板片久地標本B(KPMG 9389), 9-12臼歯片東川島標本（KPMG-9638).
1-5.遠位面， 3・7近位面， 2・6・9歯冠面，4・8・12歯根面

図6.Palaeoloxodon凡αumαnηi(MAKIYAMA) 1-3：右上顎第3大臼歯永田標本（KPMG6467). 
l舌側面，2：頬側面， 3:1受合面
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まとめ 町田洋 ・新井房夫 ・村田明美・袴田和夫， 1974.南

ナウマンソウPalαeoloxodonnαumαnni (MAKI 関東における第四紀中期のテフラの対比とそ

YAMA）の久地標本，東川島標本，永田標本の概要を れに基づく編年．地学雑， 83:302-338.

述べた。これらはL、ずれも下末吉期のものと恩われる。 松島義章， 1984.日本列島における後氷期の浅海性貝

神奈川県をはじめとする東京近郊は古くから開発が進 類群集． 特に環境変遷に伴うその時間 ・空

み，ナウマンゾウ化石の土木工事に関係した，特に下 問的変遷．神奈川県立博物館研究報告（自然

末吉期以降に数多くの産出が知られている。しかし， 科学入 (15)37-109. 

断片的かっ産出層準の不明瞭なものも多く，標本群と 高橋啓一 ・間島信男 ・野尻湖晴乳類グループ，1991.

してまとめて，地理的・時代的な形態変異の検討をす 野尻湖産ナウマンゾウ臼歯の形態と変異化

るには，不十分であるとされてきた。そこで，より明 石研究会会昔、， 24:7-32.

確な変異幅をおさえるためにも，今後も，本報のよう SHJKAMA, T., 1965. On Some Eleph且nsTeeth 

な基礎的資料の蓄積と公表に努力したい。 from Hir白oshimaand Yamaguchi Pre 

fectues. Sec. Rep. YokohαmαNαt. 

謝辞 Uπiv. Sec. II, (12) 27 36. 

この調査を進めるにあたり，横浜国立大学教育学部 樽野博幸， 1988.備讃瀬戸海底産の脊椎動物化石 そ

地学教室の長谷川義和教授からは比較標本，研究の方 の1一長鼻類ほか備讃瀬戸海底産出の脊椎

針などについて貴重な助言を受けた。神奈川県立博物 動物化石山本コレクション調室報告書I

館専門学芸員松島義章博士には，本稿の発表および永 本文編1161，倉敷市自然史博物館．

田標本を研究する機会と，比較標本を利用する便宜を 長鼻類団体研究グルーフ0' 1977.長鼻類の頭骨と臼歯

いただいた。なお久地標本産出地点の発掘に際し，川 の用語．化石研究会会誌特別号， 1:1 30. 

崎市文化財調査員の正問栄治氏をはじめとする関係者 （日本大学文理学部応用地学教室）

の方々にご協力をいただいた。以上の方々に厚くお礼

申し上げる。

文献

長谷川善和 ・曾塚孝 ・浦田健作， 1980.平尾台青龍

窟産ナウマン象幼児化石（予報）.Bull.Kitα－ 

kyushu Mus. Nαt. Hist.,2:41 47 

長谷川善和， 1991.神奈川のゾウ化石．神奈川県立博

物館だより， 23,(6〕：2-3.

HASEGAWA,Y.,1972. The NAUMANN’s elephant, 

Pαlaeoloxodonηαumαηηi(MAKIYAMA) 

From the late Pleistoc巴n巴 offShaka 

gahana, Shodosima Is.m Seto Inland 

Sea, Japan. Bull. Nαt Sci. Mus., 15:513-

591,pls.l 22 

関東第四紀研究会， 1970.下末吉台地及び周辺地域の

地質学的諸問題目地球科学，24:151-166.

関東第四紀研究会，1974.横浜付近の第四系に関する

地質学的諸問題．地球科学，28:155-171,218-

235. 

古脊椎動物クル プ， 1975.ナウマンゾウの化石．野

尻湖の発掘1962-1973pp.124-153.，共立出

版社，東京．
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足柄層群塩沢層下部（前期更新統の後期）からシ力類

肢骨片と，メタセコイア属・オオバラモミ球果化石の産出

松島義章・小泉明裕

Y oshiaki MATSUSHIMA & Akihiro KOIZUMI : On the Occurrence of Cervidae 
and Coniferales Fossils from the Late Lower Pleistocene 

Ashigara Group in Kanagawa Prefecture 

は じめ に 類現生比較標本を観察する便宜を計っていただいた。

以上の方々に心よりお礼申し上げる。

化石産出地点、と層準

丹沢山地と箱根火山に挟まれた足柄山地に分布する

足柄層群は，厚い磯岩層で特徴づけられ，下位より日

向凝灰質砂岩泥岩層，瀬戸際岩層，畑砂岩泥岩層， 塩

沢磯岩層に細分される（今永，1978）。 一方，早い時期

より，足柄層群中部・上部からは貝化石が産出すること

が知られていた。最近では員化石以外にPαrastegod

on象化石が産出し，その生息年代， 生物地理の上で

注目される場所となっている。筆者らは，この足柄層

群の象化石の産出層準が東京湾沿岸に分布する上総層

群のどの層準に対比されるのかという点に焦点を絞り，

調査を進めてきた。 そして， 1992年10月，神奈川県足

柄上郡山北町諸淵南方の鮎沢川右岸，足柄層群塩沢層

下部層準の砂岩層から，シカ類肢骨片，オオノYラモミ

の球果を発見し，さらにメタセコイ ア属（またはセコ

イア属〉の球果化石を得た（図1の企印）。

シカ類および植物化石は，化石カキ礁のみられる鮎

沢川右岸の露頭（松島，1982,Loc.10）の対岸（南）に露出

するカキ礁の直上の小磯混じり砂岩（図1）から，そ

れぞれ単独で産出した。産出層準は，塩沢l深岩層下部

の中で砂岩が比較的優勢な部分にあたる。この産出層

これまでに晴乳動物化石は本報の化石産出地点のお

よそlOOm上位からParastegodon象の臼歯化石（図

lの・印・長谷川ほか，1986）が報告されているのみ

で，シカ類と大型植物遺体の報告はなかった。したがっ

て断片的な資料ではあるが生層序学的に重要なものと

考えられるので，その概要を報告する。

今回報告する化石標本は神奈川県立博物館に収蔵さ

れる。本報告をまとめるにあたり，横浜国立大学教育

学部地学教室の長谷川善和教授からはシカ類標本の比

較について貴重な助言を受けた。千葉県立中央博物館

の百原 新学芸員には植物化石の同定をしていただい

た。国立科学博物館動物研究部の遠藤秀紀研究官，横

浜国立大学教育学部大学院生の高桑祐司氏には，シカ

図1. シカ類等の化石産出地点（企印）と
lOOm上位のアケボノソウ化石産出地点（・印）
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準の年代は有孔虫 ・石灰質ナンノ化石 (HuCHON メタセコイア属である可能性が高い。ただし，球果軸

and KJTAZATo,1984）と古地磁気（小山，1986〕から に対し断面が平行かどうかと，球果の潰れた方向が分

みておよそ0.8～0.9Maと推定されている。 からないうちは断定できない，②は，球果の長さが10

シカ類化石

本標本はシカ科（Cervidae gen. et sp., indet.) 

の右中手骨あるいは中足骨の遠位端であり（図a～e), 

近位側は骨体から遊離した縫合面であるので未成獣の

ものと判断する。滑車の表面などに若干の磨滅がみら

れるが，骨質の保存は悪くはない。遠位側よりみて後

外側を欠く。計測l値と現生標本との比較を表lに示す。

本標本は断片的で属レベルの半lj定は困難で：ある。しか

し，保存されている部分のみで，性差 ・個体差 ・成長

変異を考慮しないで比較すると，現生種ニホンジカCe

rvus nipponの雌成獣（北海道産）および化石種ニホ

ンムカシジカCervusp「αenipponicus(SHIKAMA, 19 

49による栃木県葛生産）よりも一回り(15%前後）大き

し現生種シフゾウElaphulusdαvidiαnusの雄成

獣よりは一回り（約20%〕小さい本標本は未成獣のも

のなので，成獣になった時の大きさは，シフゾウ中手

骨に匹敵すると考えられる。現時点では，本標本はシ

フゾウに最も近いものと判断する。

これまで関東地方の前期更新出には，多摩丘陵に分

布する上総層群平山層（前期更新世前半，斉藤，1988に

よる）から化石種Elαphulusαhαshiensis(SHIKAMA, 

1964）とEtαmαensis(OTSUKA and HASEGAWA, 19 

76〕が，本標本の産出層準である前期更新世後半では，

上総層群梅が瀬層（佐藤他，1988によると0.80 9Ma) 

からは現生種シフゾウE.davidiαnus（渡瀬，1913）が，

いずれも角化石のみにより知られていた。従来のシカ

類の分類は角に基ずいて行われているため，四肢骨か

らその分類群の特徴を識別した報告はきわめて少ない。

将来，シフゾウ属化石種の角を伴った骨格化石が得ら

れて，本標本の理解が深まることが期待される。

cmを上回る大型で，球果鱗片の長さが32mmとPiceα

の現生種と比較して長いことからオオパラモミに同定

される。大阪層群では，オオパラモミ ・メタセコイア

は，ともに大阪層群下部のMa 2海成層（前期更新世

後半，約0.85Ma）まで（市原他，1988），会津盆地では，

オオパラモミが和泉層中部（2.4Ma），メタセコイアが

七折坂層上部（ 1 Ma）まで（真鍋・鈴木，1988）産出す

るとのことである。

関東地方におけるメタセコイア属植物遺体の産出の

上限は，ハラミロイベン ト以前の松山逆磁極期にあた

る前期更新世前半の上総層群飯室層 （約1.2Ma.産出

レンジは小泉，1985，年代は小泉，1990）であったが，

メタセコイアの花粉化石では前期更新世後半の上総層

群国本層まで（大西，1969）産出が知られていたしかし，

今回の足柄層群塩沢磯岩層からのメタセコイア球果の

発見で，南関東における大型遺体についても，オオパ

ラモミと共に近畿地方の大阪層群にみられる産出レン

ジの上限と，ほぼ並んだことになる。

まとめにかえて

シフゾウ属の南関東における産出層準は，前期更新

世に限られていた。今回，足柄層群から新たに見つかっ

たシカ類肢骨化石が現生種シフゾウに最も近いと考え

られるので，房総半島の上総層群のものと比較され，

前期更新世の後期まで新しくなることがはっきりした。

この時期の房総半島上総層群では” Parαstegodon”

と呼ばれる高歯冠タイフ。のStegodonは知られてい

なかったが，足柄層群では両者が共存することが判明

しfこ。

オオパラモミとメタセコイアの植物遺体化石の産出

レンジが南関東においても，前期更新世の後半に伸び

たといえる。

植物化石 足柄層群の堆積時代は，よく 聞結した岩相や地質構

2試料とも縦方向の断面のみから検討する。 ① メ 造， 員化石から上部中新～下部鮮新世と考えられた

タセコイア属あるいはセコイア属Metasequoiαsp. (KuNo,1951など）。しかし，松島(1982）は中・上部産

or Sequoiαsp.の球果（図5）と，② オオパラ モミ 出の軟体動物化石群集と象化石（Parαtegodon）から，

Piceαsp.,cf.koribαL MIKJの球果（図6）が，確認さ 中・上部は前期更新世～中期更新世初頭と推定した。

れた。百原氏によれば，①は，球果軸が残っていない これは，有孔虫・石灰質ナンノ化石 （HucHONand 

ので属の同定には至らないが，断面で球果鱗片の大き KITAZATo,1984）や古地磁気（小山，1986）から追認

さがそろっているのは鱗片が球果軸に平行に並んでい され，足柄層群は下部～中部更新統とされている。今

ることを示し，球果鱗片が球果軸に対して対生につく 回のシカ類肢骨化石とオオノ＼ラモミ ・メタセコイア植
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物造体化石産出は，この年代観を強く 支持する資料と Shikama, T., 1964. C白rvidAntler from Akish1ma 

なった。 City, Tokyo. Sci.Rep. Yokohαmα Nαt 

Univ.Sec. II,(11):55 58 

文 献 渡瀬庄三郎，1913.四不像について動物学雑誌，25:487

長谷川善和 ・松島義章 ・見上敬三，1986.足柄層群産 -493 

パラステゴドン象横浜国立大学教育学部野 （松島義章神奈川県立博物館，小泉明絡 日本大学

外実習施設研究報告，（4〕：51-55. 文理学部応用地学教室〉

HucHON,P. & H. KJTAZATo,1984.Collision of the 

Izu block with C巴ntralJapan during 
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110 201 210 

今永勇，1978.足柄山地，神奈川地学会編，昭和53年度

全園地学教育研究会野外見学案内書， 14-22.

市原 実 ・吉川周作 ・亀井節夫 ・那須孝悌，1988.近畿
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(30):111125 
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物群について日本第四紀学会演旨，(15)133 

-134 

小泉明裕，1990.川崎市の上総層群飯室層（下部更新統）

産アシカ科動物化石について神奈川県立博

物館研究報告，(19):4566 

小山真人，1986.伊豆半島の地史と足柄・大磯地域の更

新世月刊地球，（90)743-752 

KuNo,H.,1951.Geology of Hakone Volcano and 
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Univ. Tokyo,S巴C II, 7 351 402 

真鍋健一 ・鈴木敬治，1988.東北地方の鮮新一更新統の

層序と対比．地質学論集，（30):30-50 
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丹沢山地南部松田町寄の谷に認められたTPfl火砕流

今永 勇

Isamu IMANAGA:Tokyo Pumice Flow Deposits Found in Yadorigi Valley, 

Matsuda Town, at the Southern Foot of Tanzawa Mountains 

はじめに 1万分の l地形図を頂いた。これらのご協力を頂いた

これまでに，箱根火山から広がる新期火砕流の分布 方々に厚くお礼を申し上ける。

については，町田 (1971），相模原市地形 ・地質調査

会 (1986）等により，詳しく調べられている。 TPfl TPfl火砕流の発見された位置

火砕流（東京軽石流〉は約4.9万年前に噴出した火砕 TPflの発見地点は，松田町苦手の田代自然休養村養

流で遠く横浜まで達している。これまでの分布図から 魚組合の西の山腹317mの独立標高点のある尾根であ

北に数km離れて，松田町の中津川に沿って寄の谷に る（図2，図3）。寄の一帯は，丹沢層群が分布して

遡上したと考えられるTPfl火砕流が新たに発見され いる。この地点から中津Jllと川音川の合流地点にかけ

た。 TPfl火砕流（東京軽石流）は，軽石流が主であ ては，地質構造が複雑であり，神縄断層の東方の延長

るが，噴出の後期には，軽石流の流出がスコリア質火 と恩われる断層が，松田山の北を東西にとおり，同断

砕流の流出に変わることが，袴田 (1986），平田 (199 層を挟んで北側に丹沢層群， 南側に足柄層群の磯岩層

2）により記載されている。報告する火砕流は，田代 が分布している（今永， 1986）。また中津川の流路に

石と言ってかまどや炭焼きのかまどの入り口に使われ 沿って北西一南東方向に延びる中津川断層（佐藤， 19

たもので，軽石流がなくスコリア流のみからなる特異 87）が通り，同断層を挟んで東側に丹沢層群が，西側

なものである。 に足柄層群が分布している（図2）。

この発見は，松田町の竹内清氏から，田代石と言 発見地点の山の斜面は，別荘地用に開発中であり，

ってかまと、に使われた石があるとの情報を得，現地を 道路の取付現場の2箇所に火砕流が露出した。 一つは，

案内して頂いた結果である。松田町の都市計画課から 建設中の道路の終点の317m独立標高点のある地点

図1. TPfl火砕流の分布およびOP,MP, TP軽石層
それぞれの等層厚線図（町田， 1971). 矢印の

地点、がTPfl火砕流発見地点

(A地点）で，水平に約lOOmにわたって火砕流堆積物

が分布する。黒色の火山灰を主と し，発泡の良くない

スコリアの大陸撃を持つ火砕岩て、ある。もう一つは，同

地点より約300m北西の道路端（B地点）で， TPと思

われる軽石層が山の斜面に斜めに堆積し，黒色の火砕

流がTP軽石層を覆い約5mわたって道路沿いに露出し

ている。

TP 

TPfl火砕流の下に降下テフラTPがくっついているの

がB地点に見られる（写真）。 TPは， 北東に約45度の

傾斜をなして山の斜面に堆積している。 基盤の丹沢層

群の風化土壌の上に約20数cmの褐色火山灰層を挟ん

11 



図2.寄の谷の田代のTPflの観察地点（白ぬきの円）．
点模様足柄層群の磯岩層，黒丸，松田山南斜
面の軽石流の分布地点，中津川沿いの中津川断
層により丹沢層群と足柄層群は境されている

で乗っている。 TPの下部は，白色から肌色，上部に

酸化鉄の赤色の班点が存在し，厚さは， 46から48cm

である。 TPの内部の層序は，下位から厚さ 5-6cm 

の細粒の白色軽石層，次いで厚さ20cmの粗粒の白色

軽石層があり，最大粒径は3cmまた 2-4cmの石質岩

片を含んでいる。その上に厚さ4cmの中粒の白色軽石

層を挟んで，厚さlOcmの粗粒の白色軽石層，5cmの中

粒白色軽石層， 4cmの組粒白色軽石層が乗る。

図3.TPfl火砕流の発見地点（太い平行線）付近の
地形図と300-320m平坦面（帝国い平行線）の分

布

多く，淘汰が悪し、。楕円形あるいは，不規則な%をし

たスコリアは，長軸の方向が水平に配列して堆積して

いる。最大粒径は， 30cmで，大きな礁は，周囲に急

冷層が取り巻き，内部は，発砲が良く，ガラス質で斑

品を含んでいる（写真〕。

A地点では， TPflは，山腹の斜面にへばり付くよ

うに存在している。水平距離にして約lOOm，垂直距

離にして40-45mである。最下部の境界は，見られな

い。スコリア流は，黒灰色の火山灰を基質とし，基質

TPfl火砕流 の中には，輝石，斜長石の結晶が多く含まれている。

TPfl火砕流は，露頭A, B地点に於いて観察され 岩片とスコリアの径が最大30cm大のものが不規則に

る（図2）。 B地点で， TPに乗る火砕流の基底部が観 含まれ，ほぼ溶結していて固結度が高い。

察される。最下部には，厚さ 3 4cmの黄灰色細粒の

火山灰層，次いで厚さ25cmの燈灰色細粒の火山灰が T PとTPfl火砕流

あり，その上に無層理で‘淘汰の悪い黒色スコリア質の TPの厚さは，松田山南斜面の東名高速道路工事現

火砕流がのる。火砕流は，水平に5mにわたって露出 場で，層厚75cm（平田，1992），秦野市千村で， 150c

し，暗褐色の火山灰層に覆われている。スコ リア流中 m （長瀬他， 1972）であり，今回の田代のTP軽石の

のスコリア礁は，こぶし大から小磯大のスコリア磯が 厚さは， 46cmである。山の斜面堆積のためであると

12 



ともに， TPの運搬された主軸方向から離れて，薄く えられる。

なっているものと考えられる。

TPfl火砕流は，寄の谷の田代の自然休養村養漁組 まとめ

合の西の尾根にある海抜310 320mの平坦面を作って 寄の谷は，谷の入り口が険しい峡谷をなして数kmつ

いる。 この地点の中津川の河原の海抜高度は，約210 づいている。箱根火山から流出したTPfl火砕流は，

mであり，火砕流の分布高度と川底との比高が約100 軽石流を主とするが，寄の谷に遡上した火砕流は，軽

mで，火砕流は高い位置にある。この地点より南に田 石流を伴わぬTPfl火砕流の上部のス コリ ア質火砕流

代から萱沼にかけて中津川の右岸の丹沢層群からなる のみからなる特異なものである。火砕流は，漆結して

山腹斜面に310-320mの平坦商が川に面して点々と追 堅固であり，かつて田代石と言って「かまど」などに

える（図3）。 A地点から南の最初の平坦面にも同じ 利用された。また火砕流に渓谷を埋積され出口をふさ

火砕流が分布しているのが観察された。このようなこ がれた寄の谷に， 湖が形成された可能性が考えられる

とから限られた地域に分布しているほぼ岡高度の平坦 が，ボーリング調査など広い地域の今後の調査が必要

商はTPfl火砕流の堆積面である可能性が考えられる。 である。火砕流の分布高度が高いことは，火砕流形成

足柄平野に面した松田山南斜面の東名高速道路工事に 後における中津川断層あるいは，神縄断層の活動によ

現れたTP軽石流の露頭は，海抜高度がおよそlOOmで， る縦ズレの可能性が考えられる。

平野面との比高は， 20-30mである。平田 (1992）に

よれば，東名高速道路のTPfl火砕流の上部層 CEun 文献

it）は，スコリア層であり，15m以上の（35mを越え 袴田和夫，1986.箱根新期カルデラの階段的陥没に関す

なL、）厚さであり，楕円形から引き伸は、された形状を る若干の資料．大涌谷自然科学館調査研究報

する黒色スコリアからなるという。この記載は，寄の 告（6) :1 7 

火砕流の観察と良く似ている。寄の火砕流は， TPfl 平田由紀子，1992神奈川県松田地区の東名高速道路改

火砕流の上部のスコリア質火砕流であると考えられる。 築工事に伴ってみられた箱根東京軽石流 CT

地質構造の観点からみると，寄の火砕流の海抜高度 P軽石流）について 大涌谷自然科学館調査

は， 300-320mlこ現れている。 一方松田山南斜面では， 研究報告 (12):1 11 

おおよそ100-90m（平田， 1992）である。このよう 今永勇，1986.足柄層群の層序と構造．月刊地球，

に寄の火砕流の海抜高度が高いのは，火砕流が，堆積

時のままの高度ではなく，中津川断層あるいは神縄断

層の活動により，丹沢層群の分布する側が縦ズレ変位

し隆起したことを示す可能性が考えられる。

湖成堆積物

B地点では，火砕流堆積物の北側に，幅数mの谷埋め

の新期ローム層に隔てられて， 7)<中堆積したローム層

が高さ4m幅20mにわたって露出している。スコ リア

質火砕流は，水中堆積したローム層に不整合に覆われ

ている関係にある。水中堆積ローム層は丹沢層群の小

角磯と褐色ローム層の互層からなり，非常に軟弱で，

主に粗粒のスコリア層からなる。火砕流が，谷の出口

を埋積し，上流からの水を堰止めて形成された湖成堆

積物であると考えられるが，その湖は，西に伸びる小

さな谷にできた小規模なものであったかもしれない。

あるいは寄の谷全体に広がっていたものかもしれなし、。

いずれにしても溶結した火砕流によって渓谷を埋積さ

れ堰止められた寄の谷に湖が広がっていた可能性が考

88:637-641. 

町田 洋，1971南関東のテフロクロノロジー (1)

下末吉期以降のテフラの起源および層序と

年代についてー． 第四紀研究，10:1-20.

相模原市地形 ・地質調査会，1986. 相模原の地形 ・地

質調査報告書（第3報） .pp.1-96. 

佐藤正，1976.中津川右横すべり断層．地質学雑誌，

82 617-623 

（神奈川県立博物館）
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写真

上スコリア流

下B地点 TP（左下）とスコリア流
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神奈川自然誌資料 (14) 15～ 25, Mar. 1993 

玉川学園鳥類目録

箕輪義隆・田淵俊人・内藤典子

Yoshitaka MINOWA, Toshihito TABUCHI & Noriko NAITOU 
The Bird List at the Campus of Tamagawa -gakuen 

はじめに

玉川学園構内の鳥類に関しては，玉川大学生物自然

研究部の昔日報「野路」や稲津・田淵(1985）等により ，主

に1963年以降の記録が残されている。本稿では著者ら

の観察記録をもとに， 1963年以降1992年3月までに玉

川学圏構内で記録された鳥類についてまとめた。

環境概要

玉川学園（35°34’N,139° 28’E）は多摩丘陵の南

東部に位置し，東京都町田市と神奈川県横浜市，川崎

市にまたがっている（図 1)。 「玉川学園」は構外（東京

都町田市〕の地名にも使われているが，以下構内全域

を指すものとする。

小田急線を挟むように広がる面積約56haの敷地内

には聖山，経塚山，東山と呼ばれる3つの丘や人工の

池（玉川池，奈良池等）があり，標高60～108m程の起

伏に富んだ地形をしている。構内にはほぼ全域にわたっ

て校舎や体育館，グラウンドと各種の付属施設が散在

し，農場には水田や畑，果樹園がみられる。

玉川学園の植生は，創立当時(1929年頃）には主とし

てクヌギーコナラ林やアズマネザサ，ススキ群落，畑，

水田等から成り，植栽を含めると構内の約80%が植物

に槌われていたと推定されている。以後，1950年頃よ

り始まったスギ，ヒノキの植林，1960年頃からの校舎

増設， 1965年頃からのマツノザイセンチュウによるマ

ツ類の被害等により，校内の植生および植物相は大幅

に変化してきている（杉本他，1985）。殊に，玉川学園

創立50周年記念事業として1981年から始まった記念体

育館，記念グラウンド，中学部の建設工事によって，

付近一帯のクヌギコナラ林や乾性・湿性草原，水田等

が消失した。現在，比較的まとまりのある樹林はキャ

ンパスの周縁部（和光大学方面，東山）に，あるいは校

舎や道路に固まれた島状（聖山）に残っているにすぎな

し、。

構外では 3 玉川学園東側の横浜市緑区奈良町から恩

田町にかけての丘陵地帯が市内でも有数の緑地帯となっ

ているが，ほとんどの山林は開発によりいずれ消滅す

ると考えられている（緑区自然保護懇話会，1986）。現

在の構内においても校舎等の増設工事が時折行われて

おり，今後とも玉川学園一帯の自然環境は減少してゆ

くと恩われる。

玉川学園の鳥類相

玉川学園では1963年～1992年3月までに139種類の鳥

類が記録されている。 このうち陸鳥類が110種を占め

ており，スズメ目が75種，次いでワシタカ目が10種，

ホトトギス目，キツツキ目が4種等のJI闘になっている。

構内の代表的な林相にはクヌギコナラ林とスギヒ ノ

キ植林が挙げられるが，鳥類の生息環境としては前者

の方が種類数，個体数共に多い。構内全域では，スズ

メやヒヨドリが一年を通じて優占している他，冬期に

はホオシロ類やカラ類の混群，各種の冬鳥等が加わっ

て種類数，個体数共に増加する。春期や秋期にはムシ

クイ類やヒタキ類等が一時渡来する他？聖山では近年

ツミの繁殖が確認されている。

玉川学園における水鳥類の記録は少なく，現在まで

にチドリ目10種，コウノ トリ 目8種，ガンカモ目7種等，

合計29種の記録がある。多摩川や相模川は水鳥類の生

息地として知られているが，玉川学園はこれらの河川

から最短でも8km以上離れている。構内における水

鳥類の生息環境としては，最も広い開放水面を有する

奈良池が挙げられる。ここではカルガモ 2 カイツブリ

等が留鳥としてみられるが，人工護岸のためシギ・チ

ドリ類が採食できるような浅瀬はなく，このような種

15 
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種にすぎない。

一方，以前は稀な冬鳥として記録されていたツミは

1984, 1985, 1987年に繁殖が確認されている他， 1986

年にも繁殖期に観察記録があり，営巣の可能性が示唆

されている（野島，1988）。 同様に，冬鳥であったチョ

ウゲンボウも1987年以降，記念体育館において毎年営

巣しており（箕輪，1989),1990年には4つがいが営巣，

3つがし、が繁殖した（内藤，1991)。チョウゲンボウは現

在では記念、体育館を中心に周年生息している。

凡 例

原則として，和名，学名，その種に関する簡単な説

明を付記した。説明文は著者らが観察を始めた1978年

4月から1992年3月現在までの，当地での記録を基準に

した。収録はl種につき10例以内とし，）｜関序は年に関

係なく月の早い！｜頂に日，月，年，性別l，成鳥（Ad.),

の渡来は稀である。現在，構内・外を含めて池や水田，

湿地の面積は縮小する傾向にあり，水鳥類の渡来は不

定期になっている。

年間の確認種数は，1970年に70穫を記録した後は減

少傾向にあり，近年は40種前後である。この原因とし

て，構内や周辺地域にみられた雑木林や水田の造成，

宅地化による影響が考えられる他，野島(1988）は1981

年から始まった記念グラウン ド等の造成工事による影

響を指摘している。

構内では，現在までに40種の繁殖記録がある。この

中で／スリ，コチドリ，ホトトギス，アオパズク，ヒ

ノぐリ，コシアカツノミメ， トラツグミ，ノ、シボソヵーラス，

ハシブトガラスの9種については1974年以前の古い記

録しかない（稲津・団側，1985）。 1987年以降1991年まで

に繁殖記録がある種はコジュケイ，キジバト等11種の

みで，繁殖の可能性が示唆されている種を含めても18

図1 調査地域
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幼鳥（J）， 羽数，観察場所の番号などを記し，カッコ

内に観察者や引用文献を記述した。数を正確に把握で

きなかった場合については，羽数の数字の右上に ＋

（数値以上はし、た），ぺおよそ数値程度いた〉， （数値

よりは少なかった）を記した。観察場所は最寄りの建

築物や学部，地名を，図 1に示した番号によって表し

た。説明文中で用いた用語の中で， 「近年」は1987年4

月から1992年3月までの5年間を， 「eclipse」はカモ類

の非生殖羽を表すものとする。「♀type」は♀成鳥と

幼鳥の羽色が似ていて判断できない場合に用いた。著

者以外による記録については，カッコ内に観察者名を

記し，同一観察者が複数回でてくる場合には2回目以

降の名を省略した。玉川大学生物自然研究部の鳥班が

行っている鳥類センサスの記録については（a〕と記載

した。特別に記述のないものは著者らの記録である。

謝辞

本稿を作成するにあたって，神奈川県立博物館の中

村一恵氏に原稿を読んでいただいた他，玉川大学生物

自然研究部OBの青木一夫と田久保晴孝の両氏には19

60～70年代の記録を補足していただいた。また，以下

に記した玉川大学生物自然研究部員及び同部OBの諸

氏と玉川大学OBの佐藤みのり，川嶋隆義の両氏には，

センサス及び個人の観察記録を提供していただいた。

これらの方々に，この場を借りて厚く御礼申し上ける。

小林秀紀，古川博一，貴lj持知彦，瀬下康之，玉木悦

子，鶴島靖，山根英一，堀米真一，清島浩之，渡辺順

子，高橋光雄，野島健司，歳清勝晴，押田浩一郎，越

智陽介，橋本亜紀，南本明弘，中沢博幸，西海由彦，

栃木洋子，阿部昌史，菊田英孝2 鈴木寿裕，伊坪隆，

高橋宜伸，高橋羽タ，竹内恵子，橋本業子，小野司保

子，杉森潤，高城哲郎，植田由美子，米田友紀，阿部

名絵子，井上裕司， 加藤英彦，森田和弥，内記良一，

佐々木浩之3 小倉健生。

目録

カイツプリ目 カイツブリ科

1 カイツブリ Podiceps ruficollis 留鳥。少数

が不定期に奈良池でみられる。 1982,1985年に3～4羽

のヒナが確認されたほか， 1986年にも造巣行動が観察

された。 10Feb.1990,2羽 23(a), 16 Mar.1988,2羽

23 , 9 Apr.1988,2羽 23,24 May 1991,2羽 23(a), 

25 June 1987,1羽 23;26 Nov.1987,1羽 23(a)

コウノトリ目 サギ科

2 ヨシゴイ Ixobrychus sinensis 玉川大学生物

自然研究部(1980）の記載のみ。

3 ミゾゴイ Go rsαkius goisαgi l例のみ。 29

Oct1965,1~~ （東京都公害局，1975)

4 ゴイサギ Nycticorαx nycticorαx 留鳥。 1977

～1978年には奈良池北側のモウソウチク林付近でコサ

ギとともにコロニーを形成していた。近年は稀。13

June 1990,1羽 23(a), 28 Jun巴 1990,J l羽 23（菊

田英孝） ; Aug.1975, J7~~（玉川大学生物自然研究部 ，

1980) 

5 ササゴイ Butorides striαtus 稀。近年ではl

例のみ。 6Aug.1990,1羽 23

6 ダイサギ Egrettααlbα 稀。 1978～1982年には

冬鳥として少数が渡来していた。 20Jan.1989,1羽 2

（菊田） ; 23 Jan.1989,1羽 2

7 チュウサギ Egrettαintermedicα 1 {71Jのみ。

28 Apr.1965（東京都公害局，1975)

8 コサギ Egrettagαrzettα 留鳥。個体数は少な

い。 1977～1978年に奈良池でコロニ を形成していた。

25 Apr.1988,3羽fly19; 3 Nov .1990,l ~~fly 23 

9 アオサギ Ardeαciηereα 稀。現・記念体育館

付近にあった水田で， 1978～79,1979～80年の冬期に

1羽が確認されている。

ガンカモ目ガンカモ科

10 オシドリ Aix gαlericulatα 冬鳥。主に奈良

池で記録されるが，個体数は少ない。 5Feb.1990，♂2 

羽 23;8 Mar.1990，♀1羽 23(a); 23 Oct.1990，♂l 

羽 23（井上裕二・加藤英彦）; 22 Dec.1991，♂1羽♀l

羽 23

11 マガモ Anαs platyrhynchos 冬鳥。主に奈

良池で記録されるが，個体数は少なし、。lFeb.1980, 

♂rn♀l羽（a), 14 Mar. 1988，♂ 2羽 平 2~~fly 21 ; 1 

Apr.1988 ，♂3 ♀ 2~~ 23(a) , 17 Nov.1991，♂1羽♀1

~~ 23 

12 カルガモ Anαs poecilorhynchα 留鳥だが，

冬期に個体数は増加する。1965,1966年に繁殖記録が

ある（東京都公害局，1975）他， 1983年にも営巣したが

途中で放棄した。30Jan.1990,2羽 23（森田和弥） ; 9 

Feb.1991,12羽 2(a);15 Mar.1988,33羽 23' 13 

Apr.1991,3羽 2(a); 19 May 1991,3~~fly 19; 25 

Jun巴 1987,2~~fly 23 ; 22 Nov 1990,S~~fly 19 , 12 

Dec.1990, 13羽 2(a)

13 コガモ Aηαs creccα 冬鳥。個体数は少ない。

17 



主に奈良池で記録される。 30Jan.1990，♂l羽 23（森 み。 29Oct.1965,1~~（東京都公害局， 1975)

回） ; 17 Dec.1987,2羽 23(a)

14 トモエガモ Aηαs formosα l例のみ。 20Oct 

1964, n~eclips巴 23 （青木一夫〕

15 オナガガモ Anαsαcutα2例のみ。 4F巴b19 

90，♂1羽 2(a);Nov.1978，♂1羽（小林秀紀）

16 Anαs clypeαtα ハシビロガモ

玉川大学生物自然研究部(1980）の記載のみ。

ワシタカ日ワシタカ科

17 トビ Miluus migrαηs 3例のみ。 25 Jan.19 

12,rnc田久保晴孝） , 19 Oct.1969,n~c田久保） ; 18 

Nov 1987,n~fly 15（菊田）

18 ツミ Accipiter gulαris 留鳥。個体数は少な

い。 1984,1985, 1987年に構内で繁殖した。 19Apr 

1990, 1羽fly10, 17 May 1991,1羽 8(a), 18 June 

1987,Ad ♀ n~ J 5~~ 8 ; 4 July 1987, J 3~）j 8; 29 

Aug 1979,3~~fly 17; 16 Oct . 1990,n~ny 21 

19 オオタカ Accipiter gentilis 2例のみ。 5

Feb.1988, J 1 ~~ 31(a) ; Oct.1980,rn 26 

20 ハイタカ Accipiter nisus 冬鳥。個体数は少

なL、。 lFeb .1988 ， ♂ n~ 23; 7 Aprl989,1羽 19' 

12 Nov.1987,1羽 31(a); 28 Nov. 1965 ,n~c東京都

公害局，1975)

21 ノスリ Buteo buteo 冬鳥。個体数は少ない。

1964～1970年まで毎年確認されていた（東京都公害局，
1975）。 18Jan.1982,1羽現・19, 28 Aprl975 （玉川

大学生物自然研究部，1980)

22 サシパ Butasturindicus 夏鳥。個体数は少

なし、。近年では1978年に現・記念体育館と隣接する公

園で，1985年に農場（歳清勝晴，未発表）で営巣が確認

された。 6May 1980,1羽 13, 15 June 1978,1羽 28'

8 Sep .1987,1羽 31(a); 21 S巴p1990,1羽 31(川嶋隆

義・佐藤みのり）

ワシタカ目 ハヤブサ科

23 ハヤフサ Falco peregrinus 冬鳥。個体数は

少ない。 1964～1968,1970年には9～2月に記録があり，

中でも10月の記録が多い（東京都公害局，1975〕。 18

Jan.1982,l~~fly 13; 16 Apr.1979,n~ny 13; 15 

Oct.1971，♀me田久保） ; 28 Nov.1987,n~ny 16（西
海由彦） ; 6 Dec .1979 ,n~fly 現・22

24 チゴノ、ヤフサ Faluco suobuteo 稀。東京都

公害局(1975）による以下の3例のみ。 29s巴p.1965; 2 
Oct.1969 9 Oct.1968 

25 コチョウゲンボウ Falcocolumbαrius l例の

18 

26 チョウゲンボウ Falco tinnunculus 留鳥。

以前は冬烏として少数が記録される程度であったが，

1987年以降l～4つがいが構内で繁殖している。 30

Jan.1990，♂3羽 19; 8 Mar 1990，♂rn♀l羽交尾19' 

6 Apr.1990，♂2羽♀3羽 19, 24 May 1989,3羽この

うち巣立ちビナ1羽 19, 28 June 1990，♂l羽♀3羽

19(a) ; 9 July 1990，♂ l羽♀ l羽 Jl~~ 19, 6 Aug 

1990, Jn~ 20; 18 Sep.1990, Jn~ 19, 18 Oct.1990, 

2~~ 24 , 16 Dec.1988,1羽 19

キジ目 キジ科

27 ウズラ Coturnix coturnix 2例のみ。 8May 

1965（東京都公害局，1975〕， Nov1978,2~~ （中嶋邦彦）

28 コジュケイ Bαmbusicolαth orαcicα 留鳥。

林内などで、普通にみられる。 14Jan.1989,1羽 19' 

14 Feb.1990，ゲ羽 26(a);21 Mar.1990,1羽 28(a〕，

23 Apr .1987 ,5~~ 21(a) ; 9 May 1990,1羽 6(a), 

20 June 1990, J2~~ 31(a), 4 July 1987,24; 6 

Aug 1990,n~ 8 , 18 Oct.1990,1~~ 20(a) ; 12 Nov 

1987,2~~ 3l(a) 

29 ヤマドリ Phαsiα凡ussoemmerri凡gii 1 {§ljの

み。 9Feb.1967,2~~（東京都公害局＇ 1975)

30 キジ Phαsiαηus colchicus 留鳥。 1966～72

年には放鳥個体が多く観察されている（東京都公害局，

1975）。 1988年以降，個体数は減少していると思われ

る。 21Jan.1980,1羽現・19;16 Mar.1988，♀2羽 21' 

20 Apr. 1988,3~~ 21(a), 18 May 1988,1羽 21(a) , 

7 June 1978,1羽現・19;23 Oct.1979,1羽現・19; 2 

Nov.1979,1羽現・19,31 Dec.1979,1羽現・19

ツル目 クイナ科

31 クイナ R叫んsαquαticus 3例のみ。 11Feb 

1968（青木） ; 23 Apr.1971（青木） ; 30 Apr .1971(田

久保 1972)

32 ヒクイナ Porzα凡αfuscα l例のみ。 25May 

1970,call（田久保，1971)

33 オオパン Fu lieααtrα 1例のみ。 2 May 19 

65,2羽このうちrnハンターに撃たれる（東京都公害

局，1975)

チドリ目 タマシギ科

34 タマシギ Ros trαtulαbenghalensis 旅鳥。

東京都公害局(1975）による以下の秋期の記録のみ。 8

Sep.～28 Oct.1965 , 4 Sep e～2 Nov.1966, 21 Sep 

～4 Nov.1967; 9 Sep.～29 Oct.1968 



チドリ目 チドリ科

35 コチドリ Chαrαdrius dubius 旅鳥。個体数

は少なし、。繁殖例としては， 13May 1968に1巣2卵，

3 Jun巴 1969に1巣4卵と3羽の巣立ちが確認されてい

る（東京都公害局，1975）。 23Apr.1971（東京都公害局，

1975) ; 8 May ～7 Sep.1968（東京都公害局，1975); 

3 June～5 Oct1969（東京都公害局，1975); 13 Apr. 

1972,rnC田久保） ; May 1981,2羽現・20; 22 June 

1912, J me田久保）
36 タゲリ Vαnellus uαne llus 1 {§ljのみ。 4Dec 

1969,4羽（東京都公害局，1975)

チドリ目 シギ科

37 クサシギ Tringαochropus 2例のみ。 30

Sep.196s,rnc東京都公害局，1975); 9～14 Nov .1970, 

（田久保，1971)

38 イソシギ Tringαhypoleucos l例のみ。 8

Sep.1990,1羽 23（菊田）

39 ヤマシギ Seolopαx rusticola 冬鳥。個体数

は少ない。 5Feb.1988,1羽 19（西津・菊田・伊坪隆），

18 Feb.1968,rnC東京都公害局，1975); 31 Oct.1967, 

me東京都公害局，1975)
40 タシギ Gαllinαgo gαllinαgo 1例のみ。Apr.

1979,1羽現・19(a)

チドリ目 カモメ科

41 ユリカモメ Lαrus ridibundus l例のみ。 28

Nov.1987,3＋羽 16（西津）

42 ミツユビカモメ Lαrus tridαctylus l例のみ。

Feb.1971，死体拾得（玉川大学生物自然研究部，1980)

43 コアジサシ Sternααlbifrons 1例のみ。 6

May 1979,1羽 28（鶴島靖）

ハト目 サケイ科

44 サケイ Syrrhα.ptes pαrαdoxus 1 {91jのみ。 10

Oct .1982,l~~fly 17 

ハト目ハ ト科

45 キジバ ト Streptopelia orientalis 留鳥。構

内全域で普通にみられる。 16Jan.1988,6羽 31(a〕，

6 Feb.1987,4羽 32(a),20 Apr.1988,3~~ 8(a) ; 16 

May 1990,2羽営巣中 l(a); 18 June 1991,5羽 21

(a) ; 26 July 1991,2羽 5(a); 6 Aug.1990,2羽 21

(a); 3 Oct.1990,rn 4(a), 26 Nov 1 987, 1 2~~ 32(a), 

9 Dec.1987,9羽 32(a)

46 アオパト Sphenurus sieboldii 1 {91jのみ。

Oct.1978,call 8（小林）

ホトトギス目 ホトトギス科

47 ジュウイチ Cuculus jugαx 旅鳥。個体数は

少ない。1964年に幼鳥の確認例がある。 May1978,1 

~~song 18 ; May 1979, 1羽song18 , 3 July 1964, 

まだ飛べない幼鳥を捕獲（東京都公害局，1975)

48 カッコウ Cuculus Cαnor us 旅鳥。個体数は

少ない。1964～1969年までは毎年5,9,10月に記録され

ていた（東京都公害局，1975）。 18～30May 1970（田

久保，1971〕； 10May 1971（東京都公害局，1975)' 

May 1980,1羽song18; 25 Sep.1990,1羽 30（菊田）

49 ツツドリ Cuculus sαturatus 旅鳥。個体数

は少なし、。 1965～1969年までは毎年4～6,9～10月に記

録されていた（東京都公害局，1975）。 25Apr.1972,1 

~~song （田久保） , June 1980,1羽song18 ; June 

1991, 1羽 3; 18 Sep.1972,1羽死体拾得旧・中学部

（田久保）

50 ホトトギス Cuculus poliocephαlus 旅鳥。

個体数は少ない。 1964～1969年まで毎年記録されてお

り， 1966～1968年に繁殖記録がある（東京都公害局，19

75）。 18May～3 July 1970（田久保，1971); 25 

May 1988 l ~~song 26（伊坪） ; 31 May 1991,1羽

26(a) ; 24 June 1967，ウクイスに託卵（東京都公害局，

1975) ; 28 June 1968,1羽巣立ちビナ（東京都公害局，

1975) ; 1 July 1966，巣立ちビナ（東京都公害局，1975)

フクロウ目 フクロウ科

51 オオコノハズク Otus bαccαmo enα 1例のみ。

6 Aug 1963，採集（東京都公害局，1975)

52 アオパズク Ninox scutulatα 稀。 1966年に

繁殖記録があるが，それ以降2例のみ。 25May 1970 

（田久保，1971); 24 June 1966，ヒナ2羽を育雛中（東

京都公害局，1975); June 1980, 1羽call8 

53 フクロウ Strix urαlens is l例のみ。 15Nov 

1991,1羽死体拾得 30（杉森潤）

ヨタカ目 ヨタカ科

54 ヨタカ Cα：primulgus indiιcus 旅鳥。 9～11

月の記録が多い。 1Oct.～4 Nov.1966（東京都公害局，

1975) ; 28 Sep.～l Nov.1967（東京都公害局，1975)' 

3 Oct.～5 Nov 1968（東京都公害局，1975), 26 Sep 

～4 Nov.1969（東京都公害局，1975); 3 Nov.1971（田

久保・丸，1972)

アマツバメ目 アマツバメ科

55 ハリオアマツバメ Chαeturαcαudαcutα 旅

鳥。 9～10月の記録が多し、。東京都公害局(1975）によ

る以下の記録のみ。 30Sep.～16 Oct.1964，最大1明司，

19 



28 Sep.～9 Oct.1965，最大21羽， 4Sep.～11 Oct.19 

66, 24 Sep.1967, 28 Sep.1969; 1 Oct.1967, 1 Oct. 

1970 

56 ヒメアマツバメ Apus ajfinis l例のみ。 23

Nov.1990 Hlfly 19 

57 アマツバメ A pus pαcijicus 旅鳥。個体数は

少ない。 1965～1970年には主に4～5,9～11月に記録さ

れている（東京都公害局，1975・田久保，1971）。 15Oct 

1980,1羽 27; Oct 1974,15151（玉川大学生物自然研究部，

1980) 

ブッポウソウ目 カワセミ科

58 カワセミ Alcedoαtthis 留鳥として，主に奈

良池で記録される。個体数は少ない。求愛給餌が観察

された例もあるが，近年の繁殖は確認されていない。

16 Jan.1988,1羽 23(a), 5 Feb.1988，♀l羽 23(a); 

16 Mar.1988,2羽 23; 9 Apr.1988,2羽求蕊恰餌 23;

9 May 1990,1羽call2, 23 June 1987,1羽 23' 17 

Nov.1991,l羽call23, 7 Dec.1987,1羽call23 

59 アカショウビン Halcyon coromandα 1例の

み。 June1963（玉川大学生物自然研究部，1980)

ブッポウソウ目 ブッポウソウ科

60 ブッポウソウ Eurystomus orientalis l例の

み。 23Apr.1979,1羽 28

キツツキ目 キツツキ科

61 アリスイ Jynx torquillα 冬鳥。 個体数は少

なし、。 27Jan 1970（東京都公害局，1975), 9 Feb.19 

70（東京都公害局，1975); 24 Oct.1969（東京都公害局，

1975) ; 1 Nov 1968（東京都公害局，1975); 5 Nov.19 

69（東京都公害局，1975);Nov.1978,1羽 31（中嶋），

18 Dec.1969（東京都公害局，1975); 22 Dec.1968（東

京都公害局，1975〕

62 アオゲラ Pie usαwokera 2例のみ。 24Feb 

1975,call（玉川大学生物自然研究部，1980); Oct.1978, 

rn現・22

63 アカゲラ Dendrocopos mαc}or 冬鳥。個体

数は少なし、。 11Dec.1968～26 Feb 1969（東京都公害

局，1975);14 Nov.1969～4 Mar.1970（東京都公害局，

1975) , 13 F巴b1973,1羽（田久保） ; 15 Nov.1988,1羽

28（高橋羽タ）

64 コゲラ Dendrocopos kizuki 留鳥。 1980年

頃より記録されるようになった。現在は林内などで普

通にみられる。 16J an.1988,1羽 26(a); 2・ Feb.1988, 

19（阿部昌史） ; 31 Mar.1991,2羽call19; 23 Apr 

1987,1羽ドラミング 20(a),19 May 1991,l羽call

20 

19, 11 June 1987,1羽 23,6 Aug.1990,2羽 1; 30 

Sep.1990,1羽 13(a);12 Nov.1987,2羽 21(a) , 9 

Dec.1987,3羽 23(a)

スズメ目 ヒバリ科

65 ヒバリ Alαudααrueηsis 稀。 1966,1969, 19 

70年に繁殖記録がある。 27Apr.1966，ヒナ45]5]（東京

都公害局，1975); 19 May .1969，ヒナ45]5]（東京都公害

局，1975);25 Jan.1980,1羽（a)

スズメ目 ツバメ科

66 ツバメ Hirundo rustica 夏鳥。普通にみら

れる。構内での繁殖例はなく ，1988年に工学部校舎で

造巣中の個体を隊認したが，改修工事が始まったため

途中で放棄した。 24Mar.1988,19; 11 Apr.1989,2 

羽 19; 18 May 1988,1羽 26(a);7 June 1991,3羽

21Ca) ; 26 July 1991,2羽 28(a); 6 Aug.1990,5羽

23 , 2 Oct1990,35]5Jfly(a) 

67 コシアカツバメ Hirundo dαuricα 稀。 1971,

1972年に繁殖記録がある。 13May～July 1971，旧・

中学部で営巣（東京都公害局，1975); 28 May ～29 

July 1972，繁殖（東京都公害局，1975); 9 June 1970, 

me田久保，1971)
68イワツバメ Delichon urbicα 夏鳥。個体数は

少なし、。 12Apr 1980,1羽 28, 18 Apr 1980 ; 9 

July 1990,15]5] 28; 12 Oct.1979,125]5] 28 

スズメ目 セキレイ科

69 キセキレイ Motαcillαcinereα 留鳥。個体数

は少ない。 1968年に4羽のヒナが確認されている（東京

都公害局，1975）。 8Feb.1990,1羽 6(a); 4 Aprl988, 

16 Oct.1990, 1羽call19; 12 Nov.1987,25]5] 32(a) , 

17 Dec.1987, 1羽 3l(a)

70 ハクセキレイ Motαcillααlbα 留鳥。 普通に

見られる。 1981年以前は冬期の記録のみ。 22Jan.19 

88, 19（鈴木寿裕） , 16 F巴b.1991,1羽 19(a); 24 Mar 

1990,19（伊坪） , 1 Aprl988,1羽 l(a); 19 May 19 

91,15]5] 19; 20 June 1990,rn 31(a) ; 8 Sep.1987,2 

5]5] 13(a), 16 Oct.1990,25]5] 19; 17 Nov.1991, 15]5] 

19; 7 Dec.1987,1羽 29

71 セグロセキレイ Motαcillαgrαndis 留鳥。

伺体数は少ない。16Jan.1988,2羽 23(a), 9 Feb.19 

91,2羽 22(a) ; 12 Mar .1988, 1羽song19 ; 18 May 

1988,rn 23Ca〕， 23June 1987,15]5] 23, 6 Aug.19 

90, J 15]5] 32; 8 Sep.1987,15]5] 28(a) ; 18 Oct.1990,1 

羽 20;26 Nov.1987,2羽 28(a); 9 D巴C1987 ,1羽 l

(a) 



72 ビンズイ Anthus hodgsoni 冬鳥。個体数は

少ない。春期と秋期の記録が多し、。 21Jan.1980,4羽

(a) , 15 Mar. 1988 ,4~~ 21, 26 Apr.1991,1羽 26(a), 

9 May 1979,16, 23 Oct.1990,1羽 28;17 Nov.1991, 

2~~ 19 

73 タヒバリ Anthus spinolettα 冬鳥。個体数

は少ない。記念体育館の建設によって水田が造成され

May～6 Aug 1964（東京都公害局，1975); 24 May～ 

1 Sep 1965（東京都公害局，1975); 28 May～29 Aug 

1966（東京都公害局，1975〕， 19May～7 Sep 1967 （東

京都公害局，1975〕， 26May～20 Sep 1968（東京都公

害局，1975); 24 May～21 Aug.1969 （東京都公害局，

1975〕， 3June～24 Aug 1970（東京都公害局，1975)' 

June 1978,1羽現・19; July 1977（小林）

てから？ 記録はなし、。 21Jan 1980, 2~~ （a〕， 28 Jan. スズメ目 レンジャク科

1980 ,n~Ca), 19 Apr.1979，現・19; 12 Dec.1978,8~~ 79 キレンジャク Bombycillαgαrrulus 玉川大

初認現・19;28 Dec.1981,8羽現・19;29 Dec.1980, 学生物自然研究部(1980）の記載のみ。

10＋羽現・19 80 ヒレンジャク BombycillαJαpanicα 玉川大

スズメ目サンショウクイ科 学生物自然研究部(1980）の記載のみ。

74 サンショウクイ Pencrocotus divαricαtus 

旅烏。個体数は少ない。 1964～70年には夏鳥として4

～9月に渡来しており， 1964年に巣立ちビナ2羽の記録

がある（東京都公害局，1975）。 23Apr.1979,1羽 28' 

23 Apr.1912,n~c田久保） ; 10 May 1 991,n~ 25, 

17 Jun巴 1972,n8C田久保） ; 1 July 1964, J 2羽（東

京都公害局，1975), 9 OcU990, 1羽 31

スズメ目 ヒヨドリ科

75 ヒヨドリ Hypsipetesαmαurotis 留鳥。普

通にみられる。 1970年に園芸学研究室付近で初めて営

巣した。 16Jan 1988,8~8 8(a), 2 Mar.1991,3羽

3l(a) , 20 Apr.1988,12羽 6(a), 18 May 1988,8羽

8(a) ; 25 June 1991,1288 20(a) , 6 Aug.1990,11羽

23 , 30 Sep. 1990, 3488 6(a) ; 16 Oct.1990,588 19 , 

26 Nov.1987,15羽 28,9 D白c.1987,19羽 8(a〕

スズメ目 モズ科

76 チゴモズ Lαniustigrinus 稀。以前は夏鳥と

して5～8月に渡来しており， 1965～67年に繁殖が確認

されている（東京都公害局，1975）ほか， 1978年6月にも

現・記念体育館にあった水田付近で営巣した。 7Apr. 

1989♂1羽 31(西津） , 15 June 1971 ,1 ~8 （田久保） ，

22 June 1972,n8C田久保） ; 24 June 1970（東京都

公害局，1975); 1 July 1968（東京都公害局，1975)' 24 

July 1968（東京都公害局，1975〕

77 モズ Lαηiusbucephαlus 留鳥。特に秋期～

冬期には普通にみられる。 16Jan.198B,n8 32(a) ; 

5 F日b1988,21Ca) , 8 Mar.1990,3羽 2l(a); 20 

Aprl989,288 19, 30 June 1990,1羽 28; 8 Sep.19 

87，♀n8 31 (a) ' 16 OcU990,188call 19 ' 22 NOV 

1990, rncall 21 ; 9 D巴C1987，♂rn 32(a) 

78 アカモズ Lαnius cristαtus 稀。 1964～70年

に繁殖が確認されている（東京都公害局，1975）。 21 

スズメ目 ミソサザイ科

81 ミソサザイ Troglodytes troglodytes 冬鳥。

東京都公害局(1975）による以下の記録のみ。 6Jan 

～10 Mar.1966, 19 Jan. ～5 Apr.1967, 8 Dec.19 

67～21 Mar.1968, 17 Nov.1968～3 Apr.1969, 10 

Nov.1969～30 Apr.1970, 20 Nov.1970～28 Mar 

1971 

スズメ目 イワヒパリ科

82 カヤクグリ Prunelliαrub idα 稀。1971年以

降はlJ91Jのみ。 28Dec.1964～1 Mar1965（東京都公

害局，1975), 21 Nov.1965～30 Mar1966（東京都公

害局，1975〕， 28Dec.1966～20 Feb 1967（東京都公害

局，1975); 3 Dec.1967～1 F巴b1968 （東京都公害局，

1975) ; 18 Jan. ～16 Mar .1969（東京都公害局，1975)' 

23 Apr.1979,1羽 8

スズメ 目 ヒタキ科 ツグミ亜科

83 lレリビタキ Tαrsiger cyαnurus 冬鳥。個体

数は少なし、。 5F巴b1990，♀type. l羽 23; 6 Feb.19 

90，♀type. n8 7 ; 10 F巴b1990,388 8(a) ; 7 Dec.19 

87，♀type.l羽 31;21 Dec.1990，♀typ日l羽保護後

死亡 33（森田）

84 ジョウビタキ Phoenicurusαuroreus 冬鳥。

普通にみられる。 16Jan.1988,1羽 8(a), 7 Feb.19 

90，♀l羽 9(a); 2 Mar.1991,1羽田（a), 26 Oct.19 

88，♂1羽 32;17 Nov.1991,1羽 19;7 Dec.1987,1羽

29 

85 7 ミジロ Turdus sibiricus 旅烏。東京都公

害局（1975）による以下の記録のみ。 lMay 1964 ; 2 

May 1969 , 8 May 1966 , 11 May 1966 

86 トラツグミ Turd us dαumα 冬鳥。個体数は

少ない。 1967'1970年に繁殖記録がある。 4 June 19 

70，抱卵中（東京都公害局，1975); 13 July 1967，ヒナ
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2~~巣立つ（東京都公害局，1975); 3 Nov.1989,1羽死

体拾得

87 クロツグミ Turd us cαrdis 旅鳥。個体数は

少ない。 27Apr .1979 ,1羽 31; 20 May 1990, 1羽 14;

28 May 1988,1羽song26（菊田） ; 23 Oct1971 （東京

都公害局，1975)

88 アカハラ Turdus chrysolaus 冬鳥。個体数

は少ない。春期にさえずりが聞かれることもある。 21

Jan.1980,1羽（a), 2 Feb.1979,2羽現・22;12 Apr. 

1988, 1羽song26, 31 Dec.1979,1羽現・22

89 シロハラ Turdus pallidus 冬鳥。個体数は

少ない。 30Jan.1990，♀l羽 23（森田） , 14 Feb.1990, 

2羽 8(a); 19 Aprl979,l羽 ；24Oct.1990,l~~ （a) , 

6 Dec.1979,3羽

90 7 ミチャジナイ Turdus obscurus l例のみ。

23 Apr.1979,n~ 8 

91 ツグミ Turdus nαumαπηz 冬鳥。 11～5月に

かけて普通にみられる。 16Jan.1988,5羽 23(a); 9 

Feb.1991,2羽 21(a); 2 Mar.1991,6羽 31(a) ; 18 

Apr.1988, 13羽 22; 5 May 1990,3羽 21(a) ; 26 

Nov.1987,1羽 7;17 Dec.1987,3羽 23(a)

スズメ目 ヒタキ科 ウグイス亜科

92 ヤブサメ Cettiαsquαmeiceps l例のみ。 20

Jun巴 1978,l~~song 31 

93 ウグイス Cettiαdip hone 留鳥。 普通にみら

れる。 16Jan.1988,2羽 3l(a);10 Feb.1990,1羽

call 23(a) , 8 Mar .1990,l~~call l(a) ; 20 Apr.19 

88,1羽 21; 19 May 1991,1羽song19 , 13 June 19 

90,n~song 23(a) ; 8 Aug 1991 ,1~~ 21Ca) , 24 Oct. 

1990 , n~call 26(a) ; 26 Nov.1987,1羽 23(a); 6 

Dec.1990,call l羽 6(a)

94 コヨシキリ Acrocephαlus bistrigiceps l例

のみ。 10May 1978,1羽現・19

95 オオヨシキリ Acrocephαlusαrun dinαceus 

稀。 1965～68年に夏期の記録があるが， 1969年以降l

例のみ。 17May～2 July 1965（東京都公害局，1975)' 

18 May～9 July 1966（東京都公害局，1975); 27 

May～21 July 1967 （東京都公害局，1975); 17 May 

～4 June 1968（東京都公害局，1975); 30 May 1979, 

rn現・19
96 メボソムシクイ Phylloscopus borealis 稀。

4例のみ。 1Oct.1969（東京都公害局，1975); 12 Oct 

1978, 1羽 8,18 Oct.1968（東京都公害局，1975); 25 

Nov.1974,33（玉川大学生物自然、研究部，1980)

22 

97 エゾムシクイ Phylloscopus tenellipes l例

のみ。 Oct.1978,1羽 31

98 センダイムシクイ Phylloscopus occipitαlis 

旅鳥として4～6,9～11月に記録される。個体数は少

ない。 23Apr.1987,1羽 31(a); 1 May 1990,1羽

song 26 , 9 May 1990, 1羽song8, 6 Nov.1990,1 

羽 19(a)

99 キクイタダキ Regulus regulus 冬鳥。 1964

～70年には11～4月に記録されている（東京都公害局，

1975）。 近年では1990年2～3月に少数が渡来した。 10

Feb .1990 ,3土~~ 8(a) , 1 Mar.1990,2±羽 6(a); 29 

Nov .1970 ,1~~ （田久保） ; 17 Dec.1971,3~~ （田久保・丸，

1972) 

100セッカ Cisticola juncidis 1964～68年に7 東

京都公害局(1975）による以下の記録がある。それ以降

は1970年のl例（田久保，1971)のみ。 2May～24 June 

1964, 8 May～27 June 1965 ; 4 May～12 Jun巴

1966, 6 May～9 June 1967 , 3 May～1 July 19 

68 

スズメ目 ヒタキ科 ヒタキ亜科

101キビタキ Ficedulαnarcissiηα 旅鳥。個体

数は少なし、。 1964～69年には毎年4～5月と9～10月に

記録されている（東京都公害局，1975）。 18Apr 1990, 

2~~ 26 , 16 May 1990，♀l羽 31(a), 16 Sep.～24 

Oct.1970（田久保，1971); 10 Oct.1978, 1羽 25; 13 

Oct,1972, 1羽（田久保） , 20 Oct.1975，♂ 8（玉川大学

生物自然研究部，1980)

102オオルリ Cyαnopticαcyαηomelα九α 旅鳥。

個体数は少なし、。 1964～70年には5～8月の記録があり，

繁殖の可能性が示唆されている（東京都公害局，1975）。

21 Apr.1970（田久保，1971); 10 May 1989,1羽 14' 

29 Sep.1964（東京都公害局，1975)

103サメビタキ Muscicαpα sibiricα 旅烏。 9～ 

10月に少数が記録される。 1973年以降の記録はない。

16 Sep.～10 Oct.1970（田久保，1971), 7 Oct.1969,3 

~~（東京都公害局， 1975) ; 9 Oct.1967,4~~（東京都公害

局，1975);13 Oct.1972,1羽（田久保） ; 15 Oct.1971, 1 

~~ （田久保） , 18 Oct.1966,2~~（東京都公害局， 1975)

104エゾビタキ Muscicαpα griseistictα 旅烏。 9

～10月に少数が記録される。 16～28Sep.1970（田久

保，1971);15 Oct .197 1,n~c田久保） , 15 Oct.1974,8 

（玉川大学生物自然研究部，1980); 20 Oct.1975, 2羽

33（玉川大学生物自然研究部，1980)

105コサメビタキ Muscicαpαlαtirostris 旅烏と



して， 9～10月に少数が記録される。 16～28Sep.1970 

（田久保，1971); 6 Oct.1975,8（玉川大学生物自然研究

部，1980), 12 Oct.1978,rn 8; 26 Oct.1978,1.'J~ 8 , 

31 Oct.1978,n~ 8; 17 Nov.1978, n~ 8 

スズメ目 ヒタキ科 カササギヒタキ亜科

106サンコウチョウ Terpsiphoneαtrocαudαtα 

夏鳥。 1983,1985年に繁殖が確認された。 1986年まで

渡来していたが，それ以降の記録はない。 12 June 

1980,n~ 14 , 24 Jun巴 1980,1~~ 14, June 1983,31 

スズメ目 エナガ科

107エナガ Aegithaloscαudαtus 留鳥。普通に

見られる。 16Jan.1988,2羽 8(a), 10 Feb.1990,3羽

20(a) ; 1 Mar.1990,2羽 8(a),25 Apr.1990,2羽 6

（且） ; 10 May 1991,1羽 26(a); 19 June 1980，巣立

ちビナ5~~ ； 24 Oct.1990,3 ＋~~ 26(a) ; 9 Dec.1987,4 

~~ 11 

ススメ目 シジュウカラ科

108コカポラ Pαrus montαηus 3{71］のみ。 3 Feb 

1990,2~~ 12(a) ; 6 F巴b1987,5~~ 8(a) ; 24 Nov.19 

69,rnC東京都公害局，1975)

109ヒガラ Pαrusαter 冬鳥。 1965～70年までは

毎年10～3月に記録されている（東京都公害局，1975）が，

近年は稀。 21Jan.1982,1羽 4;9 Apr.1987,1羽 30

(a); 3 Nov .1980 , 1~月 5 , 15 Nov.1980,1羽 5; 29 

Dec.1980,1羽 5

110ヤマガラ Parus uαrius 稀。東京都公害局

(1975）による以下の記録のみ。 16Oct.1969～7 Feb 

1970,2羽， 8Nov.1970～22 F巴b1971,1羽

111シジュウカラ Par us mα>jar 留鳥。普通にみ

られる。稀に淡色化した個体の記録がある。 16Jan 

1988,8羽 7(a〕； 6F山 1987,21羽 32(a) , 11 Mar 

1990,1羽淡色個体 28, 1 Apr.1988,13羽 32(a); 21 

May 1987,1羽巣箱に営巣 22(a); 26 July 1991,7 

~~ 8(a); 6 Aug 1990,9~~ 8; 17 Oct.1990,rn 8(a); 

26 Nov.1987,18羽 6(a); 9 Dec.1987 ,6羽 8

スズメ 目 ゴジュウカラ科

112 ゴジュウカラ Sittαeuropaeα 稀。東京都公

害局(1975）による以下の記録のみ。 11Oct.1969～24 

Mar.1970,1羽； 21Oct.1970～1 Apr.1971,2羽

スズメ目 メジロ科

113メジロ Zosterops Jα:po九日α 留鳥。普通にみ

られる。 16Jan.1988,4羽 31(a); 16 Feb.1991,4羽

4(a), 2 Mar.1991,3羽 21(a), 20 Apr.1988,4~~ 21 ; 

18 May 1988,2~~ 1, 14 June 1991,rn 26(a) ; 6 

Aug.1990,2羽 23,30 Sep.1990,7羽 6(a), 12 Nov. 

1987' 10羽 26;9 Dec.1987,6~~ ll(a) 

スズメ 目 ホオジロ科

114ホオジロ Emberizαcioides 留鳥。普通にみ

られる。 16Jan.1988,3羽 30(a); 9 Feb.1991, 3羽

31(a) , 2 Mar.1991,5羽 31(a); 23 Apr.1987, 3羽

31(a), 21 May 1987,5羽 31Ca〕， 14June 1991,2 

羽 21(a),26 July 1991,2羽 3l(a); 6 Aug.1990,2 

羽 32;8 Sep.1987,1羽 32(a),26 Nov.1987,5羽 32

(a) 

115ホオアカ EmberizαJueαtα 1例のみ。 31

D巴C1979,1羽現・19(a)

116コホオアカ Emberizαpus illα 玉川大学生物

自然研究部(1980）の記載のみ。

117カシラダカ Emberizαrusticα 冬鳥。 10～4

月にかけて普通にみられる。 16Jan.1988,2羽 30(a), 

6 F巴b1987,11羽 32(a);1 Mar.1990,5±羽 21Ca〕，

9 Apr.1988; 26 Oct.1988,1~~ 31, 26 Nov.1987,9羽

32(a) ; 7 Dec.1987,4羽 30

118アオジ Emberizαspodocephα1α 冬鳥。 10

～5月にかけて普通にみられる。 春期には，さえずりも

聞かれる。 16Jan.1988,2羽 21Ca);9 Feb.1991,3羽

9(a) ; 30 Mar.1989,l.'J~song 15, 20 Apr.1988,6 

羽 8(a); 5 May 1990,1羽 31(a), 3 Oct.1990,2羽

21〔a), 12 Nov.1987,2羽 20(a); 9 Dec.1987, 2羽

21(a) 

119オオジュリン Enberizαschoeniclus 玉川大

学生物自然研究部(1980）の記載のみ。

120 ミヤマホオジロ Enb巴rizaelegans 3例のみ。

24 Jan.1966,n~c東京都公害局，1975); 28 Jan.1980, 

n~Ca) ; 6 Dec.1979，♂l羽 19

121ノジコ Enberizαsulphuratα 冬鳥。個体数

は少なL、。 1980年以降，記録はなし、。 8May 1965 

（東京都公害局，1975); 14 May 1967 （東京都公害局，

1975) ; 23 May 1965（東京都公害局，1975); 28 May 

1967（東京都公害局，1975); 7 Oct.1978, 1羽 8; 31 

Dec.1979,1羽現・22(a)

122クロジ Enberizαuαriαbilis 冬鳥。個体数は

少なL、。 1972年以降記録はない。 5Nov.1965～25 

Apr.1966（東京都公害局，1975); 29 Oct.1966～23 

Apr.1967（東京都公害局，1975); 1 NOV .1967～20 

Apr.1968（東京都公害局，1975); 3 Nov.1968～23 

Aprl969（東京都公害局，1975〕， 31Oct.1969～28 

Apr.1970（東京都公害局，1975); 2 Feb.1971，♂2羽
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（田久保・丸，1972)

スズメ目 アトリ科

123アトリ Fringillαmontijringilla 玉川大学

生物自然研究部(1980）の記載のみ。

124カワラヒワ Cαrduelis si九icα 留鳥。普通に

みられる。 16Jan.1988,4羽 23(a); 10 Feb.1990,3 

羽 21(a) , 8 Mar.1990,3羽 l(a);20 Apr.1988,5羽

20(a) ; 18 May 1988,3羽 23(a); 4 June 1987,3 

)))) 31(a), 6 Aug.1990,rn 26; 24 Oct.1990,3))))(a〕3

12 Nov.1987,3羽 8(a);17 Dec.1987,2羽 7(a)

125マヒワ Cαrduelis spinus 冬鳥。1966～68年

には11～4月に記録がある（東京都公害局，1975）が，近

年では稀。 6Feb.1987,1羽 26(a); 23 Apr. 1971, 

10・羽（田久保・丸，1972)

126ベニヒ ワ Carduelis flαmmeα 玉川大学生物

自然研究部(1980）の記載のみ。

127イスカ Lo xiαcurvirostα 稀。東京都公害局

(1975）による以下の2例のみ。 17Apr.1969,6羽， 3

Apr.1970,8羽

128ベニマシコ Urαgus sivirostα2例のみ。 3

Feb.1970（田久保，1971);23 Dec.1970,1））））（東京都公

害局 1975)

129ウソ Pyrrhulαpyrrhulα 稲津・国側(1985)

による1979年のl例のみ

130コイカル Eophonαmigrαtoriα 1例のみ。

19 Feb.1965,rnC東京都公筈局，1975)

131イカル Eophonαpersonαtα 稀。 1979年には

高等部付近の林内で繁殖を確認した。 21Apr.1989,2 

羽 31（西津） ; May 1991,song 25; June 1991,1羽

song 19; 11 Nov.1968,1羽（東京都公害局，1975)

132シメ Coccothrαustes coccothrαustes 冬鳥。

11～5月にかけて普通に見られる。 16Jan.1988,1羽

23(a) ; 5 Feb 1988,1)))) 23(a); 27 Apr.1990,1)))) 1 

9; 2 May 1990,1)))) 28; 12 Nov.1987,4羽 3l(a),9 

Dec.1987,1羽 8(a)

スズメ目 ハタオリドリ科

133ススメ Pαsser montαnus 留鳥。普通にみら

れ個体数も多い。構内の建築物に営巣することが多い。

16 Jan.1988,20)))) 13(a); 6 Feb.1987,27)))) 13（旦） ，

1 Apr.1988, 16羽 13(a), 18 May 1988, 13羽 13(a), 

25 June 1987,14)))) 20(a) ; 26 July 1991,13)))) 28 

(a); 6 Aug.1990,35））阿 31;17 Oct.1990,1)))) l(a）・

26 Nov.1987,11羽 31Ca〕， 9Dec.1987,12羽 31(a)

24 

スズメ目 ムクドリ科

134コムクドリ Sturniαsturηius 2例のみ。 30

Sep.1970（田久保，1971); 25 Nov.1974,31（玉川大学

生物自然研究部，1980)

135ムクドリ Sturηus ciηerαceus 留鳥。普通に

みられ個体数も多L、。 16Jan.1988,18羽 2l(a), 9 

Feb.1991,5羽 21(a);2 Mar.1991,4羽 31(a); 23 

Apr.1987,11羽 21(a) ; 18 May 1988, 10羽 20(a) ; 

13 June 1990,95－羽 3l(a), 6 Aug.1990,27羽 19; 

17 Oct.1990,3)))) 23(a); 12 Nov.1987,rn 8(a); 9 

Dec.1987,4羽 31(a)

スズメ目 カラス科

136カケス Gαrrulus glandarius 冬鳥。個体数

は少ない。 9～4月にかけて聖山や東山等の比較的まと

まった樹林地に渡来する。 20Jan.1990,call l羽 19;

7 Feb.1990,1羽 28(a);1 Mar.1990,2)))) 29(a) ; 13 

Apr.1991,4羽 31(a); 6 Oct.1989,2羽 28; 26 Nov 

1987,1羽 32(a); 9 Dec.1987,1羽 8

137オナガ Cyanopicαcyαηα 留鳥。普通にみら

れる。 1987年に聖山でツミが営巣した際には，その付

近で数つがいが営巣した。 16Jan.1988,2羽田（a); 

9 Feb.1991,20））同 21(a) ; 20 Apr.1988, 9)))) 8(a) , 

18 May 1988, 10羽 21(a);7 June 1991,6羽 8(a), 

26 July 1991,1)))) 23(a); 6 Aug.1990,3羽 8' 6 

Sep.1991,10)))) 26(a), 16 Oct.1990,15±羽 19' 9 

Dec.1987,3羽 26(a)

138ハシボソガラス Corvus corone 留鳥。普通

にみられる。 16Jan.1988,1羽 23(a); 9 Feb.1991,2 

羽 21(a);30 Apr.1987,2羽 20(a); 21 May 1987, 

6羽 32(a); 25 June 1987,3羽 32(a); 26 July 19 

91, 1羽 31(a);6 Aug.1990,1)))) 1, 17 Oct.1990,3)))) 

6(a) ; 26 Nov.1987,4)))) 20(a); 9 Dec.1987,2羽 1

3(a) 

139ハシフトガラス Corvus mαcrorhynchos 留

鳥。普通にみられる。 16Jan.1988,2羽 31(a) ; 14 

Mar.1991,8羽 28(a); 1 Apr.1988,10羽 13(a); 18 

May 1988,1羽 26(a), 28 Jun巴 1990,Adl羽 J3))5) 

24, 26 July 1991,25)5) 23(a); 30 Sep.1990,35))) 8(a); 

3 Oct.1990,5羽 13(a), 26 Nov.1987,6羽 2l(a);9 

Dec.1987,3羽 21
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神奈川県における力オグロガビチョウの

野生化について

中村一恵・室伏友三・足立陸子・初瀬川孝夫

Kazue NAKAMURA,Yuzo MUROFUSHI, Kugako ADACHI & Takao HATSUSEGAWA: 

A Note on the Naturalization of the Masked Laughing Thrush, 
Gαrrulax perspicullatus (GMELIN), in Kanagawa Prefecture 

Abstract・ A newly introduced cage birds,mas ける生息現状をまとめた。

ked laughing thrush (Garrulαx perspiculatus), 記録をまとめるに当って，横浜市立野毛山動物園の

which were the first identified at Sagamihara 白石利郎氏並びに日本野鳥の会神奈川支部の鈴木茂也

City in 1979, have been regularly discoverd in 氏から多大なご協力をいただいた。記して御礼申し上

Kanagawa Prefecture since the last 1980’s. け、る。

This sp巴ciesappears to have released deliber 

ately by some unknown person. It was repor-

ted that the birds have bred in some urban 

areas of Kanaga wa Prefecture 

はじめに

チメドリ科のカオグロガビチョウ (Gαrrulaxper-

spicullαtus (GMELIN）は，揚子江以南の中国中南部

からヴェトナム北部にかけて生息し，本来日本には分

布しない鳥であるが， 1988年に三浦半島の小松ヶ池で

成鳥2羽が観察され，神奈川県から初めての記録とし

て報告された（中村， 1989）。日本産カオグロガビチョ

ウの由来は不明であるが，チメドリ科の鳥は本来大き

な移動は行わず，また，本科の鳥が日本産に一種もな

いことから，原産地から自力による飛来は考えにくく，

したがって輸入されたものが放たれたか，逸出して野

生化したものであろう。 これまで移入種としてのガビ

チョウ類 （Garrulαx）は世界で8種記録されている

(LONG,1981）が，本種の移入例は新記録である。

その後もカオグロガビチョウは神奈川県の各地から

報告され（和田， 1991；石井， 1992：，日本野鳥の会神奈

川支部，1992），さらに筆者らのうち，中村と足立に

より1992年に大和市においても繁殖が確認された。 一

方，室伏と初瀬川は小田原地区で本種を数カ所で観察・

大和市における記録

筆者の一人足立は， 1992年8月18日に大和市下鶴間

のつきみ野地区で3羽のカオグロガビチョウを観察し

この群れの一部を写真に収めることができた（図1-a）。

さらに同日，ここよりlkm南に位置する大和市下鶴間

の南林間地区で雛連れの番いを観察した。これを受け

て同年8月22日，筆者の一人中村は足立の案内により

現地調査を行い，前者の地区で3羽，後者の地区で4

羽のカオグロガビチョウの生息を認めることができた。

足立は，同年の春，つきみ野地区で n~のカオグロガ

ビチョウの群れを観察し，前年にも本種と恩われる声

を聞いているが， 1988年から89年にかけて実施された

大和市の鳥類調査の結果では，本種は記録されていな

い （足立他，1990）ことから， ごく近年の野生化と考

えられる。

成鳥の形態の特徴および鳴声が，以下に記すカオク

ロガビチ ョウの特徴 （中村，1989）に合致し，大和市

の個体は本種と判断された。

前頭から眼の回りが黒く，あたかもマスクをかけた

ように見える。噴は黒っぽい。頭頂，頚，喉から上胸

にかけて灰褐色，残りの背面は鈍い褐色。下胸は上胸

より淡く，褐色を帯びるパフ色。尾は円尾で長く，オ

リ ブ褐色で外側と先端が黒昧を帯びる。下尾筒は明

記録していた。そこで， 本種の新しい記録を報告する るい茶褐色。鳴声はピョッ，ピョ ッ，キョ ッ，キョッ

とともに，これまでの記録を整理して，神奈川県にお とよ く通る。
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図1-a. カオクロガピチョウの成鳥（左〉と若鳥 （撮影 ・足立），

1-b. 雛（撮影 ・中村）．いずれも大和市下鶴間



表1 神奈川県におけるカオクロガビチョウの記録一覧
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記録 6,8,10, 13～14は日本野鳥の会神奈川支部 (1992）による

図2 大和市下鶴間におけるカオグロカビチョウの繁殖環境（撮影 ・中村）
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図3 神奈川県におけるカオグロガビチョウの分布 (1992年現在）．数字は発見年を示す

つきみ野地区の3羽は番いの2羽と，おそらくはそ 繁殖生態・食性および分布について

の子供と思われる若鳥で， 8月22日の観察では親と鳴 本種のこれまでの記録を表1に示す，それらに基づ

き交わす行動は認められたが，親から独立した状態に いて作成した分布図を図3に示す。

なっていた。図laに示した写真左側の個体が親のう 記録地点は20例に満たず少ないが，西から南足柄市，

ちのl羽で，尾羽が充分に伸びきっていないこと，成 小田原市，二宮町，相模原市，大和市， 三浦市の6市

烏にある前頭頚からにかけての灰褐色が鈍いところか 町に及んでいる。それを整理すると，小田原市と南足

ら，右の個体は若い個体で，その子供と思われる。下 柄市の酒匂川河口からその支流の狩川流域にかけての

鶴間地区の番いは2羽の雛を連れていた。雛は巣立つ 地域および小田原市西部と二宮町，相模原市と大和市，

て聞もないものと思われ，親から給餌を受けていた 三浦半島の三浦市の三地域に不連続的に分布している

（図1-b）。親鳥が地上から3センチ程度のケムシを二 ことがわかる。現在のところ，山地（標高500m以上）

度捕らえ，雛に運ぶのを目撃した。また，雛に与える からの報告例はない。

ためと思われたが，親鳥がアブラゼミを追うのを二度 小田原 ・南足柄地区での最初の記録は， 1987年の酒

目撃した。 匂川河口における記録（表l,Noわ である。そして8

大和市における繁殖の確認は和田 (1991)に次いで 9年以降，支流の狩川流域で安定して観察されている

県下における第3例目に当る。大和市 （表1,No.19) が，一方，隣接する小田原西部 ・二宮地区では90年が

における生息環境を図2に示す。本種の生息場所は， 最初の記録（表lNo.9）であり，それ以後， 91年と9

人家，畑，竹薮，果樹園などがモザイク的に入り組 2年の記録が出されている（表l,No.15,17）。したがっ

んだ環境で，後述する原産地に似た環境を選択してい てこれらの地区へは酒匂川方面から分布を拡大したも

る。相模原市上鶴間での繁殖例では，篠竹の薮の中に のに由来するものと推定される。

営巣した （和田，1991）とし寸。 相模原 ・大和地区における最初の記録は， 1979年の
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相模原市磯部と下溝の境界付近の相模JIIからである

（表1,Nol）。鈴木茂也氏が観察・撮影された。同氏か

らそのときの写真をお送りいただいたが，間違いなく

本種でる。和田 (1991）によれば， 1980年頃から相模

原市上鶴間で本種の鳴声を聞いたと言い，1988年にも

雛5羽を確認したということである。

鈴木茂也氏の記録と， 1980年頃から本種の鳴声を聞

いたという和田哲夫氏の証言と時期的にほぼ一致して

いる。したがって相模原市に定着して繁殖したものが

大和市北部へ分布を拡大したものと推定される。 三浦

市は l例のみで，その後も生息しているかどうかは情

報を得ていない。

以上のような記録から，本種の野生化は1980年前後

の頃であったと推定され，野生化しておよそ10年経過

してその存在が目立つようになったと言えよう。分布

が不連続的であるところから，飼い烏の逸出というよ

りはむしろ，何者かによって複数カ所に放鳥された疑

いが強い。

本種の中国名は七姉妹 Cs巴vensisters）で，原産

地では平地の低木林や疎林地帯，アシ原，農耕地，人

家周辺に住み，中国産ガビチョウ類（Garrulax）の

うち，もっとも普通種の一つである。低木の樹上また

は竹薮などのフッシュに営巣し， l腹卵数は2～5卵。

香港の例では，繁殖期は3月から 8月で，年2回繁殖

する（WALTERs,1980;V1NEY & PHILLJPPs,1983;D 

e ScHAUENSE,1984;CHEING,1987）。

本種の食性は， WALTERS(1980）によれば，昆虫，

果実，種子であるが，本県において観察された食物

も，筆者らの観察によるセミ，ケムシなどの昆虫類の

ほかに，サンゴジュの実，サクランボ（堀田修史氏に

よる），カキやビワなどの果実（和田哲夫氏による）

を食べた観察記録があり，雑食性である。

おわりに

大和市において確認された移入種・カオクロガビチョ

ウの繁殖について報告し，その繁殖生態 ・食性等につ

いても簡単に触れ，神奈川県における分布現状につい

て報告した。本種の食性，生息環境から判断して，既

産地以外の地域に生息している可能性は高く，また野

生化して10年余経過しているものと考えられた。分

布拡大の速度はゆるやかであるが着実に行われている

と思われる。今後さらに県内でミ分布を広げることが予

測される移入種であり，その動向に注目する必要があ

ろう。
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ツグミの部分由化個体の観察とその連年飛来例

田代道禰・登坂克男

Michiya TASHIRO & Katuo TOSAKA: 

Notes on Albinistic Dusky Thrush, 

Turdus nαumαnni in Hadano City 

はじめに この個体は黒色部分のみを残し，赤さび色の部分はす

ツグミ Turdusnαumαnniの部分白化個体を神奈 ベて白化する。

川県秦野市堀西62 6 1 8 登坂克男住宅庭内と隣 〔』旬 ・脇〕

接地で連年観察し，この個体の白化の部伎について， 基本型は中央黒色で縁が白い羽毛で覆われる。腹や

やや詳しく見ることがで、きた。観察期間は 19 9 0年 脇にかけても直線状にこの羽毛が続くので縦斑状にな

1月より 19 9 2年11月の4回の冬と春におよび， る。この個体はこれらの部分に全く黒色を失った白毛

部分白化という著しい標徴によって，この個体が連続 が混在する。そのため胸部は不規則なまだらになり，

して閉じ場所に飛来することを知り得た。そこでその さらに腹や脇にも縦斑が形成されず，全体白地にまは‘

概況を以下に報告する。 らな黒斑が点在するに過ぎなし、。

由化部位と白化の状態 飛来の状況と考察

観察によって知り得た白化の状態を各部について述 筆者の l人登坂が，この白化個体の飛来を自宅の庭

べると，頭部 ・顔 ・背の白化は，基本型と較べると箸 で観察したのは 19 9 0年1月中旬で，それ以降の観

しく印象を相違させて強烈であった。主として頭部よ 察例は表lの通りである。なおこの観察には登坂の家

り顔 ・背・胸 ・脇 ・腹におよび，翼や尾羽にかけては 族（主婦洋子 ・学生泰浩 ・典子）も加わっているので，

ほとんど白化は及んでいないように認められた。 飛来しない日のチェックは補強される部分があると思

〔頭部 ・顔〕 われる。

額にわずかに黒褐色の斑紋を残すが，頭央はほとん このように冬鳥であるツグミが，毎年同じ場所に飛

ど白化していて，ほぼ純白に近い中にわずかに黒褐色 来越冬することが，部分自化による個体識別に立脚し

の差毛が散在する程度。 しかし後頭部に移行するにつ て可能になった点は興味深い。この個体も厳寒期には

れて黒褐色の羽毛が再び多くなる。 この場所では観察されていないので，さらに南方へ移

顔は眉斑の白色部を残すが，クリ ーム色のさした印 動していることが推測される。各地からの観察例が追

象は消えて純白に近い。頬の暗褐色部は眼先を一部残 加されることを期待したく，白化部分の記載をやや詳

すのみで，耳羽を中心に大部分白化し，その下縁のみ しく述べたのもそのためである。

が横に直線状に残るので黒色の臆斑のように見える。 鳥類標識事業の中で，標識鳥の回収内容はつぎの3

眠、より喉にかけて，基本型は各羽の先端が黒色でその つに分けられている。 l〕半年以内に同一個体が同ー

ため不連続な縦斑を形成するところを，この個体はこ の場所で回収される例〔Repeat）。 2）半年以上の後

の黒色斑がほとんど白化している。 に回収される例（Return）。 3) 5 km 以上へだたっ

〔背面〕 た場所で回収される例（Recovery）。そしてこの部

前頚より肩にかけて，基本型はそれぞれの羽毛の1 分自化個体は l〕2）にわたっていることになり，3)

枚つ‘つが中央黒色で縁に幅の広い赤さび色をもつのに， が観察例として期待されるのである。
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表l 同一地におけるツグミ白化個体の観察例

年 出現日と天候

1) 1990年 1月14日頃より20日頃まで、及び

その月末まで、 3回にわたり観察

2) 1991年 2月 3日（晴）および4日（暗）

3) 3月 4日（晴）

4) 3月28日（雨）

5) 3月30日（雨）および31日（小雨）

6) 4月 1日（曇）

7) 4月 3日（晴）および4日（晴）

8) 4月13日（小雨）および14日（曇雨）

9) 1991年 11月12日（晴）

10) 1992年 2月26日（晴）AM7:05 

11) 4月 4日（晴）A.M6:25 

12) 4月 8日（曇）A.M6:30～40 
13) 4月11日（曇）A.M6:40～11:45 
14) 4月12日（曇）PM4:40 

15) 4月13日（晴）AM6:30～P M.5:30 
16) 4月17日（晴）A.M.615～P.M.6 20 
17) 4月20日（晴）AM5:30 

18) 11月12日（晴）A.M645 

19) 11月13日（晴）A.M 645 

20) 11月18日（晴）A.M 6 35 
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図l 秦野市堀西に飛来したツグミの部

分白化例

(4, II. 1991登坂撮影）

l顔， 2頭部， 3背面， 4胸 ・脇

摘要

Turdus nαumα九九Eの部分自化個体が神奈川県秦

野市堀西に飛来している。 同一場所で表lのように連

年観察されていることは珍しい。 白化現象によって鳥

類標識調査の Repeat・Returnと同じ知識がもたら

されたことになる。

この個体は厳寒期には姿を見られなくなるので，さ

らに南下していることが推定される。また神奈川県以

北の渡りのル 卜も，観察例が期待できるように思わ

れる。そのため写真と共に白化部分の観察をやや詳し

く述べた。

（田代道禰箱根強羅公園，登坂克男神奈川県立自

然保護センター）
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東海大学湘南校舎におけるツミの営巣

井よ 章

Akira INOUE: Breeding Record of Japanese Lesser 
Sparrow Hawk on Syonan campus 
of Tokai University 

はじめに 観察記録

1992年4月下旬～7月上旬にかけて， 平塚市北金目 。4月24日〔晴）
の東海大学湘南校舎構内でツミの番が繁殖を試み，こ 17:00過ぎ，雄1羽を初認。低木の枝に止まり，数

れに成功した。本構内におけるツミの観察記録は単独 回鳴いた後飛び立つ。追跡し，構内路上の路肩にでき

個体での記録が数例あるが，冬季や突発的な出現であ た水溜まりで水浴びをしているのを目撃。この少し前

り一時的な記録に過ぎなし、。今回のような繁殖記録は から鳴き声がしていたということから，数日前より来

初めてであり，ツミの営巣行動を一貫して観察できた ていたものと恩われる。

ことは偶然の事とはいえ非常に幸運であった。限られ く）4月27日（晴）

た時間の中で行った観察だけに，不十分な点が多々あ 同所近くで雌雄不明なるも，ツミを目撃。餌を持つ

ることと思われるが以下に報告する。なお，本報告は ていた様子。

筆者の観察記録を，東海大学自然保護研究会会員の観 く）5月1日 （晴〉

察と共にまとめたものである。 11:00過ぎ，雄を観た近くで今度は雌1羽を目撃。

巣材 （松葉，枯れ枝などっ）らしき物をくわえてマツ

周辺環績の概要 の木立に入る。営巣木と恩われるマツを記憶して，後

東海大学湘南校舎は平塚市北部に位置し（図 1) ' 日確認することにした。

約50万rrfの敷地内に大小30余りの建物がある。 二次林

ではあるが樹木は比較的多く，ケヤキやアメリカカエ

デ，サクラ等を中心にその樹種も20余種に上る。陸上

競技場やグランド等の開けた場所が多く，芝や低木に

よる薮といった環境は少なし、。水場としては，プール

（改築中）と 2つの噴水，小さな池がある程度である。

周辺は殆ど住宅地だが，畑や水田も残っており，南側

を流れる金目川とそれに付随した丘陵地帯にはまだ緑

が残されている。

ここを訪れる鳥類は，以前の調査 (1988-1991)で

20科35種が記録され，このうち主な留鳥としては住宅

地等で観られる14種である。また，春，夏よりも秋か

ら冬にかけて比較的多くの鳥達が集まる ことが判明し

た（種類，個体数共）。その中でも猛禽類は極希な観

察例しかなく，今回の様な営巣は前例が無い。

図1.営巣地の県内位置
×印は東海大学湘南校舎，網目部は丹沢箱根等

の山岳部
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く）5月6日（晴，強風） 場から中央通りへと移動。中央通りの並木（ケヤキ）

17:30過ぎ，先日記憶しておいたマツで雌が抱卵し に止まった様子。

ているのを確認。巣は，校舎の屋上からちょうど確認 く）5月17日（晴）

できる高さ（地上約5m）にあった。何気なく見ただ 14:30～15:30休日には構内に殆ど人影が無いせいか，

けでは見落としてしまう程，周囲から確認しずらい位 大胆にも並木上の割と低めの枝に止まっていることが

置にあった。この頃から，ツミの巣の周辺にオナガが 多く ，路から丸見えだった。雌は抱卵，雄は近くの並

多くなってきたように感じた。巣の近くでオナガの羽， 木で休んでいたが，時折餌（小鳥 ・種類は不明）を運

卵の殻（種類不明）を拾う。 んで来た。まず自分が半分位食べ，それから数回鳴き

巣を掛けたマツは直径約24cm，校舎から Sm程度し ながら雌を呼び残りを渡した後，替わりに抱卵するた

か離れていないアカマツ（図2〕で，同種のマツが9 め巣に入った。この日，採餌のポイントを確認。雌は

本植えられている中の l本である。また，同じ様なマ 食後の運動と羽繕いに余念がなかった。オナガの数は

ツのかたまりが周囲に点在している。この他，アメリ 日増しに増え， 20羽以上は居る模様。また，周囲の並

カカエデの並木，サクラ等が周囲に植えられており， 木（アメリカカエデ）に巣も掛けている様子。

構内でも比較的線の濃い場所である。巣の近く（5 m 巣の近くは休み時間になると人通りも多く，屋上で

程） ＇こ水銀灯の街灯が I本立っており，夜間巣の周辺 は季節がら日光浴やキャッチボールをする学生も居た。

はかなり明るかった。 また，巣の真下を人が通ることもしばしばあったが，

図2.営巣木（アカマツ）

く）5月8日（晴，強風）

08:30雌抱卵中。巣の周囲にオナガ多数 (10以上）。

雄がオナガを牽制した。

く）5月15日（曇）

11:30雌抱卵中。雄が陸上競技上の周辺で烏（ムク

ドリ大）を鳴きながら追し、かけていた。鳴き声が競技
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周囲が割と無関心だったせいかツミの方はそれほど神

経質になっている様子はなかった。それでも，姿を見

かけたのは授業中や夕方，休日など人影の少ない時間

帯の方がやはり多かったようである。

く）5月19日

夕方，雄がスズメを捕らえているのを目撃。

く）5月27日

17:30以前と同じ場所で雄のキャスティングを目撃，

木の上でしきりに鳴いていた。餌はスズメ等の小鳥で

はなし、かと恩われるが，ムクドリの様な割りと大きな

鳥も捕らえているようである。採餌場はマツ，カエデ

等数カ所あるらしく，いずれも見通しの利く横枝であっ

fこ。

く）5月29日

15:00雄がしきりに鳴いていた。 1630過ぎ，雄が

採餌場のマツに止まっているのを目撃。

く）6月3日（晴）

16:45～雌雄共に採餌。ツミが居ないことを確認し

て，よく餌を食べている木の下へ行く。小鳥の頭骨や

ペリット，羽を拾う。スズメ，カワラヒワ，シジュウ

カラ，ツバメ等の物と同定。

く）6月7日（曇〕

昼過ぎ，雌雄共に並木の上に止まっていた。卵がふ

化した様子。かえった雛は3羽，巣の中で動くのが時

折観られた。以後，雌は巣の周りで辺りを警戒するよ

うになった。あまり近つ、き過ぎないように， しばらく

の問屋上からの観察を控えた。



く）6月17日（晴）

17:00過ぎ，雌が校舎屋上のアンテナの上に止まり，

辺りを警戒。巣との距離はlQm前後の位置。雄はせっ

せと餌運び。運んでくる回数もやはり多くなっている

様子。観ていた40分程度の聞に3回運んで来た。カワ

ラヒワをキャスティング。面白いのが食べる順番で，

雄→雌→雛であった。 食べ盛りの雛はあれで足りるの

だろうかつ。ペリット，ムクドリの頭骨を拾う。雛は

だいぶ大きくなっており，巣が狭いのか中から出てし

きりに動き，枝移りもしていた。

雄が1号館上空でヒメアマツバメを捕らえるのを観

たなど，他の目撃例を総合すると，雄の行動範囲はほ

ぼ大学構内だけに限定されるようである。ペリットを

分解したところ，羽毛，骨の破片，足の皮等が出てき

fこ。。6月18,19日（雨，曇）
通りすがりに観ただけだが，アンテナの上に雌の姿

は無かった。。6月20日（曇〉
18:30雌はアンテナの上。雛もかなり大きくなって，

ほとんど巣の中には居なし、。暗くなると，雌の姿はア

ンテナ上に無かった。

く）6月24日（曇〉

19:30雌雄共に姿は見えず。暗くなってから何処に

居るのかは不明。

く）6月25日

雛，3羽共無事巣立つ。雌がアンテナの上でしきり

に鳴き，巣立ちを促していたようである。雛は巣を出

たが，頼りない羽ばたきですぐに近くの木に止まって

食べる時，若鳥は巣の中かその脇の木 （マツ）の上で

食べていた。 1羽が雄から餌をもらうのに失敗，地面

に落ちた餌を拾うために降りてしばらく辺りを見回し

た後， 慌てて巣の近くに戻った。ひとしきり若鳥に餅

を与えた雄は，雌に餌を運んで来た。餌を食べている

雌にオナガがちょっかいを出すが，無視。周りのオナ

ガの巣からも雛が巣立っているらしく，オナガの若鳥

も観られた。雄が上空通過のカラスを牽制。。7月1日〔晴）
19:30巣近くにある並木の上の方で聞いたことの無

い鳴き声を聞いた。今までに聞いたツミの声とはかな

り違っていたが，既にH音く姿までは確認できなかった。

（ツミならば成鳥と思われる。〕

く）7月3日（晴）

11:00,13:00, 16:30' 18:30いずれの時間にもアンテ

ナ上，巣とその周辺にツミの姿は無かった。この日を

境に巣の近くにその姿 （成鳥 ・若鳥共に）は観られな

くなった。 1900過ぎ， 構内中央通り脇で若鳥1羽が

墜ちているのを発見。右の羽が折れている様子だった

が，比較的元気だったので，相談の結果県立自然保護

センターへ運ぶことにした。原因は定かでないが，か

なりの重傷であった。

07月中旬以降

構内ではなし、が成鳥l羽が上空通過，近くの川で若

鳥らしき 2羽が目撃されたが，構内で繁殖 ・巣立った

ものと同一個体であるかは定かでない。また， 8月に

入ってからもツミのものと恩われる鳴き声を構内で聞

いたという報告もあるが，姿までは確認されていない。

しまった。 まとめ

く）6月初日（晴） 最近，住宅地内の公園等で繁殖するツミが増えてき

アンテナの上に雌の姿無し。遠いのか小さいのか判 ているという。今回の例は，そのことと少なからず関

らないが，辺りで鳴き声が聞こえた。姿までは確認で 係あるものと思われる。また，ツ ミが営巣していた周

きなかった。 辺で多数のオナガが営巣したことも興味深い。今回は

06月28日 （晴） 雨天日，終日調査や，行動範囲の把握など詳しい調査

17:00頃，雌は変わらずアンテナの上に止ま って辺 はできなかったが，この点は次の機会にできればと考

りを警戒。若鳥は3羽共，巣またはその近くのマツや えている。今回の出来事は，都市化の進む中で鳥達が

並木に止まって，時折羽ばたいたり移動したりしてい との様な状況に立たされているのか，改めて考えさせ

た。まだバランスの取り方が上手くなく，なんとも頼 られる良い例であったと思う。

りない。眼もまだ可愛らしいといった感じ。鳴き声は 最後に，観察に協力してくれた東海大学自然保護研

成鳥のそれに比べてかなり小さく， トーンも高い。雄 究会の会員各位，観察および報告書をまとめるにあた

は前にも増して餌の調達に忙しい様子 (1回に若鳥1 りアドバイスをして下さ った平塚市博物館の浜口哲一

羽に対して小鳥1羽程度）。餌を持って来るとしきり 氏にこの場をかりてお礼を述べたい。

に鳴いて若鳥を呼び，木の上で餌を渡していた。餌を
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相模湾から初記録のシラヌイハゼ

Silhouetteαdotui (TAKAGI), （魚類：ハゼ科）

林公義・工藤孝浩

Masayoshi HAYASHI and Takahiro KUDO . A new 

Record of Silhouetteαdotui (TAKAGI) from Sagami 
Bay, (Pisces: Go biidae) 

神奈川県平塚市 ・茅ヶ崎市・ 藤沢市 ・鎌倉市沖合い

の相模湾から，ハゼ科シラヌイハゼ属の 1種シラヌイ

ハゼSilhouetteαdotui(TAKAGI）が45個体採集され

た。従来，本種は青森県 ・新潟県＊ ・福岡県の日本海

側と長崎県の有明海からの分布記録があるにすぎず，

稀種とされている （明仁親王他，1988〕。 本種の相模湾

における分布は初記録となるので報告する。また近年

愛媛県宇和郡室手の沖合いでも本種が採集されており，

本報の比較標本として検討する機会を得た。

標本の計数 ・計測方法は明仁親王他 (1988）に従い，

本種の原記載（TAKAGJ,1957）にある完模式 ・副模式

標本もあわせて計測した。

本稿を進めるにあたり，標本を採集 ・寄贈いただい

た神奈川県水産試験場の中村良成技師，標本の計測や

文献の提供に便宜を与えていただいた宮内庁赤坂御所

魚類研究室の坂本勝一 ・岩田明久・池田祐二総理府技

官に対し深謝する。

シラヌイハゼ

Silhouetteαdotui (T AKAGJ) '1957 

（図 la,b,c) 

材料

YCM P （横須賀市自然博物館魚類資料） 28873-1,2, 

2個体，（雄），体長 41.2～42.8mm,1991年 7月24日，

神奈川県茅ヶ崎市沖，水深15m，底曳網，中村良成採集。

採集時の状況本標本は，神奈川県水産試験場が相模

湾で実施している試験操業時 (19tの調査船）に底曳

網 （網口の幅2m，高さ30cm，網の目合い5mmの桁

網〕で漁獲されたものに混獲されていた。曳網は平均

＊本間他 (1972）によれば，新潟県境に近い山形県鶴

岡市加茂町の沖合いが採集地である。

速度2ノッ トで， 10分間行った。この調査は1991年7

月24日から1992年9月28日までの聞に8回実施され，

平塚市沖（相模川河口西岸） ・茅ヶ崎市沖 （茅ヶ崎漁

港西） ・藤沢市沖（辻堂団地前〉 ・鎌倉市沖（由比が

浜前〕の4地点で，各地点ごとに5・10・15mの3水深

帯で1日合計11回の曳網が行われた。2個体の標本が

採集されたあとにも，調査期間中に各調査地点から総

数で45個体（体長範囲は40～50mm）のシラヌイハゼ

が採集された （表1参照）。

比較標本 LIAIP（宮内庁赤坂御所魚類研究室）未

登録，完模式標本，（雄），体長 29.7rnrn,1951年 B月17

日，佐賀県六角川（有明海），道津喜衛採集， LIAIP未

登録，高lj模式標本， 1個体，（雌），体長35.lrnm，採集記

録は同前； LIAIP1980211,1個体，（雄），体長30.lrnm,

1980年8月21日，青森県西津軽郡車力村沖，水深15m,

桁曳網，青森県水産試験場採集， LIAIP1980213-2, 1 

個体，（雌），体長36.7rnm, 1980年9月l日，青森県西津

軽郡車力村沖，水深5m，桁曳網，青森県水産試験場採

集， LIAIP1985486,1個体，（雌），体長34.1mm, 1985 

年7月，新潟県柏崎市沖，水深10～30m，佐藤光昭採集，

LIAIP1992250 3,4, 2個体，（雌），体長26.3～27.2mm,

1992年5月2日，愛媛県南宇和郡御荘町室手沖，水深2

m，手網，大西信弘採集。

計数計測値 （表2参照）

背鰭6稼一 l練10軟条 （比較標本。 6練ー1練10～11軟

条），磐鰭1練12軟条 (1赫12軟条），胸鰭16～17軟条

(15～17軟条），腹鰭1車車5軟条，尾鰭分校軟条数7+6～

7=13～14，縦列鱗数26(25～27），横列鱗数 8(8）。

鯨杷数2～3+1+10～11=13～15 (2+1+10=13）。 背

鰭担鰭骨の挿入位置は3/IIII I I 0/9。脊椎骨数10

+15+1=26。
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図1 シラヌイハゼ Silhouetteαdotui, YCM P28873-1, 
雄，体長42.Smm.a側面， b背面， c腹面

表l 調査地点，調査日別シラヌイナゼ採集個体数

調査地点 平塚市沖 茅ケ崎市神 藤沢市神 鎌倉市神

水 深 5m !Om 15m 511 10血 15阻 5皿 !Om 1511 5m lOm 15m 

1991. 7. 24 。。。。。2 。*1 。* 1 。
1991. 8. 28 。。。。。。 。。。 。。
1991. 10. 24 。1 1 1 。1 1 。。 。。
1991. 11. 26 。1 2 。。。 1 2 。 。。
1992. 5. 23 1 3 。。2 。 1 3 4 。。
1992. 6. 22 。。3 3 。。 。1 。 。。
1992. 7. 29 。。。。。。 3 2 1 。。
1992. 9. 28 。。。。。。 。2 。 1 。
メロミ 計 1 5 6 4 2 3 6 1 1 5 2 。
＊ 調査は1991年7月25日に実施 ， 一 鎌倉市沖15m水深帯では曳網せず
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表2. シラヌイハゼの外部形質の計調lj値

標本番号 完模式 富l限式 LIA JP LIAIP LIAIP 
標本 標本 1980211 1980213-2 1985486 

文 献
年 号
採集地
性 J.llj 

背 鰭
轡 鰭
胸 鰭
縦列鱗数
横列鱗数
惚紀数

全 長
体 長

体高
頭長
眼径
両眼間隔
吻長
上顎長
背鰭線長制
腹路長
胸鰭長
尾柄長
尾柄 高

TAKAGI TAKAGI 塩垣
(1957) (1957) (1982) 
佐賀県 佐賀県 青森県
合 ♀ 宮

VJ-I.10 VJ-I.10 VJ-I.10 
I. 12 I.12 1.12 
16 17 16 
26 25 26 
8 8 8 
2+1+10 

36.9 35.1 45. 7 
29. 7 28.9 37. 7 

4.2(14.1)米4.1(14.2) 5. 0(13. 3) 
9. 4(31. 6) 8. 0(27. 7) 10. 5(27. 9) 
2.4( 8.1) 2.0( 6.9) 2.2( 5.8) 
0.4( 1.3) 0.4( 1.4) 0.5( 1.3) 
1.5(5.1) 1.3(4.5) 2.1(5.6) 
3. 0(10.1) 2. 7( 9. 3) 3. 6( 9. 5) 
5.4(18.2) 4.5(15.6) 6.3(16.7) 
7.8(26.3) 7.1(24.6) 8. 7(23.1) 
7. 6(25. 6) 6. 9(23. 9) 8. 2(21. 8) 
4. 4(14. 8) 4. 2(14. 5) 5. 8(15. 4) 
2. 7( 9.1) 2. 6( 9. 0) 3. 3( 8. 8) 

塩垣
(1982) 
青森県
♀ 

VJ-I.10 
I.12 
16 
26 
8 

43. 7 
36. 7 

5.2(14.2) 
9. 5(25. 9) 
2.2( 5.9) 
0.5( 1.4) 
l. 9( 5. 2) 
3.6( 9.8) 
5. 9(16.1) 
9. 2(25.1) 
8. 8(24. 0) 
5. 4(14. 7) 
3.1(8.4) 

米体長lこ対する百分比； 柑第1背鰭の最長線条長

体長に対する百分率は，全長122.6～123.5%，以下

新潟県
♀ 

VI-I.10 
I. 12 
17 
'l'f 
8 

41.8 
34.1 

4. 6(13. 5) 
9. 2(26. 9) 
2.2( 6.5) 
0. 4( I. 2) 
1.5( 4.4) 
2.8( 8.2) 
5. 5(16.1) 
8.7(25.5) 
7. 4(21. 7) 
4. 8(14.1) 
2.5( 7.3) 

LJAJP LIAIP YCM-P YCM-P 
1992250-4 1992250-3 28873-1 28873-2 

愛媛県
早

Vト［，10 
I.12 
15 
26 
8 

33.0 
27.2 

3.9(14.3) 
8. 0(29. 4) 
2.1( 7.7) 
0.3( 1.1) 
1.4( 5.1) 
2.4( 8.8) 
4.1(15.1) 
6. 8(25. 0) 
6. 6(24. 3) 
4. 2(15. 4) 
2.5( 9.2) 

愛媛県 神奈川県 神奈川県
♀ 合 合

VJ-1,10 VJ-I.10 VJ-I.10 
I.12 l.12 I.12 
15 17 16 
26 26 26 
8 8 8 
2+1+10 3+ 1+11 

32. 7 52.9 50.5 
26.3 42.8 41. 2 

3.8(14.4) 6.4(14.9) 5.9(14.3) 
7. 7(29. 3) 11. 3(26. 4) 10. 8(26. 2) 
2.0( 7.6) 2.8( 6.5) 2.6( 6.3) 
0.4( 1.5) 0.6( 1.4) 0.5( 1.2) 
1.4( 5.3) 2.3( 5.4) 2.4( 5.8) 
2.5( 9.5) 3. 7( 8.6) 3. 7( 8.9) 
3.2(12.2) 6.5(15.2) 6.104.8) 
6. 7(25. 5) 9. 8(22. 9) 9. 7(23. 5) 
5. 7(21. 7) 9. 7(22. 7) 8. 9(21. 6) 
3.9(14.8) 6.6(15.4) 5.9(14.3) 
2.6( 9.9) 3.5( 8.2) 3.4( 8.3) 

備考

同様，頭長26.2～26.4（比較標本値： 25.9～31.6），吻 シラヌイハゼは， TAKAG1(1957）により有明海（佐

端 ・背鰭起部間距離30.8～33.0，吻端 ・啓鰭起部間距 賀県六角川の汽水域）を模式産地と して Cteno 

離48.8～49.8，尾柄長14.3～15.4(14.1～16.6），体高 gobius GILL (1958）属の1新種として記載された。

14.3～14.9 (13.5～14.9）。頭長に対する百分率は，眼 TAKAGI (1957）は Ctenogobius• Rhinogobius・

径24.1～24.8(23.2～26.3），吻長20.4～22.2(16.0～ Acentrogobiusの3属の頭部感覚管系を検討し，前

22.1），上顎長32.7～34.3(30.1～37.9）。尾柄長に対 眼肩甲管の開孔状態と両眼間隔の特徴からシラヌイハ

する尾柄高の百分率は53.0～57.6(52.1～66.7）。 ゼをCtenogobius属に置いた。 明仁親王他 (1988)

体 色 の初版(1984年版〉で，著者のひとり吉野は本種の属名

固定直後の体色（YCM-P28873い雄）は，頭部・ をCtenogobiusから SilhouetteaSMITH,1959に変更

背部と体側が淡褐色で，腹部は淡灰色。狭部と胸鰭か し，シラヌイハゼ属を提唱した。本属は主に熱帯イン

ら腹鰭基部にかけては淡黄色。頭部全体に小さな暗褐 ド一太平洋に分布するとされ，LARSONand MILLER 

色色素胞が多く散在する。背部から体側にある鱗の外 (1986）や MILLER(1987）によれば約8種が知られ

縁付近にも暗褐色色素胞が横列状にあり，全体として ている。日本沿岸に分布するシラヌイハゼ属は3種で，

波状模様となる。各鰭は淡灰色でやや不透明。瞥鰭は 本種を除き他の2種は琉球列島以南に分布する。

鰭膜の下3分の2が暗褐色。 背・ 尾 ・啓鰭の外縁はわ 主に内湾や汽水域の浅瀬（干潟にもみられる）の砂

ずかに白色。背鰭各鰭条の基底付近には暗褐色斑が2 底に生息しており，道津 (1958）によれば佐賀県（有

～3個あり，それぞれが細L、縦列状に並ぶ。特に第l 明海）では干潟上の水深10～20cm位の潮だまり内で，

背鰭の第l練と第2背鰭軟条では顕著である。胸鰭基 福岡県沿岸では水深5～lQmの砂底から底曳網によっ

部は全体に暗色で，その外側は三日月状に淡黄色であ て採集されている。 山形県の加茂沖 （本間他，1972)

る。 では水深27mの砂泥地から採集されているが， 比較標
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本や相模湾での生息、水深もあわせて検討すると，本種

の生息深度は 1～30m付近までと幅があり，底質は主

に砂地であることがわかる。シラヌイハゼの生態と生

活史については道津 (1958）に詳細な報告がある。

外部形態の特徴についてはTAKAGJ (1957）の原記

載や明仁親王他 (1988；吉野留夫担当〕と一致した。

従来横列鱗数については7枚と記載されているが，模

式標本も含めて今回再計測した全ての標本では8枚で

あった（MILLER,1988によれば横列鱗数は7～9枚）。

また鯨杷数は， 2個体の中でも2～3+1+10～11=13

～15と変異がみられた（掛莫式標本では2+1+10二 13）。

道津 (1958）は，本種の二次性徴として泌尿生殖孔突

起の形状の差をあけ、ているが，今回計測した形質の中

では上顎長にも雌雄差（雄のほうが雌より長しつが認

められた（表2参照）。
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神奈川自然誌資料 (14) : 43～ 48, Mar. 1993 

三浦半島南西部沿岸域の魚類－III

岡部 久・工藤孝浩

Kyu 0KABE & Takahiro KuDo:Fish Fauna in the 
Coast of Southwest Area of the Miura 

Peninsura III 

はじめに 先を調査した。調査はこれまでの方法に準じて行った

著者らは，相模湾の魚類相を明らかにすることを目 が（工藤他 1992），これに加えて城ケ島の水産試験場

的として，城ケ島を中心とした三浦半島南西部沿岸域 地先においてひと月に 1回の灯火採集を行っている。

で，主にスノ ーケリングによる魚類の目視観察調査を これは， 500Wの水中灯を夜間に2時間点灯し，集まっ

行っている。本報では，前報に引き続き行っている調 た動物をすくい採る ものである。この方法による採集

査によって新たに確認された10種と，前々 回の報告で 結果は他の機会に報告するが， これまでの我々の調査

誤同定のあった l種について追加報告する。 によって確認されていない魚種についてのみ今回報告

する。

調査方法

今回は，これまでの採集地に加えて横須賀市長井地

1 3 9 ° 4 0’ 

。

浦

半

島

3 5 ° 1 0' 

昌者砧S亀戸1コO

5km 

図l, 今回報告する魚が採集された地点
0：従来からの採集地点，
実 今回追加した採集地点

結果

百録で使用した種の番号 （354～362）は，前報 （工

藤他，1992）で記録した最後の番号 (353）に追録し，

標本の一部は横須賀市自然博物館魚類資料（YCM-

P）として登録保管した。本報告の標本に関する記述

は，種ごとに採集日，採集場所，採集方法，Eま録番号，

丸括弧内に個体数および標本長範囲（SL：標準体長，

またはTL：全長）の順に記した。

(125）ムスジコショウダイ

Plectorhinchus orientαlis 

1990年10月20日，浜諸磯地先水深7mの岩礁帯から

スキューパ潜水により採集された。 YCM-P28746 

Cl, 59, 5mmSL）図2-1。
標本個体は， 工藤・阿部 （1991）で 125アジアコショ

ウダイとして報告したが，本種として再同定された。

コショウダイ属魚類のうち，成魚が暗色縦帯をもっグ

ループは，成長に伴う斑紋変化が激し く，学名・和名

ともに混乱していたが，瀬能 ・島田 (1991〕により本

種を含む3種の稚魚期から成魚期にかけての斑紋変化

が明らかにされ，分類学的整理がなされた。本種の体

長30～90mmのステージは，アジアコショウダイ P, 
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pie usに類似するが，胸鰭が黒い（淡色），尾鰭上後 本種，i，琉球列島等の珊瑚礁域を除く南日本に分布

縁に黒色帯があり，後縁に白色部があること （尾鰭全 する。相模湾周辺では，伊豆半島東岸や伊豆大島北部

体が黒色で，上後縁から後縁にかけて白色），各黒色 の水深30～50m以深の岩礁域に周年定住していると考

部の縁は樟色であること〔縁どりがない）などの特徴 えられるが（伊豆海洋アカデミ一 瀬能宏博士，グ

により区別できる（瀬能・島田，1991）。 ローパルスポーツクラブ，西谷香奈氏私信），やや深

354イセゴイ Megαlops cyprinoides く潮通しが良い岩礁に生息しているため，漁業によっ

1992年 8月24日，水産試験場地先の灯火採集によっ て漁獲されることはまれで，スキューパダイビングに

て得られた。 Cl,32.0rnrnTL）図2-2。 よって目視観察されている。三浦半島沿岸域では，本

標本個体は，次のスズノ、モと同日に灯火採集によっ 種の生息水深帯と考えられる水深30mを越える大深度

て採集されたレプトセフアルス幼生でtあるが，尾鰭が の潜水調査が行われていないため，分布が確認されて

大きく叉入すること，轡鰭の始部が背鰭のほぼ中央に いなかった。標本個体は背鰭第3聴が糸状に伸長しで

あることなどからイセゴイと同定した。 おり，生時体色は体の前半部が赤く，後半部が桃色で

355スズハモ Murαenesox bαgio あるなどの雄の特徴が現れていた。

1992年 8月24日，水産試験場地先の灯火採集によっ 359オオグチイシチビキ Aphαreus rutilαm 

て得られた。 Cl,59. OrnrnTL〕図2-3。 1992年 8月27日，ナガハナダイとともに三浦市諸

標本個体は，背鰭始部が｛本の前方にあること，体正 磯沖水深20mからサビキ釣りで採集。 YCM-P27121

中線上の筋隔にみられる黒色素胞などからハモ属のレ (3,84. 7～93.0rnrnSL）図3-1。

プトセフアルス幼生で，同属のハモとは筋節数が少な 本種は南日本に分布し，水深 lOOm以深から釣獲さ

いことから識別した。 れるとされている。相模湾周辺においては，諸磯定置

356ホシノエソ Synodus hoshinonis 網で体長 261rnmの未成魚が漁獲されており（山田，

1992年 3月 4日，城ケ島東沖の水深40mから刺網 1991），幼魚・未成魚の生息水深は比較的浅いと考え

で採集。 YCM-P27249(1,216.0mmSL）図2-4。 られる。

本種は南日本に分布し，相模湾周辺では伊豆半島東岸 360アオタナゴ Ditre1ηα viride

や伊豆大島北部の水深5～20mの岩礁やその周辺の砂 1992年 8月13日，小網代湾奥部のアマモ場水深2m。

地に生息しているが，神奈川県沿岸からの採集記録は 約 150rnrnTL。

ない。標本個体は鯨蓋上部に l黒色斑があること，側 本種は青森県以南の日本各地に分布する。 三浦半島

線鱗数が55であることなどからホシノエソと同定した。 周辺では， 東京湾側に広く分布し，相模湾側では小田

357イトヒキヨウジ Trαchyrhαmphus longiro 和湾をはじめとする小湾のアマモ場に不連続に分布す

storis ると考えられる。三浦半島沿岸においては比較的普通

1991年11月26日，水産試験場地先の灯火採集によっ の種でありながら従来の魚類相調査では記録されてお

て得られた。 YCM-P28692 ( 1 , 68 OrnmTL）図2ー らず，近縁種ウミタナゴ Dtemminckiと混同され

5 0 ているものと思われる。

本種のわが国からの採集報告は少ないが， DAWSON 361ルリスズメダイ Chrysipterαcyαneα 

et al (1978）によって相模湾から 3個体の採集報告 1992年11月14日，横須賀市長井，新宿の港の岸壁水

がある。永津 (1990）によって日本海側の島根～山口 深lmから採集。 YCM-P27231 ( 1, 46.6rnrnTL）図

県沖からも2個体の採集報告があるがいずれも尾部に 3 -2。

特徴的な糸状突起を持つ稚魚であった。標本個体も顕 本種は，和歌山県以南の南日本に分布するとされて

著な糸状突起の伸長がみられる稚魚であり，分布の中 おり，相模湾からは初記録である。この個体は10月中

心と見られる熱帯～亜熱帯の海域からの黒潮による輸 旬に発見されて以来，約1ヶ月にわたって岸壁に関い

送があったものと恩われる。 た狭い穴に定着していた。標本個体は背鰭軟条後半部

358ナガハナダイ Pseudanthiαs elongαtus 基底に趨孔大の黒色班を有しているが，この黒色班は

1992年 8月27日，三浦市諸磯沖の水深20mからサ 雌に多くでる特徴である（ALLEN,1975）。

ビキ釣りで採集。 YCM P27122 ( 1, 97.4mrnSL) 362クラゲウオ Psenes arα:furensis 

図2-6 0 1992年 6月25日，水産試験場地先の灯火採集によっ
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図2 1 ムスジコショウダイ f'lector/J1》c/Jus orientalis. Y CM  -P 28746.体長59.5m血

2 イセゴイ J'egalops のうorinoides，全長32.Omm. 

3 スズハモ ルTaenesox bag1’o，全長59.Omm. 

4 ホシノエソ Synodus /Jos/Jino.刀•is. Y CM  -P 27249.体長216.0皿

5 イトヒキヨウジ Trac/Jyr/Jamp/Jus Jongirostoris. Y CM  -P 28692，全長68.0皿m.

6 ナガノ、ナダイ f'seua加 t/Jias elongatus. Y CM -P 28746.体長97.4皿皿．



場担‘
官、

図3 1 オオグチイシチビキ Ap/Jareus ruti/a.βs; Y CM P 27121，体長84.7m田．

2 ルリスズメ夕、イ C/Jrysiptera cyanea, Y CM P 27231，体長46.6皿m.

3 クラゲウオ l'senes arafurensis，全長78.0阻皿

4 ダンゴウオ let/JotreJJJus a!l'ae，全長15.Omm. 



て得られた。（ 1 , 78 OmmTL）図3 3。

標本個体は灯火採集によって採集されたが，この時

期に採集地周辺にはミズクラゲ，アマクサクラゲの来

遊があり，それに付随してきたと考えられる。本種の

関東沿岸からの採集報告は少なく，小網代からの 1例

が知られている（京急油壷マリンパーク，山田和彦氏

私信）。

363ダンゴウオ Lethotremusαωαe 

1992年 6月25日，水産試験場地先の灯火採集によっ

て得られた。（ 1, 15.0mmTL）図3 4 0 

益田他 (1988〕によると，本種の太平洋岸の分布は

静岡県下回から千葉県小湊とあるが，前出の山田氏に

よると岩手県沿岸でも本種の生息が確認されている。
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神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類・ W

山田和彦・工藤孝浩

Kazuhiko YAMADA & Takahiro KUDOU: Landing Fishes 

on Misaki Fisheries Market, from Sagami Bay，日T.

はじめに 三崎周辺海域の漁況の変化を，諸磯定置網の漁獲物で

栢模湾の魚類相を明らかにするために，1984年から 代表させると，次のような特徴があった。

三崎魚市場での調査を継続的に行なっている。前報ま 1総漁獲量は 697トンで， 前年周期の 782トンから

でに 404種を報告したが（山田，1990;1991：， 山田 ・工 l割り強の減少となった。

藤，1992），その後新たに10種が追加されたので報告す 2主要魚種の中で大き く減少した魚は，マアジ（66

る。 トン→ 8トン），フリ（26トン→ 3トン），ソウダ

ガツオ類（38トン→19トン）で，カタクチイワシ，

調査方法 タチウオ， トビウオ類，ウルメイワシが減少した。

調査は，三崎魚市場に水揚げされる魚類のうち，相 3増加した主要魚種は，マイワシ（ 589トン→ 641

模湾で採集されたものだけを記録した。調査期間は， トン），サパ類（ 3トン→ 8トン〉のみであった。

1991年10月から1992年11月までの間である。資料は， 以下に本目録に追加される各魚種の採集年月 日，採

標本が採集できたものは横須賀市自然博物館魚類資料 集場所，採種集方法，形態，分布記録を述べる。

(YCM-P）として登録し，入手不可能なものは，

写真に収め記録した。魚種名，分類及び全般的な分布 405. ホソト ビウオ Cypselurushirαii 

記録などは，益田他編 (1988）に従った。なお，記載 1992年7月22日，諸磯定置網.TL: 122mm;D: 1 

に示した計数形質及び標本の略記の仕方は次のとおり l;A: 8;Pi:15. YCM P17116 

である。 本種の幼魚は下顎に 1本の短い髭をもち，同属の他

TL：全長 D背鰭条数 A：啓鰭条数 Pi.胸鰭条数 種から区別される。南日本に分布し，日本で最も普通

Sc：鱗板数 Gr：鯨杷数（上枝＋下枝） の種とされるが（益田他1988），相模湾からの確実な

記録は無い。

調査結果 406. ゴマヒレキントキ Friαcαnthuscruentαtus 

神奈川県水産試験場 (1991～1992）によると，黒潮 1991年10月29日，諸磯定置網 TL: 168mm;D: X, 

流路は，直進型（N型〕と伊豆諸島北部海域に冷水塊 13;A:ill,14;Gr:l8+ 5 YCM-P17117 

を伴う小規模蛇行型 cc型）とを， l～2ヵ月周期で 本種は，世界の熱帯海域に分布する。相模湾からは

繰り返す変動が見られた。伊豆諸島線上を通過する黒 初記録であり，分布の北限となる（図1 1 ）。

潮流軸の位置は，おおむね三宅島から八丈島の間にあっ 407. スカシテンジク Rhαbdαmiαgrαcilis

たが，蛇行規模が大きくなった1992年 l, 5, 10月に 1991年12月3日，三戸定置網. TL: 44mm;D：羽ー

は，八丈島の南側で＝あった。相模湾の水温はほぼ平年 I ,9;A: II ,12;Pi:l2. YCM P17118 

並みであったが，3, 4月には黒潮の接近に伴う暖水 本種は，和歌山県以南，イ ンド西太平洋海域に分布

の波及により平年より 2～3°C高温の時期があり，7 する。相模湾からは初記録であり，分布の北限となる。

～9月には平年より l～2°C低い水温が持続した。 同じくらいの大きさのネンブツタイの中から l個体だ
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図1
1ゴマヒレキン卜キ Prιαcαnthus cruentαtus 
YCM-Pl7117 TL.168mm 

2スカシテンジク Rhαbdαmia grαcilis 
YCM Pl7118 TL.44mm 

3スギ Rαchycentron cαπαdum 
TL.約750mm

4ロウニンアジ Cαrαnx ignobis 

50 

5LI11111111111 l Lll I LUJ LLUJJ」

YCM Pl7119 TL.23lmm 
5ヤリカタギ Chαetodon tri/1αsciαlis 
YCM-Pl7120 TL.14mm 

6チョウチョウウオ属の一種 Chaetodon sp. 
YCM-P28870 TL.18mm 

7イシガキフグ Chilmoycerus a/finis 
YCM-P28872 TL.375mm 



け発見した（図 1-2）。 A:l2;Pi:20. YCM-P28872 

408. スギ Rαchycentroncαndum 本種は，日本海側は北海道以南，太平洋側は茨城以

1992年 9月16日，諸磯定置網. TL：約 750mm. 南に分布する。相模湾では，西湘（林・西山，1980)

本種は，南日本から世界の温，熱帯海域に分布す 伊豆海洋公園（渡辺，1991〕から記録がある（図 l

る。相模湾では，時々定置網に入網し，横須賀市場 7)。

（林，1974）から記録がある（図1 3）。

409. ロウニンアジ Cαrαnxignobis おわりに

1991年12月2日，諸磯定置網 TL:231mm;D: VII 本報告を作製するに当たり，校関下さり，種々ご教

I ,20;A: EーI,16;Gr:5+16. YCM-P17119 示いただいた横須賀市自然、博物館の林公義氏， トビ

本種は，オニヒラアジ C pα：puensisに似るが， ウオ類の査定をしていただいた築地市場おさかな普及

胸部の無鱗域が大きく，背鰭軟条，鯨杷の数が少な センターの阿部宗明博土，チョウチョウウオ類のトリ

いことで区別される。南日本から，イン卜＼太平洋海 クチスについてご助言いただいた北里大学水産学部の

域に分布し，相模湾では，西湘（林・西山，1980）か 井田 斉博士，資料作製にご協力いただいた神奈川県

ら記録がある（図 1-4）。 水産試験場の阿部 久氏，ならびに連日の調査，資料

410. アカヒメジ Mulloidichthysuαnicolensis 収集にご協力いただいた三崎沿岸漁業協同組合の青木

1991年12月2日，毘沙門定置網. TL：約 120mm. 正志氏他の方々に深く感謝する。

本種は，南日本からイント＼太平洋海域に分布する

411. ヤリカタギ Chαetodontrifαsciαlis 

1991年12月12日，諸磯定置網.TL:14mm;D四，17,

A:III,17. YCM P17120 

本種は，背鰭，啓鰭の線条数が多いことで区別され

る。また，本個体は， トリクチス期であるが，成魚の

体色が出現している。ミドリイシ類のポリプを選択的

に食べるため， ミドリイシ類の見られない三浦半島で

は，本種も分布しない。本個体は，次種やシイラ，テ

ンジクイサギ等の幼魚と共に漁獲されたものであり，

無効分布である（図 1-5）。

412. チョウチョウウオ属の 1種 Chαetodonsp. 

1991年12月12日，諸磯定置網.TL:lSmm;D:VII,25, 

A: III ,20. YCM-P28870 

本個体は，前種と同様，流れ藻と供に漁獲された。

まだ成魚の体色が出現せず，計数形質からだけでは種

の決定ができないため，チョウチョウウオ属の l種と

した（図1 6）。

413. ニジギンポ Petroscirtesbreuiceps 

1991年12月12日，諸磯定置網.TL:50mm;D沼，20,

A: II 20. YCM P28871 

本種も前2種と共に漁獲された。南日本に分布し，

相模湾でも普通に見られるが（工藤・岡部1991：，中村1

970；林・西山1980：，林・伊東1974：，萩原・長谷川，1980),

他の磯魚同様，利用価値が無いため市場に水揚げされ

ることはほとんど無い。

414. イシガキフグ Chilomycterusαiffinis 

1991年12月2日，毘沙門定置網.TL:375mm;D:12; 
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江の島の潮間帯動物相E

萩原清司・植田育男

Kiyoshi HAGIWARA & Ikuo UEDA Intertidal 
Animals Found in Enoshima Island -II 

はじめに

著者らは江の島の環境保全における布石として， 19

87年に潮間帯動物相に隠する調査を実施した（植田 ・

萩原， 1988.，以下前報と呼ぶ）。

まに調査時における各地点の気象条件と，水温，

水素イオン濃度（PH),i容存酸素量，塩分濃度の各
項目を水質条件として植田 ・荻原(1991)と同様の測定

を行った。

年々自然環境が変化をみせている近年の状況から，

同じ調査を繰返し行なうことにより経時的な変化が明 結果

かとなり，移り変る環境を反映するものとなると考え 調査日時，気象条件および水質測定結果を表lに示

られる。そこで前報より 5年を経過した江の島の自然 した。今回の調査で見られた動物は，種のレベルまで

環境を知る上での資料とするため，潮間帯動物相の現 同定できなかったものを含めると9動物門，120種であっ

況調査を行なった。 た。これらの種類とその出現地点については表2に示

した。

調査場所および方法 次に各調査地点ごとの動物相について略述する。

調査場所は前報によって定められた岩礁 ・砂泥 ・コ St. 1 江の島南岸 ・東寄り （形態：岩礁）

ンクリートの海岸であるSt.l～5に加え，南岸の転石 今回の調査では49種の動物が確認された（図 2）。

帯を含む地点を新たにSt.6として設定した（図1）。 動物門では軟体動物が26種と最も多く，ついで多かっ

野外調査は1992年4月18日，5月6日，5月31日の大潮の た節足動物の8種とは大きく差がひらいた。調査当日

干潮時をねらい， 3日にわたって行った。各地点では， の海上にはうねりが観察され，外海的な要素が見うけ

潮間帯を潮位高によって高位 ・中位 ・低位の3つに区 られた （表1）。

分し，タイドプールが形成される地点ではプール内を St. 2 江の島北西岸 （形態： 岩礁）

別区分とした。対象とする生物は肉眼で観察できる大 33種の動物が確認された。動物門では節足動物が14

きさの底生無脊椎動物で，それぞれの区分内で見られ 種と最も多かった。

る種類別の個体数を，多い（＋＋＋），普通（＋＋），少 St. 3 江の島北部・西浜 （形態 田砂泥浜及び岩礁）

ない（十）で記録した（表2）。現地で種類の同定がで 前報では砂泥中に還元質層が形成されて著しい硫化

きないものについては， 10%ホルマリン溶液で固定， 物臭がただよい，動物もわずか4種であった。今回の

保存し，後日同定した。なお，同定作業を進めるにあ 調査では還元質層や硫化物臭は確認されなかった。し

たっては以下の著書を引用した。 かし，出現動物数は13種と6つの調査地点中最も少な

動物全般岡田(1965a; b），内海(1983），付着生物 く， 二枚貝，スナガニ類は出現しなかった。溶存酸素

研究会(1986) 量の測定結果でも0.19ppmと貧酸素状態にあること

軟体動物 奥谷（1986) を示しており，いぜんとして生物にと って苛酷な環境

節足動物武田(1982〕 であることが示唆された。

環形動物．今島(1980a～f' 1981 ; 1990) 
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東京

9 0;2 0;5km 

図1.江の島における各調査地点の位置

岩 磁ゐ。ベジ
砂泥海岸 午二ム4・

人工海岸 明市円市

表 1.各調査地点における環境条件

＼＼＼  s t 1 s t. 2 s t. 3 s t. 4 s t. 5 

調査日 19 9 2. 4. 18 19 9 2. 4. 18 1992. 5. 31 19 9 2. 5. 31 19 9 2. 5. 6 

時 ~J 10:05 11:50 l 0: 2 0 11:20 14 20 

天 気 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

気 温 16. 8℃ 18. 1℃ 19. 1℃ 21. 6 'C 17. 2 'C 

湿 度 63. 6 % 60. 0 % 75. 8 % 60. 2 % 48. 0 % 

風 南南西 ・弱 西南西・仲強 北北東 ・中 北東 ・弱 南 ・何事

波 やや高 ・ウ・シ 中 ・シ 低 低～中 低

水 温 lι3 'C 17. 3 'C 22. 5℃ 22. 4 'C l』.8℃ 

(19. 2℃） (21. 9 'C) 

pH 8. 5 7 8. 0 3 1. l 0 ι1 l 8. 35 

（』 69) ( 8. 55) 

溶存酸素量 4. 4 8 ppm 0. 19 ppm 8. 23 ppm 6. 31 ppm 

(8. 22 ppm) (1. 61 ppm) 

担分濃度 35%0 2 5目。 日目。 3 4%o w白
( 34目。） ( 23%a) 

注〕 （ ）はプール内の測定値 “ウ”はうねり， “シ”は白波のたっていることを示す
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s t. 6 

19 9 2. 5. 6 

11 00 

晴れ

16. 7℃ 

39. 0 % 

東 ・弱

｛丘

17. 5℃ 

(19. l℃） 

8. 49 

( 8. 48) 

1. 14 ppm 

(6. 3 9 ppm) 

35目。

( 3 6%0) 



St. 4 江の島北部・東浜 （形態 砂泥浜及びテト 25 

20 ラポット）

23種の動物が確認された。これらのうちノてカガイと

アカニシを除いた全てがテトラポット周辺から見つかっ

ており，前報同様この地点の動物の多くがテトラポッ

トに生活基盤をもとめていることが示唆された。

St. 5 江の島東岸・江の島漁港内 （形態・コンク

リート護岸）

51種の動物が確認された。前報で漁港に出入りする

漁船の投棄について述べられたが，今回もミガキボラ，

マルベッコウバイ，アカヒトデは通常の生息域が潮間

帯よりむしろ浅海であることから，これらの出現は投

棄などによる人為的なものと判断された。

St. 6 江の島南岸・西寄り （形態 岩礁及び転石）

今回新たに海岸動物相調査の地点に加えた場所で，

植田 ・萩原(1992）において南岸タイドプールとして魚

類調査を行った地点である。潮間帯の高位 ・中位は岩

礁で，中位にはタイ ドプールが形成される。低位には

直径lmを超すものから数cmまで様々な大きさの転石

帯となっている。出現種数は調査地点中最も多い62種

で二カメ／テ，オオアカフジツボ，クロフジツボといっ

た外海的な環境を好む動物の出現する点ではSt.lと共

通するが，ウスヒザラガイ，パパガゼ，ナガトゲクモ

ヒトデ，ヌノメイトマキヒトデ，パフンウニといった 日

転石下を生息場所としている動物が出現し，またへラ 25 

ムシ科の一種，ホソワレカラ，マルエラワレカラのよ

うに海藻上を生息場所にしている動物が出現するなど，

海岸の形態が変化に富んでいる点でSt.lより多くの種

類がlJ{g認された。

各調査地点で確認，採集された種類数を動物門別に

まとめるとSt.1,4,5,6では軟体動物の種類数が最も多

く， St.2,3においては節足動物の種類数が最も多かっ

fこ。

塩分濃度の測定結果（表1）から河川水の影響を強

く受けると判断されるSt.2とSt.3では動物門月I］種類数

の構成が類似していた（図2）。

考察

St. I 
(N~4 9) 

1 5 
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。
15 

10 
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(N ~ 3 3) 
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。

:j. L 

s t. 3 
(N~ I 3) 

s t 4 
(N~ 2 3) 

.----, 

20 

15 
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1 0 
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図2.各調査地点における動物門別種類数
注） N ＝は出現種類数を示す

向上し，前報より調査の精度が増したこと，河川から

の流下や人為的な投棄などによる出現種が多かったこ

今回の調査結果と前報の結果を比較すると，無脊椎 となどのほか，前報より後に，観察されるようになっ

動物の動物門数では今回が9門で前報が8門，種類数で た動物がいることもあげられる。ミドリイガイ，ョー

は今回が120種で前報が 85種ム今回の調査結果のほ ロyパフジツボがこれにあたり，両種とも近年分布を

うが多く記録された（表2，植田・荻原，1988）。 広げている帰化動物であった（植田 ・荻原， 1989; 19 

この原因として，今回新たにSt.6をもうけたことに 90b.，林，1988〕。

よって調査地点数が増えたこと，著者らの同定技術が
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表2. 各調査地点ごとの穏類別出現傾向

s t 1 s t 2 st. 3 s t 4 s t 5 s t 6 

H M L P H M L p H M L H M L H M L H M L p 

海綿動物門
1. ダイタイイソカイメン ＋＋＋ ＋ ＋ ＋ 

l. クロ イソカイメン ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋＋ ＋＋ 

3 ナミイソカイ メン ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋ 

4 ムラサキカイメン ＋ ＋＋ ＋ 

5 尋常海綿綱sp ＋＋ 

腔腸動物門
6. Dvnamens s P ＋ ＋ 

7 チヂミトサカ科sp ＋＋ ＋ 

8. ミドリ イソキ’ンチャク ＋＋ ＋ 

9. ヨロイイ ソギンチャク ＋ ＋＋＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋＋＋＋ ＋＋＋ 

10. タテジマイソギンチャク ＋ ＋＋＋ ＋＋÷ ＋ ＋ ＋ 

11. ヒメ イソギンチャク ＋ ＋＋＋＋＋ 

12.クロガネイソギンチャク ＋ 

扇形動物
13.ウスヒ ラムジ ＋ 

14.イイジマヒラムシ ＋＋ 

環形動物門
15. Leoidonotus s P ＋ 

16. ウロコムシ主↓sP. ＋ 
17.サミドリ サシパ ＋ 

18. 7ケノサシパ ＋ 
19. γリス主Ls p ＋ ＋ 
20. ；＿，ロカーネゴカイキ斗sp ＋ 

21. クマド リコーカイ ＋ ＋ ＋ 

22. 7ツウコ’カイ ＋ 
23. ゴカイキ斗sp ＋＋ ＋ 

24. ミス ヒキゴカイ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＋ 
25. Prionosoio s P ＋ ＋ ＋ 
26. Polvdora s P ＋ 

27.ヤッ コカンザγ ＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋ 
28.右 巾1＇首同 sp 十

軟体動物門
29. ヒメケノ、ダヒサFラガイ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 

30. ヒザラガイ ＋＋＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋＋＋＋ ＋＋ ＋＋ 
31. ウス ヒザラガイ ＋＋ 
32.パパガゼ ＋ 
33.ケムシ ヒザラガイ ＋ 
34.ベッコウガサガイ ＋＋＋＋ ＋ ＋＋ ＋ 
35ーマツバガイ ＋＋ ＋＋＋ ＋ 
36. ヨメカ4カサカ。イ ＋ ＋ ＋ ＋＋＋ ＋ ＋ 
37. ウノアシカーィ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 
38.コガモガイ ＋＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋ Ht 
39. ヒメコザラカ、イ ＋ 十 ＋ ＋ ＋＋＋ ＋ ＋ 
40. 7オガイ ＋＋ 
41.イシダタミガイ ＋＋ 

42. クマ／コガイ ＋ 
43.クボカ、イ ＋ ＋＋＋ ＋ 
44. タマキビ力、イ ＋＋＋ ＋ ＋ ＋＋＋ ＋ ＋ 
45.アラレタマキビ力”イ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ 
46. 7？オフネガイ ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
47. 二ノマメ／ ウフ午、ガイ ＋＋ ＋ ＋ 
48. 7カーシ ＋ 
49. 7メタガイ ＋ 
50. ミガキボラ 十＋
51. 7 ノレベ y コウバイ ＋ 
52. レイ シガイ ＋＋ ＋ ＋ 
53.イボーシ ＋＋＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 
54. ヒメヨウラ クガイ ＋ 
55.ボサツガイ ＋ 
56. 7ドウガイ ＋＋＋ ＋＋＋ 
57. 7メフラシ ＋ 
58.アマク サアメフラシ ＋ 
59.カラマツカ’イ ＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋ 
60. シロカラマツカ前イ ＋ ＋ 
61. キクノノ、ナヵーイ ＋＋＋＋ ＋＋＋ ＋ ＋ 
62.エガイ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
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s t 1 s t 2 s t 3 s t 4 s t 5 s t 6 
H M L p H M L p H M L H M L H M L H M L p 

63.カリガネエガイ ＋ 

64. 7ネガイ和↓sp ＋ 
65.ホトトギスガイ ＋＋ 十＋十＋ ＋＋ ＋ 
66.ムラサキイガイ ＋ 十＋＋＋ ＋＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 
67.ムラサキインコ力。イ ＋＋ ＋ 
68. ミドリイガイ ＋＋＋ 

69. クログチガイ 十 ＋＋ ＋ 
70.アコヤガイ ＋ 
71. ？ガキ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋ ＋＋ 
72.ケガキ
73. ノミカガイ ＋十

74.アサリ ＋＋ ＋ ＋＋ ＋ ＋ 
75. ? .. ／カゼガイ

節足動物門
76.カメノテ ＋ ＋ ＋ ＋＋ 

77.タテジマアジyボ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ 

78 シロスジフジツボ 十 ＋ ＋ ＋ ＋＋ 十＋

79. ヨーロ yノマアジツボ ＋＋＋ ＋＋ 

80.オオアカアジアボ ＋＋＋ ＋＋＋＋＋ 
81.イワフジyボ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋ 

82. クロフジツボ ＋＋＋十 ＋ 
83.シリケンウミセ ミ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 
84.へラムシ科sp ＋ 

85.モクズヨコエビ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

86. 7サゲモクズ ＋＋ 

芭守了ゴナガヨコエビ ＋ 

88.ニッ ポンモ川ヨコエビ ＋＋ 十十

89. トゲメリタヨコエビ 十＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋ 

90.カギメリタヨコエピ ＋ 

91. 卜ゲドロクダムシ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋十 ＋ 

92.ホソワレカフ ＋＋ 

93. 7ノレエラワレカラ ＋ 

94. 7キアミ ＋ 

95.スジエピモドキ ＋ ＋ ＋ 

96.オオアカノ、ラ ＋ 

97.ホンヤドカリ ＋＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ 

98.ケアシホ ンヤドカ リ ＋＋ 

99. トウヨウヤワラカー一 ＋ 

100 ヨツハモガー ＋ ＋ 

101.オウギガニ ＋ ＋ 

102. 卜ガリオウギガニ ＋ 

103 オオシロピン／ ＋＋＋＋ ＋ ＋ 

104. カギ了ツメピン／ ＋ ＋ 十

105.クロビン／
106.イワガニ ＋ ＋ ＋ ＋ 

107.イソガー ＋＋ ＋＋ ＋ ＋＋＋ ＋十

108.ケアサイソガニ ＋＋十 ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋ ＋ 

109. ヒライソカーニ ＋＋ ＋ 

110 二ノョウジンガニ ＋ 

111.モクズガー ＋ 

112 シオカラトンボ ＋ 

113.ユス リカ科sp ＋ ＋ ＋ ＋ 

触手動物門
114. チコーケムシ 十

車車皮動物門
115.ナガトゲク モヒトデ ＋ 

116. 7カヒトデ ＋ 

117.ヤツデヒ トデ ＋＋ 

118.ヌノメ イトマキヒト デ ＋ 

119. ノくフンウー 十＋

原索動物門
120.ネンエキボヤ ＋ ＋ 

注） H 潮間帯高位 M 潮間帯中位 L 潮間帯低位 p タイドプーノレ
＋＋＋ 多い 什 普通 ＋ 少ない
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江の島では前報においても記録されているムラサキ 今島実，1980d. 日本産多毛類の分類と生態（ 4), 

イガイやシマメノウフネガイの他，植田 ・萩原(1990 2.ゴカイ科の分類 ③．海洋と生物，3 50-

a）が記録したアメリカフジツボ，今回の調査地点で 53. 

は観察されなかったが著者らが，島内での生息を確認 今島実，1980巴．日本産多毛類の分類と生態（5 ), 2. 

しているホンダワラコケムシなと‘の帰化動物が増加す コ、カイ科の分類④．海洋と生物，3:130-133.

る傾向がみられる。帰化動物の増加はときには在来動 今島実， 1980£. 日本産多毛類の分類と生態（6 ), 2. 

物の生活に影響を与えることも考えられ，今後の動向 ゴカイ科の分類⑤．海洋と生物， 3 182 

をさらに注意する必要があろう。 186. 

St.3の還元質層の観察などから，前報では境川の有 今島実， 1981. 日本産多毛類の分類と生態（7 ), 3. 

機汚濁の進行が江の島の海岸にも影響を及ぼしている シリス科の分類①海洋と生物，3 270・

ことが指摘された。今回は還元質層は観察されず， 出 273. 

現種数も前報より増加するなど，動物にとって生息環 今島実， 1990. 日本産多毛類の分類と生態（3 3 ), 

境の改善のきざしがあった。しかし，調査当日の貧酸 スピオ科ー①総説海洋と生物，12 372-

素条件などから考えて，これが境川の有機汚濁の軽減 373. 

によるものとは却断できない。むしろ前報以降，周辺 岡田妥， 1965a.新日本動物図鑑（上）. 679pp 

海域で毎年行なわれるようになった埋積汚泥のしゅん 北隆館，東京．

せっ工事の影響による一時的な改善であることも充分 岡田委， 1965b.新日本動物図鑑（中）.803pp 

考えられる。 北隆館， 東京

こうした環境の変化と動物相との関係についての評 奥谷喬司，1986.決定版生物図鑑貝類. 399pp 

価は長期にわたる調査結果を総合的に判定する必要が 世界文化社，東京．

あると考えられ，今後のさらなる調査に期待したし、。 武田正倫， 1982.原色甲殻類検索図鑑. 284pp.丸善，

東京．
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神奈川県産ブユ科（Simuliidae）の目録

斎藤 一三・金山彰宏

Katsumi SAITO & Akihiro KANAYMA: 

A List of Blackflies (Simuliidae) 

from Kanagawa Prefecture 

Abstract :A list of blackflies (Diptera:Simu-

liidae) of Kanagawa Prefecture is provid巴d

covering 22 species. They were plac巴dinto 

2 genera Prosimulium(2 spp.) and Simulium 

(20 spp.). Prosimulium kiotoense was newly 

recorded from the prefecture 

我が国のブユの目録については正垣 (1956)' 日本

衛生動物学会的研究班 (1974）および高岡，関沢 (19

88）による報告があり， 4属62種， l亜種が知られて

いる。

神奈川県のブユに関しては CBENTINCK] (1955〕

により 5種が報告されたのが最初である。その後，鈴

木他 (1958）が鎌倉市から 2種，大矢他 (1961）が伊

勢原市及び厚木市から 7種，福島他 (1976）が清川村

から 3種，金山，斎藤 (1985）が芦ノ湖地方から4種

などの報告がある。しかし，これらの報告はいずれも

局所における調査報告であり，全県的な規模の調査報

告としては斎藤他 (1987）があるだけである。その後

も著者らは更に神奈川県のフ、ユ相の詳細を知るために

機会あるごとに調査を続けている。既に報告済みに，

著者らの未発表のデータをも加え，神奈川県のブユ科

(Sim uliidae）の目録を作成し，県下のブユを材料と

して調査，研究を進めている人々の参孝に供したい。

種名および和名は高岡，高岡 (1988）に準じた。幼

虫はし摘はP，成虫はAと略記した。

目録

1 Prosimulium (Prosimulium〕kiotoense

SHIRAKI, 1935 ミヤコオオフユ

Prosimulium kiotoense SHIRAKI, 1935, Mem. 

Fαc.Sci. Agric. Tαihoku Imp. Univ., 16・6
本種は本邦では幼虫期で越冬する 1化性の種類と考

えられる。京都地方では川幅2～5mの急流中に，若

令幼虫は11月中旬に出現し，冬期の開発育し， 3月に

踊化する。成虫は人と動物を良く襲うことが知られて

いるが，動物よりは人を好むようである（DEM目 o,et

αl. 1973）。

本県では小鮎川の l支流の谷太郎川の急流から採集

された。

清川村 2L，谷太郎川， 8.V.1974，斎藤．

分布本州，九州、I.

2 Prosimulium (Prosimulium) yezoense 8Hr 

RAK!, 1935 キアシオオブユ

Prosimulium yezoense SHIRAKI, 1935, Mem. 

Fαc. Sci. Agric. Taihoku Imp. Univ., 16:6 

Prosimulium yezoense：斎藤他， 1978：・55.

Prosimulium yezoense：斎藤他， 1987:91.

本邦では典型的な山地性の種類で，各地方に分布す

る。幼虫，踊は殆ど山間の川幅の狭い急流に棲息する。

北海道では5～6月に平地に産する。人畜を襲う事が

知られている。また，山陰では春から夏にかけて広く

山間部の急流から多数発生する。春期に，特に薄暮頃，

人，牛，馬を襲い吸血する（岡本， 1958）。年1化性。

本県においては県西部高地の急流から 5月に幼虫と踊

が採集された。

清川村 2L，川弟川， 8.V.1974，高橋， 4L.lP, 

谷太郎川， 8.v .1974，斎藤，伊勢原市 82L，二重
の滝， 25.V.1976，斎藤．

分布． 北海道，本州，四国，九州．

3 Simulium (Neuermαπniα）αureohirtum 

BRUNETTI, 1911 ヒロシマツノマユブユ
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Simuliumαureohirtum BRUNETTI, 1911, Res. Eusimulium sαsαi RuBTSOV, 1962, Die Flt 

IηdiαηMus.,4:287. egeηder palα叩 rktischenRegion, Vol.14:311 

Simuliumαureohirtum：斎藤他， 1987:91. Simulium sasai：金山・斎藤， 1985:33.

本来，東洋区系の種類である。その幼虫，踊は川幅 未だに幼虫の記載のない種である。石川，長野県で

の狭い流水中に棲息し，発生数の少ない種である。山 標高5,OOOfeetの小JII，鳥取県では標高700～800mの

陰地方では標高5及び60mの各地点の川幅0.5～1.0m 高地の源流から採集しているが，発生数は極めて少な

の瀧概用水路中から極めて少数採集された（岡本， 19 L、。

58）。また，鹿児島県各地の低地水団地帯の極めて小 これまで我が国の9県からしか報告のない希少種であ

さい流れから採集されている（高岡他， 1977）。本県 る。本県では箱根町仙石原（標高660m）の小！｜｜から

では南足柄市地蔵堂から採集記録がある。 採集記録がある。

分布 本州、｜，四国，九州． 分布本州，九州、I.

4 Simulium (Nevermαnniα） konoi (TAKAHASI 7. Simulium (Nevermαn九lα）subcostαtum 

1950) コウノホソスネフーュ (TAKAHASI, 1950）オタルツノマユブユ

Nevermαnniαkonoi TAKAHAS!,1950, 日本昆

虫図鑑 1556. 

Simulium konoi: 中村他， 1976:33.

本県では清川村の権現沢から採集記録がある。発生

数は少ない。

分布。 北海道，本州，四国，九州．

5 Simulium (Nevermα九九tα）mie OGATA et 

SASA, 1954 ミエツノマユブユ

Simulium (Eusimulium) mie OGATA et 

SASA,1954, Jpn. J. Exp.λ!fed., 24: 327 

Simulium mie: 斎藤他， 1978:55. 

Simulium mie: 金山・斎藤， 1985:33.

Simulium mie: 斎藤他， 198791. 

Simulium mie: 金田， 1987:109. 

発生数の少ない種で高地の小Jllに発生している。棲

息条件はS uchidaiとほぼ同様である。鳥取県では

大山から元谷にかけて夏から秋に亘って発見出来， S.

uchidαi, s. sαsαi, S. subcostαtum, S. rufibαsis, 
S.α「αhαωαe,S. suzukiiなどと共棲すると言う。

本県においては標高40～660mの低地から高地にかけ

て採集された。発生数は少ない。

葉山町9L，長柄， 1.lX.1976，斎藤；箱根町16L,

大平台，8.IX.1976，斎藤，lP，俵石，8.IX.1976，斎

藤，：7P，唐沢川，8.IX,1976，斎藤，松田町・ 2L，寄

沢，22.X.1976，斎藤 2 津久井町。12L,2P，上青根，

29.X. 1976，斎藤，湯河原町lL，泉中沢， l.X.1976,

斎藤；小田原市；lL，白糸川， l.XI.1976，斎藤，横須

賀市。2L，不動滝，l.X.1977，斎藤．

分布本州，四国，九州．

6. Simulium (Nevermαnηiα） sasαi (RUBTSOV, 

1962) ササツノマユブユ
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Eusimulium subcostαtum T AKAHASI 1950 

日本昆虫図鑑。 1555.

Simulium subcostαtum：中村他， 1976:33.

Simulium subcostαtum：福島他， 1976:373.

Simulium subcostαtum：中村他， 1978:209.

Simulium subcostαtum：斎藤他， 1978:55.

Simulium subcostαtum：金山・斎藤， 1985:33.

朝鮮，日本に分布し山岳地において見出される種で

ある。幼虫，踊は小川において四季を通じて棲息が見

られる。 S. uchidαlと共棲しているが，平地には

少ないと言う。本県においては山脚地帯から高地にか

けて棲息が見られ，低地には少ない傾向が見られた。

伊勢原市・7L,lP，大山25.IV.1976，斎藤，厚木市

9L, lP，大沢，21.v .1976，斎藤，南足柄市：lL，大雄
町 7.X.1976，斎藤，16L,2P，明星橋， 7.X.1976，斎

藤，箱根町36L，宮ノ橋，8.X.1976，斎藤；50L，唐沢

川， 8.X.1976，斎藤，：31L.12P，片平，8.X.1976，斎

藤，松田町。2L，寄，22.X.1976，斎藤，津久井町lL,

上青根，29.X.1976，斎藤，南足柄市2L,lP，関場，

28. VII.1977，斎藤，28L,6P，地蔵堂，28VII 1977, 

斎藤

分布北海道，本州，四国，九州．

8 Simulium (Nevermαnniα） uchidαz 

(TAKAHASHJ,1950）ウチダツノマユブ、ユ

Eusimulium uchidai T AKAHASI, 1950, 日本

昆虫図鑑 1955. 

Simulium latipes: [BENTINCK], 1955:6. 

ウチダツノマユブユ 大矢他， 1961:36. 

Simuliurγi uchidαz :OGATA et TANAKA 1975. 

109. 

Simulium uchidαL中村他， 1976:33.



Simulium uchidαz斎藤他， 1978:55.

Simulium uchidαi：金山 ・斎藤， 1985:33.

Simulium uchidαi：金田， 1987:108.

Simulium uchidαi.斎藤他， 1987:91.

Simulium uchidαi金田， 1988:14.

Sirγiulium (Eusimulιum) uchidai：小林 ・野
崎， 1990:83.

Simulium (Eusirηulium) uchidαl小林他，

1992: 153 

幼虫，嫡はブユの全ての種類の中で最も川幅の狭い

流水に棲息する。瀧瓶用水路をはじめ，ほんのlQcm 

位の溝あるいは深さ数mmの岩肌をなめる様なかすか

な流れにも見られる。平地に多いが高地にもしばしば

見られる。分布は非常に広い。周年全ての発育期のも

のが採集される。本県においても低地から高地にかけ

て広い範囲から採集された。

伊勢原市・18L,7P，三ノ宮，21.VI.1973，斎藤， 3L,

三ノ宮，24.VIII.1973，斎藤，9L，栗原， 28.IX.1973,

斎藤；清川村lL，川弟川，8.V.1974，高橋；横浜市

排水溝から，九州では宮崎と鹿児島の両県の低地の小

流からそれぞれ採集された（高岡他， 1977）。本県で

は横浜市港南区の小流から採集記録がある。これまで，

9府県からしか報告のない希少種である。

分布本州，四国，九州．

10. Simulιum (Gomphostilbiα） shagαkii 
(RUBTSOV, 1962）クジツノマユブユ

Eusimulium shagαkii RUBTSov,1962, 

Die Fliegen der palαeαrktischen Region, 

Vol.14:305 

SimuliurγL shogakii：斎藤他， 1978:55.

Simulium shogakii：斎藤他， 1987:91.

本種は［BENTJNCK](1955）によりS sp. J-4と

して報告された種である。正垣 (1956）によると京都

市付近には比較的多く見られるが他の地方には少なく，

また，岡本 (1958）によると山陰地方でも発生数は極

めて少なくEつ散発的に見出される種であると述べて

いる。

本県においては南足柄市の潅紙用水路より採集され

5L，恩田，14.XI.1974，高橋，2L,2P，奈良町，14.XI. た。

1974，高橋；14L，氷取沢，6.II.1975，斎藤・ 厚木市： 南足柄市.16L.2P，関場，28.VII. 1977.斎藤．

6L, 3P，大沢， 21.v .1976，斎藤，箱根町；23L，宮／ 分布。全国．

下，8.X.1976，斎藤，7L,15P，俵石，8.X.1976，斎藤，

37L, 2P，仙石原，8.X.1976，斎藤，36L,3P，唐澗lし

8.X.1976，斎藤，15L,llP，片平，8.X.1976，斎藤；

津久井町，3L，上青根，29.X.1976，斎藤； lL，琴立

橋，29.X.1976，斎藤；湯河原町，lL，前木ノ川上流，

1.XI.1976，斎藤， 6L,lP，泉中沢， 1.XI.1976，斎

藤；南足柄市，6L,2P，関場，28.VII.1977，斎藤，横

須賀市，3L，武山，27.IX.1977，斎藤，横須賀市， 3L,

不動滝，I.X.1977，斎藤；三浦市，6L，松輪， 12.V.19

79，斎藤，津久井町，2L，大沢，13.VII. 1980，斎藤；座

間市，147L,8P，栗原，26.XII.1983，斎藤；横浜市，

118L. 5P，相沢，31.XII.1983，斎藤；川崎市：6L，永

福寺，15.I.1984，斎藤；Jll崎市。lL，生田緑地内，

5.IX.1992.佐藤．

分布 北海道，本州，四国，九州、｜．

9. Simulium (Gomphostilbiα） ogαtαi (RUBTS-

ov ,1962）オガタツノマユブユ

Eusimulium ogαtαi RuBTsov,1962, Die Fh 

egen der pαlαEαrktischen Region, Vol.14:305 

Simuliurγl ogαtαi：斎藤他， 1987:91. 

本種は京都から［BENTJNCK] (1955〕により， S. 

sp. J-13として報告された種である。京都では小さな

11. Simulium (Wilhelmiα） tαhαhαsii (RuBTROV, 

1962）ウマブユ

Wilhelmiαtαhα九αsiiRuvTsov, 1962, Die 

Fliegen der palαeαrktischen Region, Vol. 

14・411.

Simulium salopiense [BENTINCKJ, 1955 7. 

ウマブユ大矢他， 1961・36.
幼虫，踊は平地性の比較的大きな川幅1～5mの，緩

やかな川に棲息する。暖地に多い。発生量は非常に多

く，牛，馬，山羊を激しく襲い吸血し，人も襲うこと

もあると言う。著者らの最近の調査によると発生量は

極めて少なし 1950年代の棲患数に較べ激減してるよ

うに思われ，分布は散発的である。減少した原因につ

いては現在皆目見当がつかなし、

分布本州，四国，九州．

12. Simulium COdagmiα）αokii (T AKAHASJ, 

1941)アオキツメトゲブユ

Odαgmiααokii T AKAHASI, 1941, Insectα 

Mαtsumurα，15・86.

Simuliumαokii T AKAHASJ, 1941 緒方，

1954 100. 

Simuliumαokii 鈴木他， 1958. 10. 
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アオキツメトゲブユ。大矢他， 196136. 

アオキツメ トゲブユ 斎藤他，1973 277. 

S. aok. 斎藤他， 1978: 55. 

Simuliumαokii 斎藤他， 1987: 91. 

本種は Sαrαhαωαe,S. nαcojαpiと共に日本

において，主に平地で人を襲う代表的な種類である。

幼虫，踊は全国的に広く平地から山脚にかけて分布し，

幅lm内外の清流に Sαrαkawae, S. suzukiiな

どと混棲し，多数発生して付近の人々を苦しめるo成

虫は人を激しく襲う他，牛， 馬をも吸血する。成虫の

出現は1年中見られるが，特に春から初夏にかけ最盛

活動を示す。本県においても平地から山脚にかけ広い

範囲に棲息が見られた。

伊勢原市20L,6P，三／宮，21.VI. 1973，斎藤，：38

L，三／宮，24.VIII. 1973，斎藤，llL，栗原，28.IX. 

1973，斎藤，秦野市185A，大秦野コールフ場内，3.VI. 

1975，斎藤 ・大利；厚木市17L,5P，大沢，21.v. 19 
76，斎藤；松田町・2L,2P，中津川， 22.X. 1976，斎

藤；小田原市 3P，白糸川I,1. XL 1976，斎藤；南足柄

市.36L,30P，関場，28.VIL 1977，斎藤；lL，地蔵堂，

28. VIL 1977，斎藤，藤野町・9L,lP，栃谷，23.VIII. 

1979，斎藤，：4L，落合，23.VIII. 1979，斎藤；lP.上沢

井，23.VIII. 1979，斎藤，

分布．北海道，本州，四国，九州．

13. Sirγwlium (Odα.gmiα） iwαteηse (SHIRAKI, 

1935）ツメ トゲフボユ

Odαgmiαiwαtensis SHIRAKI, 1935, Mem. 

FαCo Sci. Agric. T，αihoku Imp. Univ. , 16:40. 

幼虫，踊は低地から山政l地帯にかけやや広い，流れ

の比較的緩やかな川｜に発生する。成虫は大型で，牛，

馬を好んで吸血するが，多発地帯でも人を襲った例は

ないと言う。 本邦では広島県より以西および四国，九

州から記録がない。本種は北方系の種であると思われ

る。

本県では秦野市の山脚地帯から採集された。

S. iwa：斎藤他， 1978 55. 

Simulium iwαtense 斎藤他， 1987 91. 

秦野市 lA，大秦野ゴルフ場内， 3.VI.1975 

斎藤 ・大利．

分布ー北海道，本州．

14. Simulium ( Odαgmiα） oitαnum (SHIRAKI, 

1935）オオイタツメトゲブユ

OdαgmiαoitαπαSHIRAKI, 1935, Mem. Fαc. 

Sci. Agric. Taihoku Imp. Univ. , 16 37. 

62 

Sirγwlium oitαnα[BENTINCK], 1955 10. 

本種は素木得一博士により大分県において採集，記

載された種類である。正垣 (1954）や［BENTINCK]

(1955）によると s.αokiiは本種の synonymで
あると言う。また，緒方他 (1956）が採集した標本を

原記載と比較検討した結果全て S.αokiiの記載と

一致したと述べている。本県からは［BENTINCK]( 1 

955）の報告のみである。

15. Simulium (Gnus) bidentatum (SH!RAKI,19 

35）キアシツメトゲブユ

OdαgmiαbidentatαSHIRAKI, 1935,Mem. Fac. 

Sci. Agric. T，αihoku Imp. Univ., 16 . 34. 

Simulium bidentαtum (SHIRAKI) : [BENIN 

CK], 1955 . 11. 

キアシツメトゲフ。ユ大矢他， 1961 36. 

Simulium bidentαtum：中村他， 1976 33. 

Simulium bidentαtum：福島他， 1976373. 

Simulium bidentαtum 中村他， 1978:209. 

Simulium bidentαtum 斎藤他， 1987: 91. 

西日本において多数発生し，幼虫，嫡は低地の小流

に多く分布するが，山間地帯でも普通の種類である。

九州地方では人畜を良く整吸い動物寄生性オンコセ

ルカのフィラリア幼虫の自然感染が確認されている

(TAKAOKA, 1989）。成虫は夏から秋にかけて最盛活動

期をもっ。本県においては山脚地帯から平地にかかる

小JI［から採集された。

伊勢原市lL，三ノ宮，21.VI.1973，斎藤，厚木市：21

L,4P，大沢，21.V.1976，斎藤，松田町lL，中津川，

22.X.1976，斎藤，湯河原町 2L，泉中沢， 1.XI.

1976，斎藤 1 藤野町： 4L，栃谷， 23,VIII.1979, 

斎藤；72L,19P，落合，23.VIII. 1979，斎藤，：61L,2P,

上沢井，23.VIII. 1979，斎藤；津久井町.2L,2P.大沢，

13. VII. 1980，斎藤，座間市17L，栗原，26.XII. 

1983，斎藤．

分布本州，四国，九州

16目 Simulium(Gnus) nαcojαpi SMART, 1944 

ニッポンヤマブユ

OdagmiαJαpanicαSHIRAKI, 1935, Mem. Fαc. 

Sci. Agric. T，αihoku Imp. Univ., 16:45. 

ニッポンヤマフーュ 大矢他， 1961・36.

本種の幼虫，摘は低地の小川にSαokii,S.αrα 

hαωαe等と混棲している。成虫は黒色，小型のフーュ

で非常に激しく人を襲う。特に関西，北陸地方では大

発生して住民を苦しめる種類である。山陰地方では



Sαokiiと共に人吸血性を有する代表的な種類であっ

て，夏から秋にかけては本種による被害が最も多くE

つ甚だしい。本県においては厚木市及川から採集記録

均〉ある。

分布本州，四国，九州、｜．

17. Simulium (Simulium）αrαhαωαe MATSU MU 

RA, 1921 ヒメアシマダラブユ

Simulium arαhαωαE MATSUMURA, 1921，大

日本害虫全書（後編） 85. 

Simulium veπus tum 正垣， 1954 55. 

SimuliumαrαhαωαE MATSUMURA [BEN 

T!NCKJ. 1955 11. 

Sirγiulium venustum 鈴木他， 1958: 10. 

ヒメアシマダラフーュー大矢他， 1961 36. 

SimuliumαrαhαωαE OGATA et TANAKA, 

1975 109. 

S. ara. 斎藤他， 1978: 55. 

Simulium arαhαωαe 斎藤他， 1987 91. 

本種は， Sαokiiと共に広く本邦各地に分布し，

発生量も多く，人を襲う平地性の普通の種類である。

うるさく人に集るが，人以外に牛及び馬も好んで吸血

する。成虫の活動は東京では秋に多く， 11月に最盛活

動を示す。幼虫は平地の小Jllや濯概用水路に多く発生

するが，山地にもしばしば発生する。本県では伊勢原

市の山胸！地帯に散発的に発生が見られた。

伊勢原市2L，三／宮，21.VI. 1973，斎藤， 16L，三

ノ宮，24.VIII. 1973，斎藤， 12L，栗原，28.IX. 1973, 

斎藤．

分布北海道，本州，四国，九州．

18. Simulium (Si1γwlium) jαponicum MATSU・ 

MURA, 1931 アシマダラフユ

Simulium jαponicum MATSUMURA,1931，日

本昆虫図鑑 407.

Simulium jαpoηicum 中村他， 1976 33. 

Simulium lαpoηicum 福島他， 1976: 373. 

Simulium jαponicum ・中村他， 1978. 209. 

Simulium jαponicum:POINAR et SAITO, 19 

79 147. 

S. jap. 斎藤他，1978・55.
Simulium lαponicum 斎藤他， 1987 91. 

本邦の山地に広く分布する代表的な山地性の種類で

ある。幼虫は黒色で甚だ大型で，渓流中の岩石や植物

に多数密集吸着している。北海道や奄美大島では激し

く人を襲うと言われているが本州での被害は余り知ら

れていない。山陰地方で＝は山間部に広く分布し，幼虫

は春期には比較的低い所でも採集が出来る。特に， 3 

月には水量豊富な急流で優位を占めているが，夏期に

は平地には極めて少なくなり，大山の高い所に多く見

られると言う。 本県においては県西部の山地に多いが，

相模川以東では極めて少ない。

秦野市161L，水無川，29.I. 1973，斎藤，伊勢原市

23L，三ノ宮，21.VI. 1973，斎藤，：9L，三ノ宮， 24.

VIII. 1973，斎藤；3L，栗原，28.IX. 1973，斎藤；清

川村： 47L, SP，川弟川，8.V. 1974，高橋；136L,11 

1谷太郎川，8.V. 1974，斎藤，4L,lP，谷太郎川上

流，8.V. 1974，斎藤，秦野市lA，大秦野コソレフ場

内，3.VI. 1975，斎藤・大利，厚木市・55L，不動尻，

21. V. 1976，斎藤，31L大沢， 21.v. 1976，斎藤，山
北町9L,4P，西沢堰堤上，7.IX. 1976，斎藤，118L,

4P，悪沢，7 IX. 1976，斎藤，14L,3P，箱根沢， 7.

IX, 1976，斎藤， 84L，箸沢，7.IX, 1976，斎藤，：23L,

西沢と東沢の出合下，7.IX, 1976，斎藤，165L，西沢

と東沢の出合， 7.IX. 1976，斎藤，SOL,2P，笹子沢，

4. X. 1976，斎藤， 109L，火打橋， 4.X. 1976，斎藤，

南足柄市22L,7P，大雄町，7.V. 1976，斎藤，：22L,

明星橋，7.X. 1976，斎藤，松田町63L,lP，中津川，

22. X. 1976，斎藤，：27L,12P，寄，22.x. 1976，斎藤，
113L, 7P，杉ノ沢，22.x. 1976，斎藤，40L，寄沢，22.
x. 1976，斎藤；津久井町：105L,6P，小屋戸沢， 29.
x. 1976，斎藤， 86L,20P，上青根，29.x. 1976，斎
藤，116L.17P，横山沢，29.X. 1976，斎藤，97L，平丸

29. X. 1976，斎藤，144L，湯口川，29.X. 1976，斎藤，

86L, lP，梶ケ原，29.X. 1976，斎藤，151L,30P，荒

井沢，29.X. 1976，斎藤，32L，琴立橋， 29.X. 1976, 

斎藤，69L,14P，西沢橋， 29.X. 1976，斎藤，湯河原

町.lL，藤木／川上流， 1.XI. 1976，斎藤，7L,lP，不

動滝，1.XI. 1976，斎藤，：3L，千歳川，1.XI. 1976，斎

藤，3L,lP，泉中沢，1.XI. 1976，斎藤，小田原市6L,

3P，白糸川，1.XI. 1976，斎藤；南足柄市17L，関場，

28. VII. 1977，斎藤，横須賀市lL,3P，不動滝， l

X. 1977，斎藤，伊勢原市。190L，二重の滝， 19.VI 

II. 1979，斎藤，藤野町lL，栃谷， 23.VIII. 1979, 

斎藤，津久井町・78L,19P，大沢，13.VIL 1980，斎藤．

分布北海道，本州，四国，九州．

19. Simulium (Simulium〕 kαwam町田

MATSUMURA, 1921カワム ラアシマダラブユ

Simulium hαωαmurαE MATSUMURA, 1921, 

大日本害虫図説。 787.
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Simulium kαωαmurae 中村他， 1976 33. 22. Simulium (Simulium) suzukii RuB’rsov, 

Simulium hαωαmurae 中村他， 1976 209. 1963スズキアシマダラ ブユ

S. kaw目 斎藤他， 1978 55. 

Simulium kαωαmurae：斎藤他， 1987 91. 

発生数の少ない高地性の種類である。幼虫，摘は山

間の水量豊富な川で最も流れの早い所に棲息する。雌

成虫と幼虫は s. Jα.ponicumに非常に酷似した種
類で判別は困難であるが雄成虫と踊では容易に識別し

得る。

本県においては県西部の山地に棲息が見られた。

山北町・7P，西沢堰堤上，7.IX. 1976，斎藤，2P，帯沢，

7. X. 1976，斎藤，lP，西沢と東沢の出合，7.IX. 19 

76，斎藤，2P，笹子沢，4.x. 1976，南足柄市lP，大
雄町， 7.X. 1976，斎藤；松田町・6P，杉ノ沢， 22.X. 

1976，斎藤，湯河原町lP，泉中沢， 1.X. 1976，斎藤，

南足柄市9P，関場，28.VII. 1977，斎藤．

分布。本州，四国，九州

20. Simulium (Simulium) nikkoense SHIRAKI, 

1935オオアシマダラブユ

Simulium nikkoense SHIRAKJ, 1935, Mem. 

Fαc Sci. Agric. T，αihoku Imp. Univ., 16 

77. 

Simulium nikkoense ：斎藤他， 1987 91. 

非常に発生数の少ない種類である。幼虫，嫡は s
uchidαlと混棲し，非常に小さな流れから採集され

る。

本県においては秦野市角ヶ谷戸から採集記録がある。

分布．北海道，本州，四国，九州．

21. Simulium (Simulium) rufibαsis BRUNETT!, 

1911 アカクラアシマダラフユ

Simulium rufibαsis BRUNETTI, 1911, Res. 

In diαη Mus. , 4 : 283. 

Simulium rujibαsis 中村他， 1978 209. 

Sirγwlium suzukii RuBTsov, 1963, Die Fli-

egeηder-pαlαeαrktischen Region, Vol. 14 

525. 

クロアシマダラフーユ 大矢他，1961: 36. 

Simulium suzukii 中村他， 1976 33. 

Simulium suzukiι 中村他， 1978. 209. 
S. suz. 斎藤他， 1978 55. 

本種は以前 Simulium (Simulium) tuberosu-

m LUNDSTROM, 1911, クロアシマダブユと呼ばれ

ていた種である。自南は S.rufibαsisに似て殆ど区別

しがたい。成虫では明瞭に識別し得る。幼虫，摘は

S. arαhαωαe, S. αokiiと混棲しているが，両種

よりやや上流性である。山地に広く分布し，人吸血性

である。徳本 (1953）は金沢地方の水団地帯で人を襲

うのは殆ど本種であると言う。しかし 山陰地方では

人を襲う個体数は少ないと言う。本県においては平地

より山脚地帯に多い。

伊勢原市13L，三／宮，24.VIII. 1973，斎藤，13L,

栗原，28.IX.1973，斎藤；南足柄市14L,8P，大雄町

7 .X.1976，斎藤，49L,15P，明星橋，7.X.1976，斎藤；

津久井町.llL，横山町，29.X.1976，斎藤；湯河原町，

lL，泉中沢，I.XI.1976，斎藤；南足柄市lL，関場，28

VII.1977，藤野町：51L,5P栃谷，23,VIII.1979，斎

藤，9L,1P，上沢井，23.VIII.1979，斎藤，津久井町

2L,1P，大沢，13.VII.1980，斎藤．

おわりに

神奈川県からはこれまで， 2属2H壷のブユの分布が

知られていた。今回，ミヤコオオフユProsimulium

kiotoense SHIRAKI, 1935が県下から新記録種として

追加され，本県には2属22種のブ、ユが分布することに

Simulium rufibαsis 斎藤他，1978 55. なる。

本種の踊は S suzukiiと殆ど区別出来ないが，

成虫では第7腹節腹板に明瞭な2剛毛東を有するので

容易に識別し得る。 山陰地方においては高地性の種類

で幼虫と踊は山間の比較的水温の低い小）｜｜でSouchi 

dai, S. subcostαtum, S. mie, S. suzukiiなど

と共棲が認められている。本県においては県西部伊勢

原市の山脚地帯から採集された。

伊勢原市 5L, lP，三ノ宮， 21.VI. 1973. 

分布 。北海道，本州，四国，九州．
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神奈川自然誌資料 04) : 67～ 72, Mar. 1993 

黒須コレクション中の神奈川県および

その周辺のチョウ類標本

高桑正敏・中村進一

Masatoshi TAKAKUWA & Shin-Ichi NAKAMURA: Butterflies 
of Kanagawa Prefecture and its Adjacent Areas Preserved 

in the Kurosu Collection 

1988年に故黒須正夫氏の昆虫標本遺品が神奈川県立 ジャコウアゲハ

博物館に寄贈された。いわゆるこの黒須コレクション ［神奈川県］湯河原町ー 2♂，城山， 3v. 1977 ' 
は総点数5300余個体，ほとんどすべてがチョウ類であ 1♂，鍛冶屋， 20.v. 1978，真鶴町： 5♂2♀，真
るが，その産地は日本国内のみならず台湾，フィリピ 鶴半島， 9.v. 1976, ［静岡県J1♂，熱海市日金山
ン，オーストラリア， ヨーロッノマ， jヒアメリカなどに 5. v. 1973 ; 2♀，同， 21.VIII. 1978 
及び，また時代的にも近年のものから戦前のものまで キアゲハ

含まれており， しかも約%は未整理状態のままであっ ［神奈川県］湯河原町 l♀，吉浜， 6 四 1974 ; 

た。 1♀，奥湯河原水源， 16.VIII. 1981，真鶴町・ 1♀，

今回ょうやく著者の1人である中村によりこれらす 真鶴半島， 15.lX. 1980，南足柄市 1♀，足柄峠，

べてが整理されるに至ったので，コレクション中の神 13. VIII. 1978，鎌倉市 1♀，稲村， 17.lX. 1978 

奈川県産およびその近隣地域のチョウ類標本について アゲハ

記録しておきたいと思う。神奈川県産の大部分は，黒 ［神奈川県］湯河原町： 1♂，湯河原， 5.VII. 1979 , 

須氏が1977年以降お住まいであった足柄下郡湯河原町 l♂，奥湯河原水源， 18.四.1978, ［静岡県］ 1♂， 

とその周辺のものであり，きわだって特記する種類は 熱海市日金山林道， 6.VII. 1980 

見あたらないが，これまでチョウ類の分布記録に乏し オナガアゲハ

かった地域だけに発表の意義は大きいものと考えられ ［神奈川県］湯河原町 1♂，広河原， 18.VI. 1978 ; 

る。 1♂，鍛冶屋， 26.VII. 1981，小田原市 1♂，根府

本文に先立ち，故黒須正夫氏のご冥福をお祈りする 川， 20.VII. 1980，藤沢市 l♀，相州片瀬， 7.VII. 

とともに，コレクションを神奈川県立博物館に寄贈さ 1934, ［静岡県J1♂，熱海市日金山， 21.v. 1978, 
れた幸枝夫人，ならびにその仲介の労を取られた横浜 ［東京都J1♂，高尾山， 16.v 1957 ; 1♂，多摩
国立大学の青木淳一教授には心からの感謝を申し上げ 御岳， 26.v. 1934 
る。また，幸枝夫人には採集データの確認についても クロアゲハ

お手を煩わせたことを申し添えたい。 ［神奈川県］湯河原町： 1♂，城山， 23.v 1978; 
以下に記録を掲げるが，種の配列ならびに和名は猪 l♂，湯河原水口圏， 12.VII. 1983 ; 1♂，湯河原天

又 (1990）に従った。学名はあえて表記する必要を認 野屋， 19.VIII. 1979 ; 1♂，湯河原， 22.四 1978 ; 

めないので省略した。また，ほとんどの採集者名が未 1♂，中沢林道， 29.VIII. 1982，真鶴町。 l♀，真鶴

記入であるが，これは標本に付されていたデータに従っ 岬， 19.lX. 1976，小田原市 1♂，根府川， 21.VII 

たためであり，実際には黒須正夫氏ご自身の採集にな 1980, ［静岡県J1♂，熱海市日金山， 15.羽 1978;

るものがほとんどと恩われる。 1♀，同， 21.v. 1978 ; 1♂， 熱海市泉， 14. lX. 
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1980 1978 ; 1♂，城山， 10.医.1978，真鶴町 1♂，真

モンキアゲハ 鶴山側， 8.X. 1978 

［神奈川県］湯河原町 l♂，水口園， 31.Vil. 1983 ; 奥湯河原水源の 2♂のうち 1頭は夏型であり，残り

l♂，中沢林道， 12.Vlll. 1979，真鶴町 l♂，真鶴 1頭は秋型であった。神奈川県内では1980年代以降，

半島， 9.v. 1976; 2♀，真鶴岬， 19.IX. 1976 ; 1 きわめて減少が著しし、。

♂，真鶴， 17.IX. 1984，箱根町・ l♂，箱根湯本， モンキチョウ

8. VI. 1975，小田原市： 1♂，キ却荷川， 21.Vil. 1980 ; ［神奈川県］湯河原町 1♂，湯河原， 3.VI. 1980 

1♀，同， 29.IX. 1979，藤沢市 2♂，相州片瀬， ツマキチョウ

17. Vil. 1934, ［静岡県J1♂，熱海市日金山， 16. ［神奈川県］湯河原町 l♂，奥湯河原， 15.IV. 19 

Vil. 1978 ; 1♂，同， 21.Vlll. 1978 79 ' 2♂，同， 29.IV. 1980 ; 2♂，湯河原， 29.IV. 

カラスアゲハ 1985 ; 4♂2♀，広河原， 14.v. 1978 ; 1平，同，

［神奈川県］湯河原町 l♂，鍛冶屋， 23.Vil. 1978 ' 19. v. 1985, ［静岡県J3♂2♀，熱海市日金山， 3.

1♂，吉浜， 7 四 1986; 1♂，水口園， 31.Vil. 19 v. 1978 ; 1♀，同， 21.v. 1978 ; 1♀，同， 5.v. 
83; 1♀，同， 7.珊 1983; 4♂，奥湯河原， 17. 1978, ［東京都J1♂，奥多摩氷川， 3.V. 1969 

Vlll. 1980 ; 1♀，湯河原， 29.Vil. 1984，真鶴町ー 2 モンシロチョウ

♂，真鶴半島， 9.V. 1976; 1♂，真鶴山手， 10. ［神奈川県］湯河原町： 1♂，奥湯河原水源， 22.Vil. 

Vlll. 1980, ［静岡県J1♂，熱海市日金山， 8.Vil. 19 1979 ; 1♀，同， 3.IX. 1978 , 1♂，門川， 26.Vil. 

79; 1♂，河津沼／Jll, 30. v. 1983, ［東京都］ 1 1978，真鶴町 l♀，真鶴， 8.X. 1978, ［静岡県］

♂，多摩御岳， 26.V. 1934, 1♂，高尾山， 16.V. 1♂，熱海市日金山， 5.v 1978 ; 1♂，同， 16
1957 ; 1 !f.，多摩市多摩センター， 29.v. 1977 Vil. 1978; 1♂，日金山林道， 2.Vil. 1978 

アオスジアゲハ スジグロシロチョウ

［神奈川県］湯河原町 1♂，広河原， 18.VI. 1978 ; ［神奈川県］湯河原町 1♂，城山， 28.IV. 1978 ; 

1♂，根府川， 20.Vil. 1980 ; 1♂，吉浜， 5.医 19 2♂，広河原， 15.VI. 1978 ; 1♂1♀，湯河原， 1

83; 1♀，奥湯河原水源， 18.Vlll. 1978, ［静岡県］ Vil. 1984 ; 1♂，奥湯河原水源， 3.IX. 1978 ; 3♂， 

l♂，熱海市白金山， 18.羽 1978 同， 3.IX. 1978, 真鶴町 1♂， 真鶴半島，9.V. 

ヒメシロチョウ 1976，箱根町： 1♀，箱根町芦ノ湖畔， 1.Vlll. 1977, 

［静岡県？J 1頭，富士山， 28.v. 1933; 1頭，富 黒須はな子，厚木市； 2♂，七沢温泉， 4.IV 1977, 

士， 6.VI. 1933 逗子市 1♂，逗子， 29.VI. 1975, ［静岡県］ 3♂ 

キチョウ 1♀，熱海市日金山， 3 v. 1978 ; 1♂，同， 12
［神奈川県］湯河原町 。1♂，奥湯河原， 22.IV. 19 Vil. 1981 ; 2♂，日金山林道， 6 Vil. 1980 1♂， 

79' 1♂，同， 6四 1978; 1♂，同， 8.X. 1984; 河津七滝， 3.X. 1982, ［山梨県J1♂，八千代郡上

2♂，広河原， 18.VI. 1978 ; 4♂，鍛冶屋， 23.Vil. 九一色村， 10.Vil. 1977, ［東京都］ l♀，高尾山，

1978 ; 1♂，同， 26.Vil. 1981 ; 1♂，湯河原， 5 Vlll. 1933 

四 1985; 1♂，奥湯河原水源， 16.四 1981，真鶴 ウラギンシジミ

町： 1♂，真鶴， 17.IX. 1984; 1♂，真鶴山側， 8. ［神奈川県］湯河原町。 2♂1早，奥湯河原水源， 3

X. 1978，箱根町 I♀，箱根湯本， 8 VI. 1975, IX. 1978 ; 1♂， 湯河原， 5.lX. 1983 ; 1♂， 同，

南足柄市 2♂，足柄峠， 13.Vlll. 1978, ［静岡県］ 24.医 1984; 1♀，同， 12.Vlll. 1984 ; 1♂，湯河

1♂，熱海市日金山， 5 v. 1978 ; 1♂， 同， 16. 原コぷルフ場， 5. IX. 1983 ; 4♀， 万葉公園， 3 xn. 

Vil. 1978 ' 1♀，同， 16.Vil. 1978 ' 1♀，同， 21. 1978，鎌倉市 l♂，稲村， 14.医.1978, ［静岡県］

祖。 1978,2♂，同， 27.Vlll. 1978 ; 1♂，河津七泡 2♂，熱海市日金山， 26.Vlll. 1978 ' 6♂l♀，同，

4. X. 1982, ［山梨県J1♂，八千代郡上九一色村， 27.四.1978 ; 2♂，同， 11.X. 1978; 1♀，同， 5

10. Vil. 1977 v. 1978 ; 1♀，熱海， 23.IV. 1934; 2♂，河津七
ツマグロキチョウ 滝， 3.x. 1982 ; 1♀，川奈， 7.x 1982 ; 3♀， 
［神奈川県］湯河原町： 2♂，奥湯河原水源， 6 咽 伊豆下回， 23.x. 1974 
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ムラサキシジミ

［神奈川県］湯河原町： 1♂2♀，水口園， 12.vn. 

1983 ' 1♂，同， 29.vm. 1983 ; 3♀，同， 10.vn. 
1983 ' 2♀，同， 25.vn. 1983 ; 1♀，同， 7.四 19
83 ; 1♀，同， 12.珊.1984 ; 1♀，同， 1.X. 1983, 

［静岡県J1♂，河津七滝， 4x. 1982 ; 1♂1♀， 
伊豆熱川， 26.刃.1978 

ウラゴマダラシジミ

［静岡県J1♂，河津沼ノ川， 30.v. 1983 
伊豆半島南部では記録が少ない種である（高橋， 19

64；他）。

ウラナミアカシジミ

［東京都J2♂，世田谷区成城， 8.VI. 1933 

オオミドリシジミ

［神奈川県］湯河原町・ l♀， 水口園農道， 5. vn 
1982 

小田原市の低地を除く箱根山塊では従来ほとんど記

録がなく，上記の採集例は注目に値する。湯河原町か

らは初めての記録と恩われる。

トラフシジミ

［静岡県J1♂，熱海市日金山， 5.V. 1978, ［静岡

県？］1♀， 富士山， 28.V. 1933 

コツノてメ

［神奈川県］湯河原町： 1♂，奥湯河原水源， 14.IV 

1985, ［静岡県J1頭，伊豆，10.v. 1934 
ベニシジミ

［神奈川県］湯河原町 1♂，湯河原町城山， 12.V. 

1978 ; 1♂，奥湯河原水源， 21.VI. 1982 ; 1♂，鍛

冶屋， 2.vn. 1978 , 1♂，水口園， 9.vm. 1981; 1 
k 湯河原， 24.IV. 1981; 1♀，同， 29.IV. 1985; 

l♀，同， 16.VI. 1984, ［静岡県J1♂，熱海市白

金山， 3.v. 1978 ; 2♂，同， 8.vn. 1979 ; 2♂， 

同， 16.vn. 1978 ; 1♀，同， 5.v. 1978 ' 1♀，同，
18. VI. 1978 ; 1♀，同， 16.vn. 1978 ; 2♂， 白金
山林道， 6.vn. 1980 ; 1♂，伊豆熱川， 26.刃 1978,

［山梨県J1♂，八千代郡上九一色村， 10.vn. 1977 

ウラナミシジミ

［神奈川県］湯河原町 1♂，奥湯河原水源， 6.vm. 

1978 ; 6♂1♀，同， 3.医.1978 ; 1♀，門川， 3

3任 1978; 1♀，水口園， 1.x 1983，真鶴町 12 
♂4♀，真鶴， 8.X. 1978, ［静岡県J1♀，熱川，

26. ｝江 1978

ヤマトシジミ

［神奈川県］湯河原町： 1♂，城山， 29.IV. 1978 , 

3♂，同， 12.V. 1978; 1♀，同， 3.V. 1977; 1 

♂，湯河原， 19.v. 1985 ; 1♂，同， 16.VI. 1984 ; 
l♂，同， 11.X. 1987; 1♂，同， 16.IX. 1979; 

1♂，同， 21.vn. 1978 ; 6♂3♀，鍛冶屋，20.V. 
1978 ; 1♂，同， 2.vn. 1978 ; 1♀，同， 6.v 19 
79 ; 1♀，奥湯河原， 10.IV. 1983; 5♂，奥湯河原

水源， 18.四.1978 ; 1♂，門川， 3.刃.1978 ; 1♂， 

万葉公園， 3.XII. 1978 ; 1♀，城堀， 26.v. 1978, 
真鶴町.1♂，真鶴， 3.vn. 1979 ; 2♂1♀，同， 8.
X. 1978; 1♂，同， 10.IX. 1976 ; 1♂l♀，真鶴

山手， 10.四.1980; 5♂3♀，真鶴岬， 19.IX. 19 

76，南足柄市・ 1♂1♀，足柄峠， 13.四.1978，秦

野市 2♂2♀，秦野， 12.医.1976，逗子市： 1♂， 

逗子， 29.VI. 1975, ［静岡県J1♂，熱海市日金山，

3. V. 1979; 1♂，同， 5.v. 1978; 2♂，同， 21.
v. 1978; 2♂1♀，同， 16.vn. 1978 ; 1♂3♀， 
同， 12.vn. 1981 ; 1♀，同， 8.vn. 1979 ; 1♀，同，
11. X. 1978; 2♀，日金山林道， 6.vn. 1980 ; 1♂， 
伊豆妻良， 27.v. 1984, ［山梨県J1♂， 昇仙峡， 6

X. 1976 

ツノミメシジミ

［神奈川県］湯河原町・ 1♂，湯河原， 1.vn. 1984 , 
I♀，城山， 10.IX. 1978 ; 1♂1♀，鍛冶屋， 20.

v. 1978; 1♂，水口園， 7 四 1983 ; 1♂，奥湯
河原， 6.vm. 1978，川崎市・ 1♂，麻生区新百合ケ
丘， 5.VI. 1977，秦野市： 1♂，秦野， 12.IX. 1976, 

［静岡県J1♂，熱海市日金山， 16.vn. 1978 , 2♂， 
同， 21.vm. 1978 
jレリシジミ

［神奈川県］湯河原町： 3♂，奥湯河原， 15.IV. 19 

79 ; 1♂， 同， 6 咽.1978 ; 1♂， 奥湯河原水源，

16.四 1981 ; 1♀，同， 3.IX. 1978 ; 1♂，広河原，

14. v. 1978 ; 1♂，同， 18.VI. 1978 ; 1♂，湯河
原， 16.VI. 1984 ; 1♀，同， 12.四 1984; 5♂， 

鍛冶屋， 2.vn. 1978 ; 1♂1♀，同， 23.vn. 1978 ; 

1平， 同， 26.vn. 1981 ; 1♂2♀，城山， 10.IX. 
1978 ; 1♀，水口園， 7.VIll. 1983 ; 1♀，同， 5.IX. 

1983，真鶴町： 1♂，真鶴， 8 X. 1978 ; 1♀， 同，

17. IX. 1984, ［静岡県J1♂1♀，熱海市日金山， 5

v. 1978; 2♂，同， 16.vn. 1978; 2♀，同， 6.vn 

1980 ; 1♀，同， 8.vn. 1979 

テングチョウ

［神奈川県］湯河原町： l♂，奥湯河原， 22.IV. 19 

79 ; 2♂，同， 21.VI. 1982 ; 1♂，湯河原， 1.vn. 
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1984 ; 1♀，同， 16.VI. 1984, ［静岡県］ 2♂，熱 1♀，奥湯河原水源， 16.四 1981 ; 1♂，同， 3

海市日金山， 18.VI. 1978 ; 1♀，同， 16.VII. 1978 ; 区 1978; 2♀，水口園， 29.咽。 1983，真鶴町。 1

1♂，河津七滝， 4 X. 1982 ♀， 真鶴山手， 16.VI. 1980 ; 2♀，同， 10.四. 19 

アサギマダラ 80; 1♀，真鶴岬， 19.IX. 1976，南足柄市 1♂， 

［神奈川県］箱根町・ l♂， 箱根芦ノ湖畔， l vm. 足柄峠， 13.四.1978, ［静岡県］ l♂，熱海市白金
1977，黒須はな子 山， 3.v. 1978; 1♂，同， 16.VII. 1978 ; 1♀，同，
コヒョウモン 21.四.1978; 1♂，日金山入口， 21.V. 1978, 1♀， 

［山梨県J1♂，八千代郡上九一色村， 10.VII. 1977 川奈， 7x. 1982 ; 1♂，伊豆妻良， 27.v. 1984; 
ウラギンスジヒョウモン 2♀，河津沼／川， 30.v. 1978, ［東京都］ l♂， 
［静岡県J2♂，熱海市日金山林道， 2 VII. 1978 ; 奥多摩氷川， 3.v. 1969 
1♂，同， 6.VII. 1980 ホシミスジ

ミドリヒョウモン ［山梨県J2♂l♀，八千代郡上九一色村， 10.VII 

［神奈川県］湯河原町 1♀，湯河原， 19.VII. 1983 1977 

上記は1983年の記録だが，この年には神奈川県内の サカハチチョウ

広い地域にわたって本種が記録されている。湯河原町 ［静岡県J2♀，河津沼ノ川， 30.v. 1983 
からの過去の記録は見あたらなし、。 キタテハ

クモガタヒョウモン ［神奈川県］湯河原町 1頭，吉浜， 6vm. 1974, 
［静岡県J1♀，河津七滝， 3.X. 1982 1頭，湯河原， 14.医 1980, ［静岡県］ l♂，熱海

盛夏ないし秋期の採集例は少なし、。 市白金山， 3.V. 1979, 2頭，熱海市泉入口， 12

ウラギンヒョウモン VII. 1978 ; 2♂，河津七滝， 4 x 1982 ; 1頭，川
［山梨県J2♂，八千代郡上九一色村， 10.VII. 1977 奈， 7 X. 1982 
イチモンジチョウ ヒメアカタテハ

［神奈川県］湯河原町： 2♂，湯河原， 15.VI. 1978; ［神奈川県］湯河原町： 1 頭，城山， 10.医 1978, 

1♂，同， 16.羽 1984; 2♀，同， 12.vm. 1984 ; ［静岡県J1♂1♀， JI I奈小室山， 7.X. 1982 
1♀，奥湯河原水源， 21.VI. 1982 ; 1♂l♀，同， ルリタテハ

16.四.1981 ; 1♂，水口園， 25.VII. 1983; 1♂， ［神奈川県］湯河原町・ 1♀，湯河原， 4 医 1980, 

同， 7.vm. 1983 ; 1♂1平，鍛冶屋， 26.VII. 1981 ; ［静岡県J1♂，熱海市日金山林道， 2.VII. 1978 
l♂，不動滝， 24.vm. 1980，真鶴町： 1♂，真鶴山 スミナガシ

手， 10.咽.1980, ［静岡県J1♂， 熱海市日金山， ［神奈川県］湯河原町 l♂，奥湯河原水源， 16.V. 

21. vm. 1978 ; 1♂，同， 26.四 1978; 1♂，同， 1981

21. vm. 1978; 1♀，同， 16.VII. 1978 ; 1♂，日金 本種の第l化個体は神奈川県では少ないものである。

山登山口， 12.VII. 1981, ［山梨県］ 1♂，八千代郡 小田原・箱根地方では採集例もそれほど少なくなく，

上九一色村， 10.VII. 1977 また最近真鶴半島でも発見されたが（高桑， 1992),

アサマイチモンジ 湯河原町ではこれまで記録がなかったようである。

［神奈川県］湯河原町： 1♂，広河原， 15.VI. 1978 ; コやマダラチョウ

1♂， 同， 16.VI. 1978 ; 1♂，水口園， 29.vm. 19 ［神奈川県］小田原市・ l♀， 4印有川， 23.IX. 1979 , 
83; 1頭，奥湯河原水源， 6.vm. 1978; 1♀，同， 22. 1♀，同， 29.医 1979, ［静岡県］ 1♂，熱海市日
四.1980 金山登山口， 26.咽。 1978

小田原・箱根地方からは生息が知られていたが，過 ヒメウラナミジャノメ

去の湯河原町からの記録は見あたらないようである。 ［神奈川県］湯河原町： l頭，鍛冶屋， 6.V. 1979, 

コミスジ 1 頭，同， 20.V. 1978; 3頭，城堀， 26.V. 1978; 

［神奈川県］湯河原町 l♂2♀，鍛冶屋， 20.v. 1頭，奥湯河原水源， 22.VII. 1979 ; 1頭，門川， 22.
1978 ; 1♀，広河原， 15.VI. 1978; 1♂1♀，湯河 VII. 1978 ; 1 頭，水口園， 25.VII. 1980 ; 1頭，門川，

原， 5.vm. 1985 ; 1♂1♀，同， 12.四 1984; 1♂ 5四 1978; 1頭，宮下， 5.四 1978; 1頭，城山，
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10. IX. 1978，箱根町 1頭，箱根， VI.1979，小田 26.四 1973, ［静岡県J2♂，熱海市日金山登山口，

原市 1頭，根府川，20.VII. 1980，真鶴町 3頭， 26. Vlll. 1978 ; 2♂l♀，多摩センター， 29.V. 1977 

真鶴半島， 9.v. 1976 ; 1頭， 真鶴， 10.医 1976; ヒメ ジャノメ
1頭，同， 10.x. 1978，南足柄市 2頭，足柄峠， ［神奈川県］湯河原町ー l♀，奥湯河原水源， 17.Vlll 

13.咽 1978，秦野市・ l頭，秦野， 12.IX. 1976, 1980，秦野市 l♂l♀，秦野，12.IX. 1976 

川崎市ー 3頭，麻生区新百合ケ丘，5.VI. 1977, ［静 コジャノ メ

岡県JliiJl，熱海市日金山， 4.v. 1978; 2頭，同， ［神奈川県］湯河原町 2♂，城山，3 v 1977 . 

21. v. 1978 ; 1♂1♀， 同， 16.VII. 1978 ; 1頭， l♂，同， 12.V. 1978; 1♂， 水口嵐 7.VII. 1983 ; 

同， 21.四 1978; 1頭，伊豆妻良， 27.v. 1984, 1♂，同， 7.Vlll. 1983 ; 1♂2♀， 奥湯河原， 17.
［東京都J2頭，多摩市多摩センター， 29.v. 1977 Vlll. 1980. 1♂，奥湯河原水源， 18.Vlll. 1978 ; 1♀， 
ジャノメチョウ 同， 3医 1978; 2♂，湯河原， IX.1981 ; 4♀， 

［神奈川県］湯河原町； l♀，城山 24.Vlll. 1980 ; 広河原， 3.VI. 1978 ; 1♀，鍛冶屋，20.v. 1978. 

2♀，同， 10.医 1978 真鶴町 l♀，真鶴山手， 16.VI. 1980，箱根町ー 1

ヒカゲチョウ ♂，箱根湯本， 8.VI. 1975, ［静岡県J1♀，熱海市

［神奈川県］湯河原町： 2♂，門Jll, 7. VII. 1978, 日金山， 16.VII. 1978 ; 1♂，同， 21.Vlll. 1978 ; 3 

真鶴町： 1♂，真鶴山手， 10.四 1980; 1♂，真鶴 ♂2♀，日金山入口， 21.v. 1978 ; 1♀， 日金山林
半島，15.IX. 1980, 逗子市 2♂，逗子， 29.VI. 道， 6.VII. 1980 , 1♀，河津沼ノJll.30. V. 1983; 

1975，川崎市： 2♂，麻生区新百合ケ丘，5.VI. 1977. 3♂，伊豆妻良， 27.V. 1984, ［東京都］ 1♀， 多

［静岡県J3♂4♀，熱海市日金山， 16.VII. 1978 , 摩市多摩センター， 29.V. 1977; 2♂，高尾山，16.

1♀，河津奥谷津，28.v. 1983 ; 1♀，河津沼ノ！｜｜， V. 1957 

30. v. 1983, ［山梨県］ 1♂，八千代郡上九一色村， ダイミョウセセリ

10. VII. 1977 ［神奈川県］湯河原町 3♂，鍛冶屋， 20.v. 1978; 
クロヒカゲ l♂，同， 26.VII. 1981 ; 1♂，門J11, 26. VII. 1978 , 

［神奈川県j湯河原町ー 1♂，門川， 7 VII. 1978 ; 2♂，水口園，7.四 1983; 1♀，同， 5.IX. 1983; 

1♂，奥湯河原水源， 17.Vlll. 1980; 1♂l♀，鍛冶 l♂，奥湯河原水源， 17.四.1980 ; 1♀，同， 16

屋， 26.VII. 1981 , 1♀，水口園， 25.VII. 1983 , 2 Vlll. 1981 ; 1♂，奥湯河原， 8.x 1980 ; 1♂，湯
♀， 中沢， 12.Vlll. 1979. 1 －＇？， 湯河原， 13.Vlll. 19 河原コ守ルフ場， 5.医 1983 ; 1♂1平，城山， 10. 

84，真鶴町.2♂，真鶴， 19.IX. 1976，小田原市 医 1978, ［静岡県J6♂，熱海市白金山， 21.V. 19 

1♂，根府川， 20.VII. 1980, ［静岡県］ 1♂，熱海 78 ; 1♂， 同， 18.VI. 1978 ; 1♂，同， 26.咽 19 

市白金山， 16.VII. 1978; 1♀，河津沼ノ川， 30.V. 78; 2♂，伊豆妻良，27.v. 1984 

1983, ［東京都J1♀，多摩市多摩センター，29.v ミヤマセセリ
1977 ［神奈川県］湯河原町 ll♀，鍛冶屋，20.v. 1978. 

ヒメキマダラヒカゲ ［静岡県 ？J 1♂，富士山， 28.v. 1933 

［静岡県J1♂1♀，熱海市日金山， 16.VII. 1978 ホソパセセリ

ヤマキマダラヒカゲ ［神奈川県］湯河原町 2♂，鍛冶屋， 23.VII. 1978, 

［神奈川県］湯河原町 ：1♂，土肥， 1.Vlll. 1980 1♀，水口園， 25.VII. 1983 

ラベルには“湯河原，自宅”と記されていた。神奈 コチャパネセセリ

川県ではブナ帯またはそれに接した山地に生息が知ら ［神奈川県］湯河原町 .1♂，鍛冶屋， 23.VII. 1978; 

れているもので，海岸に近い上記の記録はかなり珍し 7♂，奥湯河原水源， 16.Vlll. 1981, Jll崎市 1♀， 

麻生区新百合ケ丘，5.VI. 1977, ［山梨県J1♂，八

サトキマダラヒカゲ 千代郡上九一色村， 10.VII. 1977, ［東京都J2♂， 

［神奈川県］湯河原町： 1♂，湯河原コやルフ場，5. 多摩市多摩センター， 29.v. 1977 
医 1983，真鶴町： l♂，真鶴山手， 16.VI. 1980 , へリグロチャパネセセリ

l♂，同， 10.Vlll. 1980，箱根町 1♂，箱根湯本， ［山梨県J1♂，八千代郡上九一色村， 10.VII. 1977 
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コキマダラセセリ

［山梨県J1♂，八千代郡上九一色村，10.VII. 1977 

ヒメキマダラセセリ

［神奈川県］湯河原町 ：1♂，水口園， 19.V. 1985, 

I♂，同， 7.Vlll. 1983 , 1♂，同， 11.Vlll. 1986 , 1 

♂，同， 5 医 1983, 3♂，広河原， 3 羽 1978 ; 

2♂，同， 15.VI. 1978; 2♂，湯河原， 5羽 1983,

l♂，同， 16.羽 1984; 1♂，同，1.VII. 1984 ; 2 

♂，同， 12.咽 1984; 1♂， 奥湯河原， 21.VI 19 

82 ; 1♂，同， 7.IX. 1980 , 3♂，奥湯河原水源， 6

四 1978; 1♂，城山， 24.Vlll. 1980 ; 1♂，湯河原

中沢， 12.Vlll. 1979 ; 1♂，大観山， 12.1唖 1983, 

南足柄市 2♂，足柄峠，13.VIII. 1978, ［静岡県］

1♂，熱海市日金山， 15.VI. 1978 , 5♂，同， 18

VI. 1978 ; 1♂，同， 21.Vlll. 1978 , 3♂，同， 27.

咽 1978, ［山梨県J1♂， 八千代郡上九一色村， 10.

VII. 1977, ［東京都J2♂，多摩市多摩センター， 29

v 1977 , 1♂，多摩御岳， 26.v. 1934 

湯河原町における5月の採集例は，神奈川県として

はかなり早い発生記録である。

キマダラセセリ

［神奈川県］真鶴町 1♂，真鶴， B四 1983

オオチャノてネセセリ

［神奈川県］湯河原町 l♂，広河原， 15.VI. 1978 ; 

2♂，奥湯河原水源， 6 四 1978 ; 1♂，同， 16

3唖 1981

チャパネセセリ

［神奈川県］湯河原町ー l♀，城山， 10.IX. 1978, 

真鶴町 1♀， 真鶴，29.医 1979

ミヤマチャパネセセリ

［神奈川県］湯河原町 l♂，広河原， 15.VI. 1978 , 

2 .＜／－，奥湯河原水源， 6.Vlll. 1978 ; 1♀，同， 16

1岨 1981

神奈川県内では生息地が比較的限られている種で，

箱根山塊では仙石原や小田原市で記録されているが，

湯河原町からはこれまで知られていなかったようであ

る〔岸，1992，他）。

イチモンジセセリ

［神奈川県］湯河原町 l♂，広河原， 15.羽 1978,

2♂，門川， 22.VII. 1978 ; 1♂， 鍛冶屋， 23.VII 

1978 ; 1♂，奥湯河原水源， 22.VII. 1979 ; 2♂，同，

18. Vlll. 1978 ; 2♂，同， 3医 1978; 1♂，奥湯河

原， 7 医 1980; 2♂2♀，城山， 10.IX. 1978 l 

♂，同， 16.医 1984，真鶴町 2♂，真鶴， 17.IX 
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1984 , 1♀， 同，8.x. 1978 ; 1♀，同， 10.X. 19 

78 , 5♂l♀， 真鶴岬， 19.医 1976，小田原市 2 

♂，根府川， 23.医 1979，南足柄市 1♂2♀，足

柄峠， 13.Vlll. 1978，秦野市： 3♂4♀，秦野， 12

IX. 1976, ［静岡県J1♂2♀，熱海市日金山， 21

四 1978, 1♀， 同，15.IX. 1980 ; 1♂， 日金山登

山口， 26.四 1978; 2♂2♀，同， 27.四 1978 ; 

1頭，沼津沼ノ川， 30.v. 1983, ［山梨県］ l♀， 
昇仙峡， 6.X. 1976 

夏季から秋期にかけて多くなる種であり， 5 -6月

の採集例はやや少ない。

以上， 65種が認められた。このうち，湯河原町と真

鶴町からは合計49種が記録されたが，この地方からあ

る程度まとまったチョウ類の記録が出されるのは，今

回が初めてのことである。もちろんこれは，過去に記

録されたすべての種を含むものではなく，たとえばウ

ラナミジャノメ（清， 1968，他）やキリシマミドリシ

ジミ（小岩屋・猪又， 1973，他）など分布的に注目さ

れるものをはじめとして，し、くつかを欠いている。そ

れらを含めた本地域のチョウ類目録を作成することは，

今回の発表の趣旨とは外れるため，日ljの機会に譲るこ

とにしfこし、。
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箱根産ニッコウコウガイゼキショウについて

勝山輝男

Teruo KATSUY AMA . Juncus nikkoensis CJ uncaceae) 
found from Hakone in Japan 

ニッコウコウガイゼキショウ Juncusnikkoensis 少ない（図 1）。ニ yコウコウガイゼキ ショウは一つ

SAT AKE は佐竹 (1938）によると花序が小型で枝 の頭状花序に含まれる花数が多いので，全体の形はア

が斜上または直立すること，雄しべが花被片と同長な オコウガイゼキショウというよりも，むしろコウガイ

こと，さく果がより太いことなどでアオコウガイゼキ ゼキショ ウに似ている。しかしコウガイゼキショウ

ショ ウから区別されている。しかし，最近はアオコウ は葉が多管質なので，葉が単管質のニッコウコウガイ

ガイゼキショウ Juncuspα:pillosusの山地性のー ゼキショウやアオコウガイゼキショウとは容易に区別

型とする意見（北村ほか， 1980）もあり，地方植物誌 できる。

や図鑑類では取り扱われる ことが少なし、。今回，ニッ ニッコウコウガイゼキショウでは開花時に雄しべと

コウコ ウガイゼキショウとアオコウガイゼミショウの 花被片とはほぼ同長で，比較的大きい剥が目立つ。一

生品を同一場所で観察する機会を得た。その結果，ニッ 方，アオコウガイゼキショウでは雄しべは花被片より

コウコ ウガイゼキショウはアオコウガイゼキショウと もやや短く，蔚も比較的小さし、。また，開花時にニッ

は相当に異なる形態的特徴があり， )jlj種として区別す コウコウガイゼキショウの花被片はほとんど開かない

るのが妥当と結論できたので報告する。 が，アオコウガイゼキショウでは花被片が半開する

（図2A,B）。

箱根町立大涌谷自然科学館の石原龍雄氏より箱根お さく果はどちらも花被片の2倍程度の大きさになる

玉ヶ池で採集されたアオコウガイゼキショウとニッコ が，ニッコウコウガイゼキショウではやや大きく長さ

ウコウガイゼキショウと恩われる植物の標本が送られ 4～4.5mm，幅1mm，褐色に熟す。アオコウガイゼキ

てきた。そこで， 1992年10月9日に現地調査を行い， ショウの方が細身で長さ3.5～4mm，幅O.Smm，やや赤

両者の生育を確認した。お玉ヶ池では双子山側の沢か みがかった褐色に熟す（図2C,D）。

らの流水に沿って湿った裸地があり，そこにニッコウ ニッコウ コウガイゼキショウもアオコウガイゼキショ

コウガイゼキシ ョウがアオコ ウガイゼキショウやハリ ウも引き抜くと短い地下茎の先に越冬芽を作っている。

イなどと混生していた。 アオコウガイゼキショウは平地の富栄養な湿地では

ニッコウコウガイゼキショウの花序の枝は狭い角度 高さ30cm以上になり，花序も大きく 開出したものをつ

で出て l～3回枝分かれし，頭状小花序も 3～10，最 ける。しかし山地の貧栄養な湿地では高さlOcm程度

大でも15個程度である。一方，アオコ ウガイゼキショ で花序もあまり大きくならない。今回， 箱根お玉ヶ池

ウでは花序の枝は開出し 3～4回枝分かれして， 15～ でニッコウコウガイゼキショウと同一場所に生えてい

60個以上の頭状小花序をつける。一つの頭状小花序に たアオコウガイゼキショウはこのような小型のもので

含まれる花数はニッコウコウガイゼキショウでは4～ ある。ニッ コウコウガイゼキショウをアオコウガイゼ

12個と多く，アオコウガイゼキショウでは2～6個と キショウの山地性のー型とする見解はこのような小型
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のアオコウガイゼキショウをニッコウコウガイゼキショ

ウと誤認したものではないだろうか。

「日本の野生植物（平凡社）」（佐竹， 1982）にアオ

コウガイゼキショウとニ y コウコウガイゼキショウの

両者の写真が掲載されているが，この写真でも両者の

区別は可能である。

佐竹 (1938）ではニッコウコウガイゼキショウの産

地として相模をあげている。「神奈川県植物誌」（神奈

川県博物館協会編， 1958）には箱根があげられている。

しかし， 「神奈川県植物誌1988」（神奈川県植物誌調査

会編，1988）で集められた標本の中にニッコウコウガ

イゼキショウと思われるものは含まれていなかった。

今回，ニッコウコウガイゼキショウが箱根に生育して

いることが再確認できた。

コウガイゼキショウの仲間のうち種子が無尾，葉が

単管質のものは日本にはタチコウガイゼキショウ J.

krαmeri FRANCHET et SAVATIER，ニッコウコウ

力、イゼキショウ J.nikkoensis SATAKE, アオコウ

ガイセ、キショウ J.pα.pillosus FRANCHET et 

SAVATJER，ハリコウガイゼキショウJ.wαllichiα九us

LAHAR PEの4種が含まれる。互いによく似ているの

でこれらの検索表を示しておく。

A.雄しべは6本（減少することもある）．さく果は鈍

頭凸端で花被片より少し長い程度

・タチコウガイゼキショウ

A.雄しべは3本．さく果は花被片より明かに長く 2

倍に達することもある

B.雄しべは花被と同長 花序の枝は直立または斜

上し，頭状小花序は3～10個．頭状小花序は 4

～12花よりなる

・・ニッコウコウガイゼキショウ

B.雄しべは花被よりやや短い．花序の枝は開出し，

頭状小花序は15～数10個．頭状小花序は2～6

花からなる

・アオコウガイゼキショウ

B雄しべは花被片の半長．花序の枝は開出し， 3 

～30の頭状小花序からなる 頭状小花序は 3～

10花.7.kの多い所に生えたものは基部が倒れ，芽

生することがある

．ハリコウガイゼキショウ

最後に，いつも箱根産の植物の情報を提供してくだ

さる箱根町立大涌谷自然科学館の石原龍雄氏，比較の
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ための標本を多数集めてくださった神奈川県植物誌調

査会の皆様に御礼申し上げる。
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A B 

c D 
図2. Aニyコウコウガイゼキショウ J nikkoensisの花， B：アオコウガイゼキショウよ pα:pillosusの花，
Cニッコウコウガイゼキショウよ nikkoensisのさく果， D：アオコウガイゼキショウJ.pα:pillosusのさく果
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神奈川県産のウシノケグサ属植物について

2. トボシガラ

田中徳久

Norihisa TANAKA : Notes on the Genus Festucα 
(Gramineae) in Kanagawa Prefecture 

2. Festucαpαruiglumα 

S UM MA RY This study was carried out to るこれらの標本のうち， トボジガラと同定されている

reconfirm Festucαpαrviglumαoccurring in ものは128点であったが，これらのうち，不完全な標

Kanagawa Prefecture. As a result, one species; 本を除いた126点の標本について検討した。

Festucαpαruiglumαwas identified, but it is なお，所検標本のうち，著者がトボシガラと同定し

assumed these specimen contain two types; た123点の標本より，それぞれ任意の l個の小穏につ

one of them is a long glume type and the other いて，第l芭穎と第2琶穎の長さを測定した。

is a short glume type. 

結果および考察

はじめに 本研究によって，所検襟本中にはヤマトボシガラ，

ウシノケグサ属植物のうち，田中 (1992a,b）に オオトボシガラの両種は含まれておらず，神奈川県下

よって扱われていない種で，神奈川県下から報告され には， トボシガラ 1種が分布することが再臨忍1された。

ているものは， トボシガラ F.PαrviglumαSTEUD. しかし，このトボシガラについては，琶穎の長さに

のみである（松野編， 1933；神奈川県博物館協会編， 着目すると，芭穎の短い型と琶穎の長い型の2つの型

1958，宮代， 1958；神奈川県植物誌調査会編， 1988ほ が，その中に混在していることが明らかになった。こ

か）。 の2つの型は， l点1点の標本をはっきりと分けるこ

しかし，神奈川県産のトボシガラの中には，琶穎の とは困難であるが，図lに示したように，おおよそ2

短い型と長い型の2型が含まれているが，この2型に つに分離することは可能である。また，琶穎の短い型

ついては，これまで知られておらず，この両者の分類 では，琶穎が多少鈍頭であり，萄穎の長い型では，多

学的な検討は行われていなし、。そこで本報では，神奈 少鋭頭である傾向が認められたが，両型を分け得る形

川県産のトボシガラの変異について検討を加えるとと 質は，琶穎の長さ，先端の形態のみであった。この2

もに，ヤマトボシガラ F lαponicαMAKINOやオ つの型のうち，芭穎の長い型については，当初，オオ

オトボシガラ F.extremiorientalis Ottw1の神奈 トボシガラと同定すべきではなし、かと考えたが，オオ

川県における分布を再検討した。 トボシガラにしては芭穎の長さも短く，他の形質から

もトボシガラと同定した。

材料および方法 従来，大井 (1975）や北村ほか (1986），長田 (19

本研究には，田中 (1992b）同様， 『神奈川県植物 89）によりトボシガラと呼ばれてきたものは，この2

誌1988』（神奈川県植物誌調査会編， 1988）のために つの型のうち，芭穎の短い型であると恩われる。それ

神奈川県植物誌調査会の会員の方々によって採集され に対し， KOYAMA(1987〕によりトボシガラと呼ばれ

た標本，およびその発刊後に追加 ・補充された標本の ているものは，琶穎の長い型のようである。しかし，

うち，神奈川県立博物館に所蔵されているものを用い それぞれの文献に示されている諸測定値についても，

た（略号 FLK）。神奈川県立博物館に所蔵されてい 特にその違いが顕著なのは芭穎の長さだけである（表
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図1. トボシガラ (123個体）における第 1琶穎およ
び第2萄頴の長さの変異．
LGL：第l萄穎の長さ（mm), U G L I第2

芭頴の長さ（mm）， ・ 個体数（個体）

表1.各文献にみられるトボシガラの諸測定値の差

I 大井 l附ほか IK州 A I 長国
文就 い（1975) I (I蜘） ｜ （問1) I ( 1989) 
ー 斗一一一一一一一ー」一一一一一ート一一一一一」一一一一一
小I~の数（ ff!ll I 3-s i 3-5 I 3-s I 3-s 
小徳（mm) I 7ー10 ｜一一一 ! 7-9 I 1 9 
第 l~!fl (mm) I 1ー1.sI 1-u  I 1ーI.5 I I 
第2箇穎（mm) I ! i 2 3 
小花（mm) ｜ー一 I 5 7 I : 5 s 
J蔓穎 （mm) ! 5 7 I i 6 7 I 5 6 
讃穎のを（mm) I 5 7 I i 3-12 i 6-9 
内W(mm) ！一一一 ｜一一一 ｜一一一｜ 5-6 
約（mm) I －一一一 I －一一一一 ！日7ーI I 11.5-0 7 

I I I 

本研究に用いた標本のデータについては，すべての

所検標本を， 1点1点，萄穎の短い型と長い型にはっ

きりと分けることは困難であったため，害lj愛したが，

参考のため，両型の典型的と思われるものの一昔日のデー

タを以下に示した。表記の様式は田中 (1992b）に準

じfこ。

琶穎の短い型。津久井郡津久井町荒井林道 （TS-4),

19840609，早川亮太， FLK62608，川崎市宮前区鷲ヶ

峰（TAK), 19820523，森本七子， FLK62620，横浜

市緑区黒須田（MI-2),19800511，勝山輝男， FLK 

62552. 

1）。ただし，長田 (1989）とKOYAMA(1987）に示

されている図では，萄穎の形態が異なるように見受け 芭穎の長い型。津久井郡津久井町神ノJll(TS-3〕，

られる。この萄穎の長さについては，『神奈川県植物 19830526，城川四郎， FLK62614，足柄下郡湯河原町

誌1988』（神奈川県植物誌調査会編， 1988）において， 天照山（YU1), 19820516, FLK62624，鎌倉市十二

イネ科を担当された森茂弥氏も，標本のラベ、ルに疑問 所（KA-2), 19840527，小林純子， FLK62619.

を明記しておられた。

本研究では，前述の2型を種内分類群として認める なお， トボシガラと同定されていた以下の所検標本

ぺきなのか，長田 (1989）らとKOYAMA(1987）は異 は，ウ シノケグサ，オオウシノケグサと同定した。

なる種群をトボシガラと捉らえているのか，あるいは，

トボシガラの芭穎の長さの変異がこれまで考えられて ウシノケグサ．厚木市七沢温泉（AT-4), 19820613, 

いたより大きいのか，そのいずれとも結論するには至 山本明， FLK62622.

らなかった。また，前述のように，図1についても，

2型が混在していることを示唆しているに過ぎず，琶 オオウシノケグサ足柄下郡箱娘町芦ノ湖西岸（H

穎の長さと先端の形態以外にこの2つの型を分け得る AK-2), 19830612，森茂弥， FLK62574，厚木市不動

形質を明らかにすることもできなかった。そのため， 尻～大山（AT-4), 19840701，高橋秀男， FLK62646.

本報では，神奈川県下から， トボシガラ 1種を報告し，

本種には，琶穎の短い型と長い型の2型が存在してい おわりに

ることを指摘するにとどめた。今後，他の地域に分布 本報告をまとめるにあたり，標本の閲覧について多

するものについても，検討を進めていきたい。 大な便宜を計っていただき，貴重な御指導をいただい
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た神奈川県立博物館の高橋秀男氏と勝山輝男氏に厚く 北村四郎 ・村田源 ・小山銭夫， 1986.原色日本植物図

お礼申し上げる。さらに，神奈川県内のたくさんの標 鑑，草本編〔E〕単子葉類 465pp., pls. 

本を採集された神奈川県植物誌調査会会員の方々に感 108.保育社，大阪

謝の意を表する。また，森茂弥氏は，1991年9月に亡 KOYAMA T., 1987. Grasses of Jαpαn and Its 

くなられたが，氏が標本のラベル等に残されたさまざ Neighboring Regions, An Identificαti on 

まな記録やメ モは，筆者にとってたいへん貴重な記録 MαnuαI 10+570pp. Kodansha, Tokyo. 

となっている。筆者の考えが，必ずしも氏の考えとー 松野重太郎（編著） ' 1933.神奈川県植物目録.111 

致するものではないと思うが，謹んで森茂弥氏の御冥 +23pp, pls. 10.神奈川県博物調査会，横

福をお祈りするとともに，この一報を捧げたい。 浜．

摘要

宮代周輔， 1958.神奈川植物目録 112+38pp.（自費

出版）．

神奈川県立博物館に収蔵されているトボシガラの標 大井次三郎，1975.日本植物誌，顕花篇（改訂増補新

本を再検討した結果， 神奈川県下において，トボシガ 版） 1582pp.至文堂，東京

ラl積の分布が再確認された。しかし，その中には， 長田武正， 1989.日本イネ科植物図譜 759pp.平凡

琶穎の短い型と芭穎の長い型の2型が混在しているこ 社，東京

とが明らかになった。
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東丹沢周辺の地衣類目録

生出智哉・吉田文雄

Toshiya 0IZURU and Furnia YOSHIDA 

A List of Lichen of the Eastern part of 

the Tanzawa Mountains in Kanagawa Prefecture 

はじめに 目 録

丹沢山地についての地衣類調査は，手塚 (1964）が

一本のブナの樹幹上に着生している，蘇苔類と地衣類 Ascomycetes 子のう菌類

の群落を解析して，地衣類20種を報告している。 ( Ascol ichens 子のう地衣類 ） 

その後，中村 (1985）は厚木市七沢のクヌギ・コナ Lecanorales レカノラ目

ラ群集の種類組成調査で地衣類2種を報告したぐらい

で，県内では地衣類に関する調査はほとんど行われて Teloschistaceae テロスキステス科

いない。 Cαlo plαcααurαntiαcα （LIGHTF.) TH.FR. 夕、イ

筆者らは， 1987年から1992年までの間，東丹沢の厚 タイゴケ白山 (19871020生出智哉 01012' 1991 

木市から愛甲郡清川村塔ケ岳・丹沢山を経て津久井郡 0103吉田文雄 Y-1)

藤野町に至る地域の樹幹部や岩上，地上部に生育して

いる地衣類を調査した（図1）。 Physciaceae ムカデゴケ科

今回，収録した地衣類を形態的な特徴で分けると， Anα:ptychiαpalmulαtα （MrcHxJ v AIN ヒメゲ
ダイダイゴケなどの固着地衣16種，ウメノキゴケなど ジゲジゴケ 姪ケ岳（手塚映男， 1964)

葉状地衣48種，ハナゴケなど樹状地衣23種の合計87種 A. isidiza KuROK. トゲヒメゲジゲジゴケ 蛭ケ

である。 岳（手塚映男，1964)

現地調査にあたり，厚木市立七沢自然教室指導係の A. dendriticα（PERSJ VAIN. キウラゲジゲジゴ

石井晃主任の協力を得て，資料の収集を行った。ま ケモドキ蛭ケ岳（手塚映男， 1964)

た，丹沢山と塔ケ岳から持ち帰った標本の多数は国立 A. diαdemαtα （TAYL) KUROK. オオゲジゲジゴ

科学博物館柏谷博之博士に同定をしていただいた．以 ケ塔ケ岳 (19901210生出智哉 0991) 

上の方々に深甚の意を表する。 A. dissectαKUR OK.チヂレゲジゲジゴケ 塔ケ岳

(19901210生出智哉 0-1006)

このデータは採集地，採集年月日，採集者，標本番 A. hypoleucα（MUHL) MASS. ウラジロゲジゲジ

号の順に記した。採集年月日については，年・月・日 コ、ケ蛭ケ岳（手塚映男， 1964)

の順に8桁で表記した。 A. palmulαtα （MICHX.〕VAIN. ヒメゲジゲジゴ

なお，目録の配列と和名，学名は主に吉村 (1974) ケ蛭ケ岳（手塚映男， 1964)

に準拠した。 A. pseudospeciosαKuROK. ヤマゲジゲジゴケ

蛭ケ岳（手塚映男， 1964)

A. microphyllα（KUROK.) KUROK. チヂレウラジ

ロゲヂゲヂゴケ 塔ケ岳 (19901210生出智哉 0-

1004) 
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図1. 調査地域の位置図．
厚木市 1 ：緑ケ丘， 2・飯山， 3 白山， 4 七沢， 5 ：玉川， 6 ：鐘ケ岳（厚木市），

7 ：大山（伊勢原市）， 8 ：宮ケ瀬，9 札掛， 10 諸戸， 11 塔ケ岳（清川村），
12 ：丹沢山 C清川村）， 13 ：蛭ケ岳（津久井町）， 14 焼山 （津久井町），
15 藤野（藤野町）

Physciαendococcinα（KoRD) Nn  アカハラム

カデゴケ 塔ケ岳 (19901210生出智哉 0-1005)

Dirinαriααpplαnαtα （FEE) AwAs. コフキヂリ

ナリア 白山 (19871020生出智哉 0-1003,1991 

0123吉田文雄 Y-2), 玉川 (19901010吉田文雄

y 61) 

Usneaceae サルオガセ科

RαmαLi九αcalicαrisROHL. var. jαpanicαHuE 

カラタチゴケ 白山 (19910103吉田文雄 y3) 

UsneαdiffrαctαVAIN. ヨコワサルオガセ 焼山

82 

(19891010吉田文雄 Y-102)

u.αciculiferαVAIN. トゲサルオガセ諸戸 (1987
1010吉田文雄 Y-101)

U. bismolliusculαZAHlBR. コフクレサルオガセ

七沢 (19901123吉田文雄 Y-71)

Everniαesorediosα（MuLL.ARc.)Du RrnTz ヤ

マヒコノリ蛭ケ岳（手塚映男， 1964)

Alectoriαsulcαtα （LEv.)NYL. パンダイキノリ

丹沢山 (19901209生出智哉 0-1048)



Parmeliaceae ウメノキゴケ科 25吉田文雄 y75) 

Hypogymniαuittαtα （AcH.)GAs. ヒメリボンゴ P. tinctorum NYL.ウメノキゴケ白山 (19871020

ケ丹沢山 (19901209生出智哉 01010) 生出智哉 0-1046），飯山 (19901028吉田文雄 Y-

Menegαzziαterebrαta(HoFFMJMASS.センシゴケ 51), 鐘ケ岳 (19901111生出智哉 0900），七沢

丹沢山 (19901209生出智哉 01009, 19901211吉 （中村俊彦1985)

国文雄 Y103) Cetrαriαornαtα MlJLL.ARG. ウチキアワビゴケ

Pαrmeliαconspersα（AcH.)AcH.キクパゴケ七 蛭ケ岳（手塚映男， 1964)

沢 (19901123吉田文雄 Y72) C. asαhinαe SATOアワビゴケ蛭ケ岳（手塚映男，

P. mexicαnαGYELN.メキシコキクパゴケ七沢 (1 1964) 

9901123吉田文雄 Y73) Cetreliαπudα（HuE) W.CuLB.& C.CuLB. トコブ

P. cαperαtα AcH.キウメノキゴケ大山 (19850915 シゴケ蛭ケ岳（手塚映男， 1964)

生出智哉 01011, 19920530吉田文雄 Y81) C. jα.panicα（ZAHLBR.)W.CuLB.& C.CuLB. チヂ

P. rudectαAcH. トゲハクテンゴケ飯山 (1987102 レトコブシゴケ．蛭ケ岳（手塚映男，1964)

0生出智哉 01001）大山 (19920530吉田文雄 Y

82) Candelariaceae ロウソクゴケ科

P. borreri(SM.)TuRN.ハクテンゴケ大山 (19850 Cαndelαriαconcolor (DrcKs.) STEIN. ロウソクゴ

915吉田文雄 Y-83) ケ 白山 (19910103吉田文雄 y7），大山 (19920530

P. squαrrosαHALEカラクサゴケ焼山 (19901208. 吉田文雄 Y叩84)

生出智哉 01019) Cαndelαriella uitellinα（EHRHT.) MOLL.ARC. ロ

P.αdαugescens NYL.コウマクカラクサゴケ丹 ウソクゴケモドキ飯山 (19901028吉田文雄 Y-54)

沢山 (19901209 生出智哉 0-981)

P. fertilis MvLL.ARG.ナメラカラクサゴケ焼山 Lecanoraceae チャシブゴケ科

(19901208生出智哉 O停998) Leeαnorααtrα（Hui:;s.)AcH，クロイボゴケ丹沢山

P. shiπαnoαηαZAHLER.シナノウメノキコケ丹 (19901209生出智哉 0994) 

沢山 (19901209生出智哉 19901210生出智哉 0-9 L. allophαηα（AcH.)Ri:iHL.チャシブゴケ白山 (1

94) 9901028吉田文雄 Y-8)

P. lαeuior NYL.ヒモウメノキゴケ 塔ケ岳（19901 L. yαsudαE ZAHLER.モエギイボゴケ白山 (19911

210生出智哉 01041) 103生出智哉 0-1088)

P. homogenes NYL.ウチキウメノキゴケ 鐙ケ岳

(19871020生出智哉 01045) Pertusa r i aceae トリハダゴケ科

P. subαurulentαNYL. ニセウチキウメノキゴケ Ochrolechiαpαrellulα（MULL.ARC.) ZAHLER. イ

塔ケ岳 (19901210生出智哉 O『1043）白山 (19910 ワニクイボゴケ塔ケ岳 (19901210生出智哉 0-10

103吉田文雄 y4) 86) 

P.αurulentαTUCK. コナウチキウメノキゴケ塔ケ Pertusαriαflαuicαns LAMYモエギトリハダゴケ

岳 (19901210生出智哉 0983）白山 (19910103 丹沢山 (19901209生出智哉 01085) 

吉田文雄 Y-5)

P. clauulif erαRAS.マツゲゴケ飯山 (19871020

生出智哉 01055）七沢 (19900111吉田文雄 Y-74,

中村俊彦1985)

P. perlαtα（Hurn.)AcH.ヤママツゲゴケ飯山 (19

901018吉田文雄 Y-52)

P. dissectαNYL. トゲウメノキゴケ白山 (199101

03吉田文雄，y 6) 

P. reticulatαTAYL.オオマツゲゴケ七沢 (199011

Cladoniaceae ハナゴケ科

Clαdoniαrαngiferiηα（L.)WEB ハナゴケ焼山 (1

9891010吉田文雄 Y-104)

C. Jureαtα（HuDSJScHAER. マタゴケ丹沢山 (1990

1209生出智哉 0-992)

C. crispatα（AcH.)FLOT.ショクダイゴケ宮ケ瀬

(19781115生出智哉 01099），飯山 (19901028吉

田文雄Y-54)
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C. squamosα（Scop.)HoFFM.ウロコハナゴケ宮ケ

瀬 (19781115生出智哉 0-1098〕

C. polycαrpoides NYL.マキパハナゴケ宮ケ瀬

(19781115生出智哉 0-1097），七沢 (19901123吉

田文雄Y-76)

C. pleurotα（FLOR KE) SCHAER.アカミゴケ丹沢山

(19901209生出智哉 0-980)

C. krempelhuberi VA!N.var.subevolutα（ASAH.) 

ASAH.ヤクラゴケ白山 (19910103吉田文雄 Y-9)

c. cαlyeαnthαDEL.ex NYL. ヒメヤグラゴケ宮
ケ瀬 (19781115生出智哉 0-989)

C. chlorophαEα（FLORKE ex SoMM.)SPRENG.ジョ

ウゴゴケ宮ケ瀬 (19781115 生出智哉 01100), 

飯山 (19901028吉田文雄 Y-55)

C. conisteα（DEL.) ASAH. ヒメジョウコゴケ宮ケ

瀬 (19781115生出智哉 0-999, 19891010吉田文

雄 Y-105)

C. pityreα（FLOR KE) FR. ヒメレンゲゴケ藤野 (19

910930生出智哉 0-982）宮ケ瀬 (19781115生出

智哉 0-984,19920222吉田文雄 Y-106)

C. floerkeαnα（FR.) FLOR KEコアカミゴケ宮ケ瀬

(19781115生出智哉 0-1013, 19920222.吉田文雄，

Y-107〕

Glossodium lα.ponicum ZAHLER.ヘラゴケ宮ケ

瀬 (19781115生出智哉 0-1047)

Baeom ycetaceae センニンゴケ科

Bαeomyces fungoides(Sw.)AcH.センニンゴケ

札掛 (19900306吉田文雄 Y-108)

Mycoblαstus lα：poπicus Mi.iLL.ARG. クロアカゴ

ケ丹沢山 (19901209生出智哉 0-1101)

Stictaceae ヨロイゴケ科

Lobαriαorientαlis (AsAH.) y CS HIM.ナメラカブト

ゴケ丹沢山 (19901209吉田文雄 Y-113)

L. spαthulαtα（INUM.) YosHIM. へラガタカブトゴ

ケ丹沢山 (19901209吉田文雄 y114) 

LιsidiophorαYostt1M.チヂレカブトゴケ丹沢山
(19901209生出智哉 0-997)

L. kurokαwαe Ye応HIM.カブトゴケモドキ丹沢

山 （19901209生出智哉 0996) 

L. discolor(BORY)HuEエビラゴケ丹沢山 (19901

209生出智哉 0-1094，手塚映男，T1964, 19901210. 

吉田文雄 Y-115)

StictαπylαnderiαnαZAHLER. テリノ、ヨロイゴケ

丹沢山 (19901209生出智哉 0985），札掛 (19901

210生出智哉 0979) 

Peltigeraceae ツメゴケ科

Peltigerαaphthosα（L.) WILLD. ヒロハツメゴケ

丹沢山 (19901209生出智哉 01014, 19901210 

吉田文雄 Y-116)

P. polydαctylα（NECK.) HoFFM. モミジツメゴケ

丹沢山 (19901209生出智哉 0-1087)

Nephromαbellum(SPRENG.)TucK.ナメラウラミ

ゴケ培ケ岳 (19901210生出智哉 0-993)

Coccoca rp i aceae カワラゴケ科

B. plαcophyllus(LAM.) AcH.ヒロハセンニンゴケ Coccocαrpiαcroniα（TucK.)VAIN. コナカワラゴ

塔ケ岳 (19901209吉田文雄 Y-109〕 ケ七沢 (19900115吉田文雄 Y-77)

Stereocau laceae キコ．ケ科

Stereocαulon exutum NYL.キゴケ宮ケ瀬 (1992

0222吉田文雄 Y-110)

S. japanιcum TH.FR. ヤマトキゴケ緑ケ丘 (1989
0915吉田文雄 01133），札掛 (19900306吉田文雄

Y-111) 

Lecideaceae へリトリゴケ科

Lecideααlbocαerulescens (WULF.) Actt.へリト

リゴケ宮ケ瀬 (19920222吉田文雄 Y-112)

』!fegαlosporαtuberculosα（Fu)S1Pw.クロコボシ

ゴケ属の一種丹沢山 (19901209生出智哉 0998) 
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Col lemataceae イワノリ科

Leptogium moluccαnum var.myriophyllinum 

(MULL.ARG.) ASAH. コパ／アオキノリ丹沢山

(19901209生出智哉 0986) 

Collerηαlα.ponicum(MliLL. Arg.) .HuE.ヤマト

カワホリゴケ丹沢山 (19901209生出智哉 0-1020)

C. subflαceidum DEGEL.イワノリ属の一種塔ケ

岳 (19901210生出智裁 0-996)

Graphidaceae モジコケ科

Grα.phis proserpens VAIN.セスジモジゴケ札掛

(19900306吉田文雄 y117〕



G. rikuzensis(VAIN.)NAK.ミチノク モジゴケ丹 参考文献

沢山 (19901209生出智哉 0-1033) 手塚映男， 1964.二 ・三の樹木主幹部における着生植

物群落． 丹沢大山学術調査報告書，pp

Pyrenulaceae サネゴケ科 201-219.神奈川県

Pyrenulαjα：panicαKUROK.アオソメサネゴケ 塔 吉村 庸， 1974.原色日本地衣植物図鑑，保育社，大

ケ岳 (19901210生出智哉 0-1078) 阪

中村俊彦，1985.神奈川県内の森林植生の人為による

Sphaeriales スフエリア目 （球菌目） 改変と着生コケ群落の生態，神奈川自然誌資

料，（6): 21-28. 

Verrucariaceae アナ4ボコーケ科

Endocαrpon pusillum HEDW.イワウロコゴケ七 （生出智哉神奈川県立博物館，吉田文雄 ：厚木市教

沢 (19901123吉田文雄 Y-78) 育委員会）

Fungi lmperfecti 不完全菌類

Le prαriα sp. レプラゴケの一種宮ケ瀬 (19781115

生出智哉 0-978）飯山 (19901028吉田文雄 Y-56)
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